























神かみ破やぶりの姫ひめ御み子こ




─真白の雫─











著者　香月沙耶

イラスト　凪かすみ















電子版 ビーズログ文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。






本作品は本文縦組で制作されております。ごらんになるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。



















　　目次



序　章

其の壱　熱る指先

其の弐　紅の呪

其の参　獄舎にて

其の肆　女神との対話

其の伍　神降ろしの舞

其の陸　龍の女神と獣と人と

其の漆　御子狩り

終　章

あとがき

君を想う
































[image: ]







　遙はるか高みより降り注ぐ黄おう金ごんの光が、白い龍りゆうを荘そう厳ごんなまでに輝かせる。

　ゆるり、と。

　純白の龍体が、わずかに身み動じろいだ。

　龍は、永とこ久しえともいえる長い長い刻ときの、そのほとんどを、夢を見ることに費していた。

　夢は白い龍を傷つけない。

　全ぜん身しん全ぜん霊れいで愛した人は、夢の中にのみ生きている。微笑ほほえみ、抱きしめ、優やさしい声で語りかけてくれる。

　──この場所にいればいい。ここにいれば、わたしは傷つかない。

　天地の狭はざ間まで微睡まどろむ白い龍は、浮かびかけた意識を再び胸底へと沈しずめた。

　深く、深く。

【現うつつに冠かむ威いがいるのに？】

　軽かろやかな声が、光たゆたう狭間に響ひびいた。

　からかうような、とても愉たのしいことを囁ささやくようなその口く調ちようは、遠い過去に聞いたことがある。だが誰の声かという疑問は、白い龍の脳のう裏りには浮かばなかった。ただ、

　──かむ、い？

　その名のみが、意識を微かすかに震ふるわせる。

【のんきに眠っていていいのか？　人の命めい数すうは神のように長くはないことを、おまえは身をもって知っているだろう。ぐずぐずしていたら、あっという間に死んでしまうよ】

　──冠威……。

【ほら目を覚さませ。お楽しみの始まりだ】

　──冠威が、いる。現の世に、生きている……？

【ああ、生きている。おまえの血を引く娘も現の世で待っているよ】

　促うながす声に、沈ませたはずの意識が少しずつ浮かび上がってゆく。

　──冠威と一緒に。

　今こん生じようこそ共に生きて、共に死ねるように。

　そのためにつくったあの娘の中へ──────────ゆ　こ　う

　硬かたく閉じた瞼まぶたが震える。

　白き龍の女め神がみ──千ち生お音ねの双そう眸ぼうが、ゆっくりと開いた。
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　猫ねこの爪つめのように細く尖とがった月が西の空へと入り、やがて地上にやわらかな光が満ちてゆく。

「朝だ」

　花はな菜なを抱きしめる腕うでの主ぬしの声は、凪ないだ海のように静かに響ひびく。そっと顔を上げ、花菜は声の主──匡きよう一いち郎ろうへと視線を向けた。

　ようやく会えた。

　離れていたのは数日。けれどその数日は、花菜にとって永とこ久しえとも思えるほどの長さだった。

　匡一郎との再会は、花菜に心の底からの安あん堵どをもたらした。

「……匡一郎さま」

　呼ぶ声に、匡一郎は優やさしい眼まな差ざしを向けてくる。なんだ？　と首を傾かしげられたが、何かが言いたかったわけではない。

　ただその名を呼んで、今目の前に匡一郎がいることが、夢ではなく現うつつであることを確かめたかったのだ。

　空に昇る日にち輪りんが、匡一郎の面おもてを余さず花菜に見せてくれる。

　目に映した途端、花菜の胸に訳の分からない切なさがどっと押し寄せてきた。

　もしかしたらもう会えないのではないかと、恐きよう怖ふを募つのらせた日々。

　一生賀か茂も邸に囚われるのかと絶望したこと。

　猿えん鬼きに呪しゆをかけられ、匡一郎の視線が花菜を通り過ぎてしまった時。

　匡一郎と引き離された数日間の出来事が、花菜の脳裏に浮かんでは消えてゆく。

　花菜は手を伸ばし、匡一郎の髪に触ふれた。

　しなやかな髪かみは、手触りがとても心地ここちいい。何より花菜は、夜を写し取ったかのようなこの黒髪が大好きだった。普段は緩ゆるく結ゆっているのだが、猿鬼との戦いの折に紐ひもは解とけてしまったようだ。花菜は垂すい髪はつを指に絡からめて梳すいた。

　匡一郎は何も言わず肩を竦すくめたが、花菜の好きにさせてくれた。

　髪から離れた指は耳じ朶だの際きわをなぞると、頰ほおに触れた。それから高い鼻び梁りようへ。

「花菜、くすぐったい」

　そう言いかけた匡一郎の唇くちびるに、花菜は指先を押し当てた。

　触れたい。匡一郎の傍そばに添そいたい……。

　それは花菜の心に初めて訪れた、切実な願いだった。

「花、菜？」

　身の内を貫つらぬくその想いのまま、花菜は伸び上がる。指を当てた場所に、唇で触れた。

「──」

　──もう決して離れたくない。

　唇で触れるだけでは、到とう底ていこの想いを伝えきれなかった。もっと近づきたい。そして匡一郎からも望まれたい。

「……花菜」

　唇が離れるなり、花菜は匡一郎に強く抱きしめられた。

　痛いくらいのその抱ほう擁ようが、今は何よりも嬉うれしい。

　──匡一郎さまと共に在ありたい。

　心を直じかにきゅっと握にぎられたような痛みを感じながら、花菜もまた匡一郎の背に回した手に力を込めた。

「父上と合流し、神かみ結むすび島じまへ帰ろう」

　匡一郎の優しく力強い声に、花菜はうなずいた。

　毎日顔を合わせる島民たちや外と谷や家の人々、穏おだやかな海、濃こい緑の森……。

　思い浮かべるだけで、望ぼう郷きようの念が花菜の胸に宿った。

　早く帰りたい。父と、王おう虎こと、そして最愛の人──匡一郎と共に。

　匡一郎の腕の中から顔を上げたその時、ス、と目の前が暗くなった。

　見上げた匡一郎の姿がぐにゃりと歪ゆがむ。立っていられず、花菜はその場に座りこんだ。

「花菜！」

「大丈夫で……」

　言葉の途中で、目を開けていられないほどの眩暈めまいが花菜を襲おそった。

「……あ」

　ぐらりと身体からだが揺ゆれる。すかさず匡一郎に抱き留められると、そっと額ひたいに手が当てられた。

「熱いな」

　匡一郎の低い声が聞こえた次の瞬間、花菜の視界は漆しつ黒こくに閉ざされた──。










「花はな菜なはまだ目を覚さまさないかい？」

「ああ」

　ごく近くで誰かが話しているようなのに、その声がどうしてかひどく遠い。

　眠りと覚かく醒せいの狭はざ間まを意識が漂ただよっていることに気づいたが、花菜は起きることができなかった。

　瞼まぶたが重くて、目を開けることさえ難むずしい。

　声は続いて聞こえてくる。

「熱は疲ひ労ろうから来ているんだろうね。五日もの間囚とらわれていたのだから無理もない」

　案ずる声の主ぬしが、神かみ結むすび島じまで地じ頭とうを務める外と谷や宗そう州しゆうの子し息そくで、薬やく師しを目指し京処みやこに来ている尊たか平ひらであることに、花菜は気づいた。

　不意にひんやりとした掌てのひらが、花菜の頰ほおに当てられた。掌は頰から顎あごへと滑り、そして左手に触れる。

　絡からむ指が匡一郎のものであると、顔を見なくても花菜には分かった。

「それにしても、せっかく花菜が戻ってきたというのに困ったことだ」

　深々とため息をつきながらの尊平の声に、花菜の胸に不安が過よぎった。

　──困ったことって……？

「よもや神結さまが検け非び異い使しに捕らえられてしまったとは」

「……」

　それは本当のことですか、と問いかけようとしたのに、唇くちびるからは細い吐と息いきが零こぼれるばかり。自由にならない己おのれの身が歯がゆかった。

「匡一郎さん、花菜が目覚めたらまずは腹に何か入れ、そのあとでこれを飲ませてやってくれ。熱ねつ冷さましの薬だ」

　分かったと匡一郎の声。

「神結さまの窮きゆう状じようを我が師に申し上げたら、検非異使別べつ当とうへ書状をしたためてくださった。わたしはこれから検非異使庁に行ってくるゆえ」

　微かな衣きぬ擦ずれの音が聞こえた。尊平が立ち上がったのだろう。

「すまないが頼む」

　匡一郎がそう言うと、尊平は一いつ拍ぱく黙だまりこんだ。気け配はいを探さぐるに、尊平は何事か驚いているようだった。
















「……なんだその奇き妙みような顔は」

「びっくりしたぞ。よもや匡一郎さんから頼み事をされ、ましてすまぬと労ねぎらわれるなど、思ってもみなかった！」

「俺だってそれくらいは言う」

「うわ、なんだか全然似合わぬなあ」

「……おまえは俺をどういう目で見ている」

　声を低くする匡一郎に、うっと詰まりながらも、そこは以前から付き合いのある尊平、言葉をのみこむことはなかった。

「花菜だけが大事で、神結さまも少しは大事。ほかの者、特に女性に対しては、人当たりはいいが決して心を許さない、誰も頼らない。……という感じかな」

「……」

「だが、少なくとも神結島の人々は信じてほしい。父上もそうだが、わたしも神結さまや花菜のためならばどんなことでもする。そして無事帰島できるよう、尽じん力りよくしよう」

　尊平の声はどこか誇ほこらしげだった。

　そう言ってくれる尊平に対し、花菜はありがたいと思うと同時に、申し訳ない気持ちにもなる。

　己の力の及ばないことが、あまりにも多くて……。

「我が師である丹たん羽ばさまの北きたの方かたも、神結島で生まれ育ったお方だ。きっと匡一郎さんたちの力になってくださるだろう」

　──父上、父上。どうかご無事で……。

　今すぐに起きて、父彪ひよう吾ごの元へ走ってゆきたいのに、力の入らないこの身が悔くやしい。

　尊平の去る気配を追いながら、花菜は再び眠りへと落ちていった。

　その後も夢と現を行ったり来たりしていた花菜の意識がはっきりと覚醒したのは、騒さわがしい音が耳に入りこんできたからだ。

　どたばたと廂ひさしを走る慌あわただしい足音と焦あせったような声に、花菜は薄うすく目を開けた。

　先刻は瞼をこじ開けることもできないほど脱だつ力りよくしていたが、しばらく休んだからか、はっきりと目覚めることができた。

　室へやの中は、すでに暗かった。

　いったい自分はどれほど眠っていたのかと、微かに眉み間けんに皺しわが寄る。

　匡一郎と繫つながれていた指先に、わずかだが力が入る。その指の力に気づいたのだろう、匡一郎が己を覗のぞきこむ気配がした。

「花菜？」

　匡一郎の姿がゆらゆらと揺ゆれている。まるで涙を溜ためた目で見ているようだ。声を出したかったのに、密ひそやかな息しか零れない。

　もどかしくて目を眇すがめると、匡一郎はそんな花菜の状態を察したのだろう。

「大丈夫だから。まずは熱が下がるよう、静かに横になっていなさい」

　穏やかな指先で花菜の顔のあちこちを撫なでながら、優しく囁ささやいた。

「……父、上が、検非異使に捕らわれた、と」

　匡一郎は苦く黙りこむ。だが花菜が必死になって見上げていると、やがてため息をつき、その息が触れるほど間近に顔を寄せてきた。

「即刻父上を解放するよう、尊平が書状を携たずさえ検非異使庁に向かった。だが先方はその訴うつたを無視し、さらには尊平までも投とう獄ごくしたそうだ」

「そ……っ」

　そんな、どうして、と花菜は飛び起きかけたが、すぐにそれは無む謀ぼうだったと思い知る。熱のせいか、目の前がぐるぐると回って、真まっ直すぐに背筋を伸ばすことすらできない。

「……あ」

「無茶をするな」

「父上と尊平さまを助けに参りませんと……！」

「今のおまえにできることは、身体を休めて一刻も早く元気になることだ」

　確かにこのありさまでは彪吾たちを助けに行くことはおろか、己の身を守ることすらおぼつかない。それでも獄ごくに繫がれた彼らのことを思えば、のんきに横になってなどいられなかった。

　父ほどの遣つかい手てが捕らえられるなんて、何があったのか。もし怪け我がをしていたとしたら、或あるいは検非異使庁の役人たちにひどい目に遭あわされてはいまいか……。そんなことを考えれば、居ても立ってもいられなかった。

「では、匡一郎さま、父上を助けに……」

「言っておくが、俺はおまえの傍かたわらを離れるつもりはないよ」

　花菜は、彪吾を獄から救い出してほしい、と口にしかけた声に被かぶせるように、きっぱりとそう言われてしまった。

「匡一郎さま、ですが」

　匡一郎は花菜を引き寄せ、腕の中に囲った。

「あっ」

「今ここにいるのが俺ではなく父上であったとしても、同じことを言うだろう。ようやくおまえを取り戻したのに、そのおまえから目を離すうつけがいったいどこにいる」

「……匡一郎さま」

「心配をするなとは言わない。だが父上の傍らには王虎もいる。案ずることはない」

　匡一郎の言葉にうなずきたいが、それでも不安は消えなかった。首しゆ肯こうしない花菜を、匡一郎は押し倒し、強引に横たえる。

「き、匡一郎さま……」

「あまり聞き分けのないことを言うと、このままおまえに覆おおい被さって身動きできないようにするぞ」

　脅おどすようなことを言いながら、声こわ音ねには花菜に対する労いたわりが滲にじんでいる。

「わ、分かりました。分かりましたから……っ」

　退どいてくださいと言った花菜の唇を、匡一郎は一瞬だけ奪った。

「いい子だ」

　額を撫で、匡一郎は花菜に負ふ担たんをかけないようにと身体を退しりぞけた。

　ほんの少し動いただけで、軽く息が切れた。そのうえ目の縁ふちが熱く、こめかみがズキズキと脈を打っている。発熱のせいか、全身がひどくだるかった。

　花菜はその熱を逃のがすように、そっとため息をつく。

　──少しでも早く熱を下げなければ。元気になれば、匡一郎さまと一緒に外に出られる。そうしたら父上を助けるいい案も浮かぶはず。

「花菜、黒い珠たまは何処いずこへ？」

「あ、……はい。こちらに」

　帯おびの飾りの輪に結んでいた匂におい袋ぶくろの紐を手探りで解ほどき、匡一郎へと差し出した。

　彼は袋の中から黒くろ御み珠たまを取り出すと、直接花菜に握にぎらせる。

　冷たくて心地ここちよい。すぐに己の体温が珠に移るかと思ったが、まるで清流に手を差し入れたように、いつまでもひんやりとしている。

　胸の上で握りしめると、身体に不ふ快かいに纏まとわりつく熱が、少しだけ退ひいたように花菜は感じた。

「熱を冷ます手助けをしてくれるだろう」

「……わたし、この珠に何度も助けられました」

　ありがとうございます、と言った花菜へ、匡一郎はにこりと微笑んだ。

「役に立ったようでよかった」

　この珠があったから、離れていても匡一郎と繫がっているように感じた。

「もしかしたらもう会えないかもしれないと、何度も思いました。だから匡一郎さまがわたしを見つけてくれた時本当に、……本当に嬉うれしかった」

　病やまいによるものではない、心が発する熱を瞳に滲ませながら匡一郎を見上げる。匡一郎は一瞬押し黙ったが、すぐに息だけで笑うと、それまで以上に花菜の髪を優しく梳すいた。

「おまえが目の前から消えれば、俺は必ず捜し出すし、何があろうと、誰であろうと、おまえを渡すつもりはない」

　直ちよく截さいに愛の言葉を告げられて、羞しゆう恥ちが花菜の頰を朱しゆに染める。けれどそれ以上に嬉しかった。

「……匡一郎さま」

　黒御珠を握りしめながら、花菜は潤うるむ目で匡一郎を見上げる。

「匡一郎さま、離れていた間のことを教えてください」

「そうだな。おまえも苦しくない程度に話してくれ」

「はい」

　望まない距離に互いが隔へだてられていた時のことを知りたかった。

　匡一郎は花菜の負担にならないよう、普段以上に優しく穏おだやかな口ぶりで、離れていた六日間のことを話し始めた。

　王虎が呪をかけられ、猫の姿しか取れなくなったこと、船を追ったが間に合わなかったこと、船には羊よう魄はくという名の負ふの言こと霊だまの輪に繫がれた獣けものが乗りこんでいたこと、猿鬼と羊魄は手を組んでいること。

「……羊魄」

　猿鬼と手を組んでいると聞いたところで、花菜の胸に浮かんだのは、美しい千せん珠じゆ姫ひめの顔だった。

　まさかそんなことはないだろうと思いながらも、花菜は確かめずにはいられなかった。

「匡一郎さま、羊魄とはどんな獣なのですか？」

　花菜の問いに、匡一郎は少し厭いとわしげな顔をした。

「負の言霊の輪に繫がれた獣にしては荒立つこともなく、気が弱く常つねに怯おびえ、ほかの獣の後ろに隠れているような奴だ。あとは、……そうだな、夢を操る術に長たけている、くらいか」

「夢を……。あの、どんな姿をしているのでしょう。女によ性しようなのですか？」

「なにゆえそのようなことを訊きく？」

　花菜は一瞬迷ったが、賀か茂も家の養女である千珠姫のことを語かたった。

　黒く長い髪、見み惚ほれてしまうほどの美び貌ぼう。だがいつも物もの怖おじして、猿鬼に怯えていたこと……。

　千珠の人となりを聞いた匡一郎の眉間がわずかに寄せられた。そして何事か言う前に、花菜の身をそっと抱き寄せた。

「あの……匡一郎、さま？」

　匡一郎は花菜の存在を確かめるように、背に回した掌に何度も力を込める。

「もしそれが羊魄ならば、猿鬼と手を組んだ獣があれでよかった。ほかの獣だったなら……」

　匡一郎はそこで沈黙してしまう。だが花菜は匡一郎ののみこんだ言葉を察さつした。

　もしほかの獣だったなら、花菜は今、ここにはいないかもしれない──匡一郎はきっとそう思ったのだろう。

　もし千珠が羊魄だとしたら。彼女は白髪の御み子こと戦うことを厭いとうている。

　──わたくしを、助けて。

　哀あい願がんする千珠の声が花菜の胸に迫せまる。

　あれは猿鬼から救ってほしいという意味だけではなかったのではないか。

　負の言霊の輪に繫がれた己を助けてほしいと、千珠はそう思っているのかもしれない。

　彼女は花菜の命を奪おうとしなかった。それは猿鬼の命令によるものだろう。だが負の言霊の輪に繫がれた獣ならば、千生音の血に連つらなる白髪の御子を滅めつすることこそが自身の存在理由なのではないか。

　現にこれまで花菜が戦ってきた獣たちは、何はなくとも白髪の御子の命を狙ねらってきた。

　あんなにも無防備に眠っていたら、ほかの獣ならば即そく座ざに花菜を殺したはずだ。

　──それなのに、わたしの命を奪おうとしなかった。

　千珠は羊魄ではないのだろうか。自分の考え違いだろうか。

　花菜が語った千珠の容姿は、羊魄にそっくりだと匡一郎は言った。あんな美貌の持ち主がほかにいるだろうか？

　匡一郎の腕が緩み、再び褥しとねに横たえられた花菜は、促うながされて目を閉じた。

「少し眠りなさい」

　はい、と花菜はうなずいた。

　今自分にできることは少しでも早く熱を下げ、普段どおり動けるようになることだ。

　彪吾たちのことは心配だし、羊魄のことも気になる。だがまずは復調しなければ、何もできないのだから。
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　花菜と匡一郎が無事再会できた頃──。

　碁ご盤ばんの目のように整えられた路みちを疾しつ走そうする影があった。

　巨大な獣けもの、その獣に騎き乗じようする人物、ふわふわと頼りなく揺ゆれながらついてくる白い何か。

　元負ふの言こと霊だまの輪に繫つながれた獣である王おう虎こと、彼を解放した白髪の御み子この榊さかき彪ひよう吾ご、そして羊よう魄はくである。

　呪しゆを祓はらい、獣形となった王虎に跨った彪吾は、白い妖あやかしこと羊魄に、花はな菜なの居場所を案内させていた。

　夜明け前ということもあり、人っ子ひとりいないのはありがたい。こんな奇妙な三人組では、目撃されれば厄やつ介かいなことになるのは間違いないからだ。

　市中の夜回りをしている、検け非び異い使しの配下である放ほう免めんらと遭そう遇ぐうしないように気をつけるだけでよかった。

　先刻受けた矢傷が痛いたむ。思っていた以上に深く刺ささったらしく、未だ出血が狩かり衣ぎぬを濡ぬらしていた。だがこの程度の傷に構っている暇ひまはない。今は一刻も早く、花菜を救い出さなければ。

　向かうのは中ちゆう納な言ごん賀か茂も利とし嗣つぐの邸やしき。一度匡一郎と共に、中を隈くまなく捜したところだ。

「やはり賀茂邸に囚とらわれていたか」

　花菜と匡一郎の義父であり、白髪の御子でもある榊彪吾は、白しら々じらしい賀茂の笑みを思い出すと、苦く唇を歪ゆがめた。

　──どうにも厄介な男だ。

　あの笑顔の陰で、いったい何を算さん段だんしているのか。

【だけどよお、どうやって隠してたんだ？】

　王虎が、見つけられなかったのはおかしいじゃねえかと首を傾かしげる。そして白状しろよ、と羊魄を睨にらみつけた。

　羊魄はびくびくと身体からだを震ふるわせながら、恐おそる恐おそるといったふうに、小さな声で告げる。

【それは、百さ々さ羅らの力、で……】

【ああ？　ささらってのは誰だよ】

【え、……き】

【聞こえねえっつの、もっとでかい声で喋しやべれ！】

　牙きばを剝むき出しにして吼ほえる王虎に、羊魄はきゅっと身を縮ちぢめた。

【え、猿えん鬼き……！】

「猿鬼？」

【ちっ、あいつかよ。俺あいつ嫌いなんだよなあ】

　ずるがしこいしいつもニヤニヤ笑ってるし小こ馬ば鹿かにしたような話し方しやがるし何考えてるか分かんねえし。

　王虎がぶつぶつ言うのを聞きながら、彪吾は羊魄へ問いかけた。

「猿鬼は人の姿をくらますことができるのか。もしやおまえが持っていた紅あかい珠たまの力か？」

　羊魄はハッと顔を上げたがすぐに俯うつむき、おずおずと首を横に振った。

【紅い珠ではなく、百々羅自身の力】

「では、あの邸に花菜は確かにいたということだね？　わたしたちが行った時にも」

【ええ】

　とすれば、花菜は大たい層そう辛つらい思いをしただろう。

　自分たちがすぐ傍そばにやってきているのに、その存在に気づいてもらえなかったのだから。

　彪吾が深く眉み間けんに皺しわを寄せていると、

【そういや彪吾は猿鬼と戦ってねえんじゃないか？　来てねえだろ、神かみ結むすび島じまに】

　首を傾げつつ王虎が呟つぶやく。

　確かに猿鬼は二十二年前の戦いの際、神結島に現れなかった。

【それによお、羊魄。てめえなんだってそんな格好してるんだよ。なんだか千ち生お音ねみてえで気持ち悪ぃ】

「千生音？」

　その名に気を引かれ、彪吾は猿鬼が神結島にやってこなかった理由を考えるのは、ひとまず置いておくことにする。

「この姿は千生音を模もしているのか？」

【似てるっていうか、千生音はこう、ふわふわした髪を引きずるように長くしてて、衣ころももいつも白かった。目は和にぎ御み魂たまの時にゃ紅くなかったけどよ。てめえは黒髪だったはずだろ】

「千生音の姿に似せているのか、羊魄」

　問う彪吾の声は、普段に比べわずかに低い。

　もしなんらかの謀はかりごとゆえに千生音の形を取っているのだとしたら、その理由を質ただしておかねばならない。

【わ、わたくしは、命令されて】

【命令って猿鬼にか。てめえはよお、ちっとは自分の意思とか考えとかねえのか】

　常つねより好戦的で強者を好む王虎は、自分とまるで対極の存在である羊魄と会話をしていると、どんどん苛いら立だってくるのだろう。吐き捨てるようにそう言った。

　彪吾も羊魄が気弱な獣であることは聞いていたが、これほどとはと内心驚いていた。

　──このような性しようの獣が、なにゆえ地上に降り人を狩り、そして負の言霊の輪に繫がれてしまったのだろう？

　地上に降りる際にも、自らの意思ではなく猿鬼についてこいとでも命令されたのだろうか。

　とはいえ、羊魄の事情など今は知る必要はないだろう。それよりも、と彪吾は再び羊魄に問いを投げた。

「なにゆえ花菜をかどわかしたのか、その理由を聞こうか。それからおまえが持つ紅い珠の力のことを」

　獣ならばその場で白髪の御子を襲おそうだろうに、羊魄はわざわざ京処みやこまで花菜を連れてきた。その理由はなんだったのか。

【御子を攫さらったのは、……命じられて】

　呟く羊魄に、王虎はガァッと咆ほう哮こうした。

【ああうぜええっ、うざすぎる！　踏ふむぞっ！】

「やめなさい。では質問を変えようか。猿鬼はなにゆえ花菜をかどわかすよう、おまえに命じたのだ？」

　羊魄は言い淀よどんだが、やがて密ひそやかに呟いた。

【それは、これまで女子めのこの御子はいなかったから、百々羅はそのことに興味を覚えて……】

「女子の御子だから、か」

　彪吾は羊魄の言葉を受けて、再び軽く眉間に皺を寄せる。

　彪吾もまた、花菜の誕生については思うところがあった。神結神社に伝わる書物では、白き髪の御子はおよそ百二十年に一度生まれる。そしてその性は男だとされていた。

　──初めての女子、しかもわたしが生きている間に花菜は生まれてきた。

　何か理由があるのではないか。だがその理由を知る術すべは、今の彪吾にはない。

　千生音と冠かむ威いの間に生まれたのは男女の双ふた子ごだった。男児には龍りゆう神じんとしての力があったが、女児は唯ただ人びとだったという。

　唯人の娘のことを記した書物はほとんどないから、正しいことは分からない。

　もしかしたら、白髪の御子と同時期に、常に冠威の子も生まれていたのかもしれない。

　冠威の子である高たか遠とおが男子おのこで、白髪の御子である花菜が女子、という性別の逆転は、何か理由があるのだろうか。

　考えを深めてゆこうとする彪吾だったが、今この場で答えの出ることではないと、一旦思し考こうを打ち切った。

「紅い珠のことを聞こうか」

　羊魄は、だが不意にぎゅっと口を噤つぐみ、小さく首を振った。

【ああ？　てめ、羊魄のくせにだんまりを決めこむつもりかよ】

　吐け、と王虎に迫られた羊魄は、全身に震えを纏まとわりつかせながら、小さな小さな声で何事か呟いた。

【聞こえねえ！】

【あ、あの紅い珠は、白髪の、み……】

「それを言ったらあとで仕置きだよ」

「……!?」

「やあ、榊彪吾。おまえと顔を合わせるのは初めてだね」

　その声は、彪吾の遙はるか上空から投げかけられた。

【……！】

　王虎の背が強こわ張ばり、走る肢あしが急に止まった。

　体勢を崩しながらも、彪吾は満天の星を抱いだく夜空を睨にらみ上げた。だがそこに声の主ぬしはいない。

「ここだよ、こ・こ」

　からかうような朗ほがらかな声こわ色いろが聞こえたかと思うと、彪吾の目の前に逆さかさまになった男子の顔が出現する。

「──っ！」

　にい、と歪めた唇くちびる……それよりも、額ひたいにある紅い目に、彪吾の視線がくぎづけになる。だがそれも一瞬、彪吾は王虎の背から飛び下りた。
















　急な動作に、貴族の邸で受けた左肩の矢傷が鋭するどい痛みを訴うつたえる。それを面おもてには出さず、王虎に背中をぴたりとつけながら、油断なく周囲に目を配った。

【どこに行きやがった、あいつ!?】

「今のが猿鬼、か？」

【ああ、あのいけすかねえ喋り方は猿鬼に違いねえ】

「ひどいな王虎。我は『いけすかねえ』か？」

　くすくすと笑いを忍しのばせる声が、何ど処こから聞こえてくるのか方角がはっきり定まらない。

　右手かと思い目をやっても、上空かと察し睨んでも、その姿を捉とらえることができなかった。

「白髪の御子に飼かい馴ならされて、牙を抜かれた獣など恐ろしくもないし、間抜けにしか見えぬなあ、王虎よ。否いな、今は違う名だったか。【櫟あららぎ】」

　わんわんと反響しながら、四し方ほう八はつ方ぽうから聞こえてくる声。

　──よもやこれは……。

【てめえがその名を呼ぶんじゃねえっ！】

「櫟、少し黙っていろ」

　うるさい獣を一いつ喝かつし、猿鬼がどこにいるのか確かめようと耳を澄すます。

「さあて、おまえたちがいるそこは現うつつか幻まぼろしか。よおく己の足あし下もとを見てごらん。本当に地に足をつけているかい？」

　歌うような奇妙な節ふし回まわしで、猿鬼は言う。

　背を預けていた王虎の毛の感触が、不意に消失する。と同時に、夜の闇やみがじわじわと紅くれない色いろに席せつ巻けんされていった。

　──幻げん影えいに取りこまれたか。

　いつの間に、と考え、彪吾はすぐに悟さとる。

　恐おそらくはあの額の目を見た瞬間に。

　彪吾は自らを落ち着かせるため、一度ゆっくりと息をついた。すらりと太た刀ちを抜く。

　と、彪吾の目の前に巨大な真紅の塊かたまりが出現した。

「猿鬼の幻影を祓え──【破】」

　彪吾はその真紅の塊に向けて、太刀を振り下ろした……！

【彪吾ッ！】

　だが斬きった瞬間、それは淡あわ雪ゆきのように溶とけ、代わって王虎が目の前に現れた。

「櫟!?」

　ハッと息をのんだが、王虎の姿はその場から忽こつ然ぜんと消え失うせてしまう。

　真紅の塊が一瞬で王虎に変わった、ということは、真紅の塊こそが王虎ではないか。幻影に支配されているために、己の目には王虎が見えないだけではないか。

　彪吾はそう考えた。

　だが。

　現れた紅の塊の肢あしに凄すさまじい勢いで打たれ、彪吾の身は吹っ飛ばされた。

「……っ！」

　素早く立ち上がるが、倒れた弾みに傷が開いてしまい、激痛が全身を駆かけ巡めぐった。

「くっ……」

　血が溢あふれ、滴したたり落ちる感覚が確かにあるのに、肩に触れようとした手が、傷口に辿たどり着かない。

　──なるほど厄介なものだな。

　花菜がかどわかされた時、龍形を取った匡一郎がしばし幻影に囚われたが、あの時息子が経験したであろう不快な感覚を、彪吾もまた味わう。

　傍そばにいるはずの王虎も、篆てん書しよの縛ばくで繫いだ羊魄も、猿鬼も、その気配をまったく感じることができなかった。

　五感が当てにならないことで逸はやりそうになる心を、彪吾は意志の力で押さえつける。

　息を吸おうとした、その隙すきをまるで見計らったかのように、再び紅い塊の肢が彪吾に襲いかかった。

「……っ！」

　避よけながら転がり、彪吾は太刀を構えた。

「猿鬼へと向かえ。──【炎】」

　篆書の術を繰り出す。炎ほのおが出現し、彪吾は見えない相手に向けて太刀を振り下ろした。

　だが炎は、すう、と何ど処こへともなく吸いこまれていってしまう。猿鬼に命中した様子が、やはり微み塵じんも感じられなかった。

　そしてその時、自らの腕うでと羊魄を繫いでいた縛が、音もなく消え失せたことに、彪吾は気づいた。

「……っ！」

「この鈍のろ間まは返してもらうよ。では彪吾、また後日見まみえることを愉たのしみにしていよう。櫟もな」

　笑みを孕はらんだ猿鬼の声がその場に響いたかと思うと、ふっつりと気配が消えた。

　逃したか、と彪吾は唇を嚙む。

　花菜へと繫がるよすがの羊魄を猿鬼に奪い返され、彪吾の表情にわずかな焦あせりが滲んだ。ここまで猿鬼がやってきたからには、花菜の身をすでに何処いずこへか移した可能性が高い。

　──賀茂邸に向かった匡一郎は、無事花菜と再会しただろうか。

　隠おん形ぎようの呪をかけられている花菜を、匡一郎は見つけられるだろうか。

　──匡一郎の花菜への想いを、その力を信じよう。

　それにしても猿鬼という獣。なるほど王虎が嫌いだと言ったのもよく分かる。なかなか厄介な敵だ。

　猿鬼が去ってからも、真紅の幻影は彪吾に向けて攻撃を仕掛けてくる。太刀のような鋭い真紅の爪は彪吾を容よう赦しやなく襲い、拘こう束そくしようと肢を絡からめてくる。

　それらの攻撃を避けながら、彪吾は逃げた猿鬼らを追うべく、早急に力を高めた。

「猿鬼のもたらす幻影を振り払え。──【解】」

　彪吾の術を受け、幻影に裂け目が生じ、一筋の光が射しこんでくる。

　もう一度。

　繰り返し篆書の術を放つが、なかなか幻影を祓はらうことができない。術を出す合間に、紅の肢が彪吾に巻きつき、強くその身を縛めた。

「つ……っ！」

　傷の痛みが彪吾の手から、太刀を握る手の力を奪う。その太刀にも絡まった紅の肢は、彪吾からついに刀を取り上げた。

　──本当にしつこい。

　次し第だいに苛立ちを募つのらせた彪吾は、次の術ですべての幻影を祓えるように、腹の底に力を溜ためた。

「猿鬼のもたらす幻影を振り払え。──【解】！」

　凜りんとした張りのある声が、その場に響く。

　篆書の術は、紛うことなく彪吾の幻惑を打ち破った。

　ようやく晴れた視界に、だが彪吾はハッと瞠どう目もくする。

　傍かたわらには倒れた虎の姿があった。王虎ばかりではない、十じつ指しに余る者たちが傷を負い、その場に転がっている。そして己の身体は縄なわで緊きん縛ばくされ、周りを囲まれていたのだ。

　これはいったいどういうことか、と彪吾は混乱した。だがすぐに、今のこの状況を悟った。

　──紅の爪や肢と思っていたのは、わたしを止めようとした櫟や、また捕らえようとする検非異使たちの攻撃だったというわけか。

　それを己は、幻影からのものと取ってしまったのだろう。

「し、白い妖の仲間を捕らえたぞ──！」

　縄の端を持つ男が上うわ擦ずった声で叫ぶのを聞いた彪吾は、す、と表情を消した。
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「どうやら白髪の巫み女こは、元典てん薬やくの頭かみの丹たん羽ば匡まさ亮あきの邸やしきにいるらしいね。大勢賊ぞくが押し入ってきたというのに、無事逃にげ果おおせたとは、さすがは白髪の巫女姫だ」

　届いた文ふみに目を通していた賀か茂も利とし嗣つぐが、ふふ、と相そう好ごうを崩くずした。

　手にした書状は、丹羽匡亮──外と谷や尊たか平ひらの師であり、現在匡きよう一いち郎ろうと花はな菜なが身を寄せている邸の主あるじからのものだった。

　曰いわく、

『神かみ結むすび神じん社じや神かん主ぬしである榊さかき彪ひよう吾ごが、無実の罪で獄ひとやに繫つながれている。解とき放はなつよう、検け非び異い使し別べつ当とうへ取りなしていただけないだろうか。彼の娘も心を痛いためている』

　そんな文字が綴つづられていた。

「調べる間もなくこうして巫女の居い所どころが分かるとは、わたしも運がいい。霊れい験げんあらたかな巫女と言葉を交かわしたからかな？　──高たか遠とお」

　側に控ひかえる和泉いずみ高遠へかけた声は、朗ほがらかに弾はずんでいた。

「夜よも更ふけてしまったが、早々に巫女姫を迎えに行っておくれ。家け人にんと随ずい身じんを適当に従えていいよ」

　高遠は、だが何も言わずきゅっと唇くちびるを引き結ぶ。

「高遠、返事は？」

　顔を上げると、高遠は主を真まっ直すぐに見つめた。

「賀茂さま、御子をいかがされるおつもりですか」

　普段から、滅めつ多たなことでは高遠は自分から口を開かない。

　主しゆ従じゆうだから、というだけでなく、高遠の口数が常つねより少ないことを、幼い頃彼の後見人であった賀茂はよく知っていた。

　白髪の巫女に並々ならぬ関心を寄せている甥おいに対し、賀茂は珍めずらしいことだとうっすら笑えみを浮かべた。

「わたしは別に巫女を嬲なぶろうとか貶おとしめようとか考えているわけではないよ。あんなに可か愛わいらしい娘に対し、そんな無む体たいな真ま似ねを働くはずもない。ただ、せっかく京処みやこに来てくれているのだから、ほんのすこぉし、わたしの企くわだての手助けをしてもらいたいと思っているだけだよ」

「──」

　高遠の表情が動いたが、見み慣なれていなければ気づかぬほどの、本当に微かすかな変化だった。

　賀茂にはそれが、不快感を表したものだとわかっていた。そのことで彼は高遠とは逆に、大層愉ゆ快かいな心持ちとなった。

　普段無表情な高遠だが、まだまだ可愛いところもあるではないか、と。そんなふうに思ったのだ。

「そうそう、百さ々さ羅らからこれを返すようにと言われていた」

　賀茂は手元に置いていた袋包みを高遠に差し出した。

　受け取った高遠は、筒状のそれが、己おのれの母の形かた見みの龍りゆう笛てきであることを知り、静かに目を見開いた。

「百々羅からことづてだ。『その笛ふえで龍王と存分に戦うがいいよ』だそうだ。それから『愉たのしい仕掛けを施ほどこしておいた』とも言っていたな」

「……」

「では頼むよ、高遠」

　その声を受けて、高遠は立ち上がると、素早い動きで賀茂の前から姿を消した。

　賀茂は小さく含み笑った。

「とうとううなずかなかったな」

　だがそれくらい反抗的な方が愉しいというものだ。

　反応が乏とぼしいよりよほどいいではないか。

　賀茂はそんなことを思いながら脇きよう息そくに凭もたれかかり、のんびりと吉きつ報ぽうを待った。
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　囚とらわれの身であった五日間は、花はな菜なに深い疲ひ労ろうをもたらしたようだ。彪ひよう吾ごや尊たか平ひらの安あん否ぴや羊よう魄はくのことを気にかけながらも、花菜は何度もうとうととした。

　途中目が覚さめて久しぶりに摂とった食事も、あまり喉のどを通らない。だが少しでも力を取り戻そうと、出してもらったものはすべて腹の中に収めた。

　匡きよう一いち郎ろうは花菜が眠りに就ついている間、片時も離れず、またずっと手を握にぎっていてくれた。

　時折ここにいるよと花菜に知らせるように、きゅっと力を込めたり、愛あい撫ぶするかのように、優やさしく指を絡からめ直したりしてくれる。

　だが一度、尊たか平ひらの師である丹たん羽ばがやってきた時だけは手を離し、匡一郎は何事か話しに廂ひさしに出た。

　匡一郎の手が離れた間に見た夢が、起きてもなお花菜の脳のう裏りに深く残っていた。

　夢に出てきたのは千せん珠じゆ姫ひめだった。

　濡ぬれたような光こう沢たくを放つ、長く美しい黒髪。愁うれいを秘ひめた切れ長の瞳は、以前に見たように伏せられている。

　彼女の頰ほおにあった傷は、綺き麗れいになくなっていた。

『千珠さん』

　花菜が呼びかけると、瞳がそっと見開かれた。

　夢の中はどこまでも淡あわい光で満ちていて、千珠の美び貌ぼうをより際きわ立だたせていた。

　羊よう魄はくは夢を操るのが得意だと匡一郎から聞かされていた。もし千珠が羊魄ならば、もしかしたらこの夢も羊魄が見せているものなのではないか──。

　そう思った花菜は、ためらわずに千珠に近寄った。

『あなたに訊ききたいことがあります』

　その顔を覗のぞきこめば、迷うような、それでいて何か物言いたげな双そう眸ぼうとかち合う。

『あなたは、羊魄、なのですか？』

　ハッと顔を上げた千珠は、悲しげに眉まゆを寄せた。

『わたしに助けて、とあなたは言った。それは何に対して助けてほしいと言ったのです？』

『御み子こ、わたくしは……』

『猿えん鬼きからですか？　それだけではないのでは？』

『わたくしは……』

　千珠は紅あかい唇くちびるを嚙かみしめ、深い懊おう悩のうを滲にじませた両の目で、縋すがるように花菜を見つめた。

『わたくしは、──い』

『え？』

『わたくしは、帰りたい』

　聞く者の胸が痛くなるほどの希き求きゆうが、その震ふるえる声には溢あふれていた。

　賀か茂も邸ていに捕らわれていた時、花菜もずっとずっと願っていた。

　神かみ結むすび島じまに帰りたい。父や王おう虎こ、そして匡一郎の元へ戻りたい、と。

　その想いと千珠の声が、花菜の心の中でぴったりと合がつ致ちする。

『戻りたい、戦いのない場所へ。……もう、厭いやなのです。もう御子を殺したくなどない、戦いたくない。もう厭なのです──！』

　絶望を孕はらんだ声は、以前にも聞いた。

　和泉いずみ高たか遠とおの身の内にいる獣けもの──兎う執しつの声だ。

　たとえ獣たちに非ひがあったのだとしても、その願いに花菜の胸は刺さし貫つらぬかれたような痛みを覚える。

　千年以上にも及ぶ呪しゆ……。

　──耐たえられる？　もし終わらない呪をかけられたら。

　猿鬼の呪に翻ほん弄ろうされ、絶望を感じ、そして今なお怯おびえている。それが──千年。

　ぞくりと背筋が震えた。

　白い珠たまの如ごとき涙が、千珠の頰を濡らす。

『御子、わたくしを助けて──！』

　慟どう哭こくが耳をつんざいた次の瞬間、花菜はハッと覚かく醒せいした。

「こちらに白髪の御子が身を寄せていると聞きやってきた。御子は中ちゆう納な言ごん賀茂利とし嗣つぐさまの客として京処みやこに招かれている。即そつ刻こく御子をこちらに引き渡してもらいたい」

　凜りんとした通る声は、花菜のよく知る人物のものだった。

「……高遠殿？」

　夜中、庭に響く声に、花菜は身を起こす。

　北きた廂ひさしにいた匡一郎が一度戻ってきたが、おまえは出るなと告げると、自身は外へと行ってしまった。

　出るなと言われても、自分のことなのだ。やはり気になる。

　熱は大分退ひいたようだ。身体が少し軽く感じた。立ち上がるとまだわずかに足がふらついたが、花菜は刀を手に南廂側の御み簾すをめくり上げ、そっと外の様子を窺うかがった。

　篝かがり火びの焚たかれた庭に、高遠と随ずい身じんらしき男たちが十指ほど。いずれも弓を負ったり腰に太た刀ちを佩はいていたりと、ずいぶん物々しい。

　匡一郎が出てゆくと、高遠の視線が真まっ直すぐに向けられた。

「こんな夜よ更ふけにやってくるとは、まったく礼儀を知らぬ」

　篝火が匡一郎の横顔を照らす。その表情は、彼を見慣れている花菜ですらハッと息をのんでしまうほど、冷れい徹てつだった。

「黒き龍か。御子と無事見まみえたようだな」

　対する高遠の声もまた、常より低い。

　匡一郎は簀すの子こ縁べりから庭に飛び下りると、無む造ぞう作さに高遠に近づいた。

「攫さらっておきながら『迎えに来た』などと、よくも言えたものだ」

　よほど腹に据すえかねたのか、匡一郎の言葉は鋭するどい棘とげを含んでいる。だが高遠の顔はといえば、平然としていた。

「黒き龍、御子を渡してもらおう」

「誰にものを言っている。……あまり俺を怒らせるな」

　次の瞬間、匡一郎の全身から、まるで炎のような気が逬ほとばしった。

「──うっ！」

「わ、ぁ……っ！」

　声もなくふたりのやりとりを聞いていた周囲の者たちは、匡一郎の凄すさまじい気にあてられて、思わず後ずさる。

　だがそんな中でも、高遠は匡一郎に視線を注そそぎ、泰たい然ぜんと立っていた。

「以前神結島で俺が言ったことを覚えているか。黒き龍よ」

「『黒き龍』と戦いたかったのだろう？」

「そうだ」

　普段あまり表情を変えない高遠の唇くちびるの端が、微かすかに上がった。

「あの時の借りを俺も返したいと思っていた。ずいぶん嬲なぶられたからな、その笛に」

　目を眇すがめる匡一郎の視線の先には、金色の龍の頭のついた龍りゆう笛てきがあった。

「あ……っ」

　花菜は思わず小さな声をあげた。

　──猿鬼から取り戻したのだわ。

　母の形見という横おう笛てきが、高遠の手に戻ったのは喜ばしい。花菜とて嬉うれしいと思う。……それが今でなければ。

　彼の龍笛は、篆てん書しよの術に匹ひつ敵てきする力を持っている。

　神結島で匡一郎は、高遠の吹く笛の音にひどく傷つけられた。

　あの時の彼の姿を思い出すだけで、花菜の胸の内が強く痛む。

　己おのれが高遠の笛の音に現うつつを抜かしている間、彼はずっとひとりで苦しんでいた。

　再びあの時の苦痛を匡一郎が味わうのかと思ったら、花菜は黙だまっていられなかった。

「お待ちください……！」

　出るなと言われていた母も屋やから、花菜はまろぶように飛び出していた。たったそれだけの動きで息が切れるのがもどかしい。

　匡一郎と高遠、ふたりの目が花菜に注がれた。

「高遠殿、わたしは貴方あなたの主あるじと約束しました。宴えん席せきで舞を舞えば、神結島に帰ってもいいと」

「主から言われたことは一応伝えたが、俺としてはどうでもいいことだ。俺が御子と共にいたいと思っている。だから迎えに来た」

「そ、……」

　あっさりとそんなことを言われ、花菜は絶ぜつ句くしてしまう。

「そなたが黒き龍を選んでいることは知っている。だが俺は御子、そなたを諦あきらめるつもりは毛もう頭とうない。人として、俺はそなたを奪えるよう黒き龍と戦おう」

　きっぱりとそう言いきると、高遠は再び唇を歪ゆがめ、微笑ほほえんだ。

「俺の目の前でよくぞそこまで言った。だが──図ずに乗るな」

　匡一郎は目にも留まらぬ速さで高遠に接近すると、胸元を片手で摑つかみ取り、そのままぐいと持ち上げた。

「……っ」

　高遠の顔が微かに歪む。その手が腰に差した小こ太だ刀ちへと伸びるのを見た匡一郎は、ぶん、と無造作に高遠を放り投げた。

「あ……っ！」

　思わず花菜の口から声が漏もれた。

　周囲の者たちも、匡一郎の人とは思えない強ごう力りきにぎょっとして、その場から後ずさった。

　高遠が宙に投げられる。だが彼は途中でくるりと身を丸め、無事着地すると龍笛の吹き口に唇を押し当てた。

「お、おやめください……！」

　そう叫さけんだ花菜だったが、匡一郎のように簀子縁から飛び下りた途端、その場に膝ひざをついてしまった。

　その時、妙たえなる笛の音が鳴り響ひびいた。

「あ……っ！」

　高遠の笛は、龍王である匡一郎にとって脅きよう威いだ。

　案あんの定じよう笛の音が聞こえた瞬間、匡一郎の顔が痛みを覚えたように歪んだ。

「匡一郎さま！」

　思わず駆け寄りかけた花菜を、匡一郎は来るなと制した。

「和泉高遠へ向かえ。──【炎】！」

　匡一郎は面おもてに苦痛を滲ませながらも、言こと霊だまを叫ぶ。篆書の術を纏まとわりつかせた太刀を、高遠へ向けて振り下ろした。

「──ッ！」

　向かってくる炎を避よけると、一瞬高遠の笛の音が途と切ぎれる。その隙を逃さず、匡一郎は接近した。

「……！」

　目前に迫る太刀を間一髪で避けた高遠は、素早く笛を懐ふところに入れた。そして小太刀を抜き、匡一郎同様構えた。

「──」

　間合いは一いち丈じよう弱。

　一瞬で互いの間が狭せばまり、太刀同士が打ち合うキンと澄すんだ音がその場に響いた。

　一合、二合。

　目にも留まらぬ速さで、ふたりは太刀を斬きり結び、離れ、また太刀を振った。

　花菜が剣の鍛たん錬れんをする時は、匡一郎がいつも相手をしてくれる。だがその際、匡一郎が十分に自分の実力と限界を見み極きわめて、稽けい古こをつけてくれていることをあらためて知った。

　打ち合う音が響くたびに、花菜は首を竦すくめる。

　力強い。重い。そして速い。花菜がこれまで見たこともないほどに。

　剣の技ぎ量りようは同等かと思われたが、徐々に匡一郎が高遠を圧おしてゆく。

　匡一郎の太刀が、高遠の目前に迫せまる。三寸、二寸、一寸……。

　──このままでは……。

　背筋にぞっと冷たいものが落ちる。

　だが高遠は、渾こん身しんの力で匡一郎を弾き返した。

　わずかな間合が開いた瞬間、高遠の姿がその場から忽こつ然ぜんと消えた。

「え……っ!?」

　慌あわてて周囲を見回すと、高遠は遙はるか先にある池の中島にいた。

　接近戦では不利と悟さとったのだろう。高遠は十分に匡一郎から距離を取ると、すかさず懐から龍笛を取り出し、高らかに吹き始めた。

　心を乱すような高音から、一気に低音へと向かう。でたらめのように音を並べながらも、抗あらがいがたく惹ひきつけられる。まるで甘い芳ほう香こうで虫を引き寄せる大輪の花のように。

　だがこの音こそが、匡一郎を苦しめる。

　匡一郎は苦く悶もんに顔を歪め、荒い呼吸を繰り返していた。

　そしてその時、花菜は、とても禍まが々まがしいものが匡一郎の周りを囲んでいることに気づいた。

　──あれは……。

「匡一郎さま、お逃げください！」

　花菜の叫び声は匡一郎に届いただろうか。

　忌いまわしい何かの数は四。かつて戦ったことのある……負ふの言霊の輪に繫がれた獣けものたちだった。

　賀茂邸で捕らわれていた時に見せられた夢の中で花菜を嬲った、鼠そ魂こん、蛇じや巳み、妖よう馬ば、猪い貪たんだ。いずれも獣けもの形がたを取っている。

「う、わ……、うわあっ！」

　突然の獣の出現に、それまで恐きよう々きようとふたりの戦いを見守っていた者たちが、我われ先さきにと逃げ出した。だが花菜は食い入るように、その獣たちを睨にらみ据すえる。

　あの四体はすでに倒した。今は眠りに就いているはずなのに、なにゆえ今この場に姿を現したのか？

　四体の獣は、まるで高遠の笛の音に呼応するかのように、ゆらりと匡一郎を包囲した。

　巨大な白い身をくねらせながら、ニイ、と笑うのは蛇巳。

　普通の馬の倍ほどもある巨きよ軀く、丸太のような三本の肢で立つのは妖馬。

　息遣いも荒く、今にも突っこんできそうな獣は猪貪。

　そして姿こそ小さいが、庭を覆おおい尽つくさんばかりの数の鼠魂……。

　前年神結島にやってきた獣たちだった。

　花菜の背筋にぞっと寒さむ気けが走る。

【やれ難なん儀ぎなことよ。龍王、また貴様が相手とは】

　二ふた又またに分かれた舌をちろちろと出しながら、億おつ劫くうそうにそう言ったのは蛇巳だ。

「難儀ならば眠っていればよかろう」

【そうしたいのはやまやまじゃが、猿鬼の阿あ呆ほうに叩たたき起こされてのう】

【猿鬼の奴、すべて身体からだを取り戻したからといって横おう暴ぼうにもほどがある】

【まったくだ】

　キイキイと耳みみ障ざわりな音を立てながら言ったのは鼠魂。うなずいたのは猪貪だ。

【我は愉しいぞ。再び龍王と戦えるのは】

　そう言って強きよう靭じんな前まえ肢あしを振り上げたのは妖馬だった。

　左の前肢が、匡一郎に襲いかかる！

「匡一郎さま！」

　だが匡一郎はまったく慌てることなく刀を向けた。

「妖馬へ向かえ。──【斬】」

　匡一郎を踏ふみ潰つぶそうと宙に浮いた肢は、篆書の術にざっくりと叩き斬られてしまう。

【……うぉっ！】

　ドウ、と妖馬の巨体が無む残ざんに地面に転がった。

　たまらず走り寄ろうとした花菜を、匡一郎は鋭く制した。

「そこで見ていろ、花菜」

　高遠の笛の音は未だ高らかに鳴り響いているのに、匡一郎は不ふ敵てきに笑う。

　次の瞬間、匡一郎の容貌が、ほんの微かに変化した。

　緩ゆるく結わえていた髪がバラリと解ほどけ、風になびく。

　まるで匡一郎を中心に、風の渦うずが発生しているようだ。匡一郎は頰や額に黒髪がかかるのを、鬱うつ陶とうしそうに首を振って払った。

　──瞳が……それに、爪つめが。

　龍王へと変へん化げするのだろうかと花菜は思ったが、匡一郎の変化はそこで終わる。

「負の言霊の輪に繫がれた獣どもを祓え。──【烈斬】」

　言霊を告げる匡一郎の声は、とても静かだった。

　だがその身の内から溢れ出る篆書の術は恐ろしいほど強大で、花菜は思わず息をのんだ。

　最初の一撃で、千はいたであろう鼠魂がすべて消え失せた。鼠魂ばかりではない、残りの三体も地に這はいつくばり、身動きができずにいる。

「……なんて力」

　匡一郎のあの容貌は、龍王としての力を少しだけ解放した形なのかもしれない。

　ならば未だ負の言霊に繫がれている蛇巳たちでは、匡一郎の相手にはならないはずだ。現に獣らはもう立つこともできずにいる。

　それでも安あん堵どすることはできない。高遠の笛の音がある限り。

「あ……？」

　だが花菜はそこで、高遠の姿が見えないことに気づいた。

　池の中島の辺りにいたはずなのにと周囲を見回すと同時に、獣たちと相対していた匡一郎が、花菜に向けて走ってくる。

　匡一郎に腕を摑まれたのと、別方向から肩に手を置かれたのはほぼ同時だった。

「あ……っ！」

　遠く離れていたはずの高遠が、いつの間にか花菜へと接近していたのだ。

　だがわずかに匡一郎の方が早く、花菜は彼の背中に隠された。

「油ゆ断だんも隙すきもない」

　匡一郎の不快を露あらわにした低い声に、だが高遠は少しも怯ひるまなかった。

　龍笛の音がその場を圧するように、鳴り響いた。

「──っ！」

　匡一郎の身が、わずかに前のめりになる。だが両の眼は高遠を睨み据え、篆書の術を放った。

「和泉高遠へ向かえ。──【水破】。そして縛れ。──【縛】！」

　高遠は最初に飛んできた水の矢を、笛を吹きながらも避けた。けれど二度目の縛が、彼の腕を捕らえ、ぐいと引っ張る。口から龍笛が離れた隙を、匡一郎は見逃さなかった。

　一気に高遠との間合いを詰めるや否いなや、鋭い裂れつ帛ぱくと共に太刀を振り上げた。

　その命、奪とられた──！

　誰もがそう思った瞬間、高遠の蘇す芳おう色の目の一方が真しん紅くに染まる。

【龍王を撃て。──撃波！】

　高遠の口から、彼のものではない声が逬ほとばしる。それは高遠に憑つく獣、兎う執しつの発した言霊だった。

　接近していた匡一郎は、兎執の篆書の攻撃をまともに食らってしまう。

「く……っ」

「匡一郎さまっ！」

　ず、ず、と地につけた足が後方へ下がるも、兎執の力は匡一郎をさほど傷つけなかった。

【何をしておる高遠、真ま面じ目めにやらんか！　危あやうく龍王に討うたれるところだったではないかっ】

「まあ俺の力不足ゆえに斃たおれるのならば本ほん望もうというもの」

　高遠は静かにそう告げた。

【何が本望じゃ。格かつ好こうつけるなや】

　高遠に夜や叉しや丸まると名付けられた、元負の言霊の輪に繫がれた獣──兎執は、呆れたように呟いた。

　片方の目は真紅、もう片方は蘇芳色となった高遠は、あらためて匡一郎に対たい峙じした。

　仕切り直しだと高遠が言った刹せつ那な、戦いは再開した。

「その笛はいつから獣らを召しよう喚かんできるようになった」

　凄すさまじい勢いで太刀を振り上げながら、匡一郎は平静な声でそう問う。対する高遠は、匡一郎の太刀を受け止めながらも、苦く口を歪めた。

「俺のあずかり知らぬところで猿鬼が何事かしたようだ」

「……猿鬼か」

【龍王を倒せ。──烈炎！】

　太刀を交わしている間にも、高遠の半身である兎執が、果か敢かんに篆書の術を仕掛けてくる。

　続けざまに攻撃されても一歩も退ひかない匡一郎の戦いぶりを見る花菜の方が、はらはらしながら胸を掌てのひらで押さえる。

　動どう悸きが厭いやな具合に競せり上がり、動いてもいないのに息が小こ刻きざみに途と切ぎれる。

　額が、熱い。……熱くてたまらない。

　熱のせいだろうかと思った瞬間、頭を貫かれるような激烈な痛みを、そこに覚えた。

「あ、……あ、あぁぁぁぁ──っ！」

　痛い。熱い。……熱い！

　頭が割れてしまうのではないかと思うほどの、かつて経験したことのない疼とう痛つうに、花菜の目からどっと涙が零れ落ちた。

『呪をひとつ解いてやろう』

　猿鬼の愉しげな声が耳に木こ霊だまする。

　ひとつ。

　呪は、いくつかけられた？　ひとつ、ふたつ？　猿鬼はどんな呪をかけた……？

　思考はそこでぷつりと途切れ、花菜はその場にくずおれた。
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「あ、……あ、あぁぁぁぁ──っ！」

　刃を交まじえていたふたりの男の耳に、花はな菜なの悲ひ鳴めいが響ひびいた。

　それはまるで、四し肢しを引きちぎられた者があげる断だん末まつ魔まの声のようだった。

　匡きよう一いち郎ろうと高たか遠とおは、その悲鳴が聞こえた途端ぴたりと動きを止め、花菜へと目を向けた。

　ぐらりと傾かしぐほっそりとした肢し体たいが視界に映る。

　ふたりは何も言わず、同時に走った。

　地に倒れ伏す寸前に両者の腕が差し出され、その身はふたりの男に抱き留められる。

「花菜……！」

「御み子こ」

　ふたりに名を呼ばれたが、花菜はぐったりとしたまま身を投げ出している。

　触ふれる身体のそこかしこがひどく熱い。

　花菜の異変に気づいたのは、匡一郎だった。

　額ひたいに、紅あかい印しるし──。

　そう認識したのと、つ、と背筋に冷たい汗が落ちたのはほぼ同時だった。

　硬かたく閉じていた花菜の両目が、カッと見開かれた。その瞳の色は、真しん紅く。

「花菜！」

　異変は瞳だけではない。左右で支えた花菜の全身が、奇き妙みように歪ゆがんだ。

「……っ!?」

　高遠もまた、ハッと息をのむ。

　花菜の姿が、まるで陽かげ炎ろうのように揺れる。触れているはずなのに、まるで手て応ごたえを感じない。

　新雪を紡つむいだような白い髪が、一気に身の丈たけ以上に伸びた。それだけではない。真まっ直すぐな質たちの髪が、うねうねと蛇へびがのたうつようにうねる。

　変化は髪のみに留とどまらなかった。

　花菜の背丈は五尺程度だ。それが急激に六寸ほども伸びた。

　やがて俯うつむいていた花菜の顔が上うわ向むく。

　匡一郎と高遠は、一瞬言葉を失った。

　匡一郎は、その容貌が遠い過去見まみえた女め神がみとあまりに酷こく似じしているゆえに。

　高遠は、その姿が賀か茂も邸ていで一度だけ見た、白い妖あやかしとよく似ていたために。

　──……千ち生お、音ね？

『花菜は【贄】』

　その時匡一郎の脳のう裏りに過よぎったのは、猿鬼の言葉。

　猿えん鬼きは、花菜は千生音の器うつわとなるため、生を受けたのだと言った。

　人として生を全まつとうしたいという、千生音の望みのために。

　噓うそか真まことか、匡一郎にとってはどちらでも構わなかった。

　誰であろうと、花菜を渡すつもりはほんの針はりの先ほどもないからだ。

　だがいざ花菜の変貌を目まの当あたりにした匡一郎は一瞬、自分を失った。

「アアァァァァ──ッ！」

　花菜のものとは思えない声が、喉のどから逬ほとばしった。

　身を支ささえる男たちの腕を振り払うと、完全に正しよう気きを失った真紅の瞳で、彼女はふたりを交互に睨にらみ据すえた。

　その荒々しい力、姿。それは匡一郎に、忘れられない苦い過去を思い出させる。

　──冠かむ威いを失い、千生音は和にぎ御み魂たまから荒あら御み魂たまへと変貌した。その瞬間の面おも立だちにそっくりだ。

　正気を失った千生音の力は凄すさまじかった。

　己おのれを含む十二の神々へ向け放たれた神力は、一帯を焼け野原にした。

「龍王へと向かえ。──【烈破】！」

　地を這はうような低い声が、その場に響いた。

　ハッと我に返った刹那、花菜の篆てん書しよの術が己に向かって繰り出された。
















「……っ！」

　避けるほどの余裕はなく、匡一郎は攻撃を太刀で受け止めた。だがその力は強大で、術と太刀がぶつかった途端、匡一郎は後方へと吹き飛ばされてしまった。

　飛ばされたのは匡一郎ばかりではない。傍近くにいた高遠は、術のあおりで背中から倒れこむ。

　匡一郎はすぐさま態勢を整え、太刀を構えた。

　額ひたいの紅あかい印しるし、そして紅い瞳。

　一瞬千生音が降こう臨りんしたのかと思ったが、違う。これは猿鬼の呪しゆだ。

「……花菜」

　いったいいくつ呪をかけられているのだろうか。猿鬼はどれほどに、花菜を苦しめれば気が済むのか。

　匡一郎の胸に、強い怒りが沸き上がる。

「花菜」

　変貌した姿に狼狽うろたえたのは、ほんの一時だ。

　匡一郎は花菜に向けて駆けだした。

「龍王へと向かえ。──【烈炎】！」

　普段の花菜では及ばぬほどに、炎は大きかった。それは呪をかけられているからか、或あるいはいつも花菜は、術を出す時無意識のうちに力を抑えこんでいたのだろうか。

　広い庭全体を明るく照らすほどの炎が、匡一郎を襲う。

「花菜へと向かえ。──【水破】！」

　匡一郎もまた篆書の術で炎の攻撃を迎えた。

　炎と水が空中でぶつかり、耳をつんざく轟ごう音おんが一帯に響き渡った。

　術の力は、完かん璧ぺきに互角だった。

　──呪をかけられているから、だけなのか？　本当に千生音は降りてきていないのか？

　匡一郎は迷いながらも、花菜に接近する。

「花菜を捕らえろ。──【縛ばく】！」

　次々と繰り出される術を避けながら、匡一郎は花菜に縛をかけた。

　一瞬棒立ちになった花菜は、だが無む造ぞう作さに見えない縛いましめを引きちぎってしまう。

　それでも、わずかに隙を見せた花菜を、匡一郎は逃のがさなかった。

　太刀を投げ捨て、花菜を両腕で強く抱き竦すくめる。

「ウ、……ッ、ウゥ──っ！」

　まるで獣のような呻うめき声をあげながら、花菜は匡一郎の腕の中で身み悶もだえる。

「花菜。──花菜」

　匡一郎の声も聞こえないのだろう、花菜は腕を振り払おうともがき暴あばれた。

「う、……は、な……せ……っ」

　途と切ぎれ途切れの声は、匡一郎を拒絶する。

　荒御魂の千生音に酷こく似じした花菜を見る匡一郎の心も、数ち千ぢに乱れる。だが決してこの腕は緩ゆるめない。

　カッと真紅の目を見開いたまま、花菜は匡一郎の肩口に嚙かみついた。

「……っ」

　鮮せん烈れつな痛みと共に、じわりと血が滲にじむ。それでも放さずにいると、花菜は肩から首筋へ歯を立ててゆく。

「花菜」

　近く目と目が合う。匡一郎は花菜の唇くちびるを奪った。

「んーっ、んんっ！」

　厭いやがって首を振る花菜を押さえ、なおも唇を押し当てると、ほんのわずかに抵抗がやんだ。

　そしてその時、荒立つ花菜を慰い撫ぶするように、優しい音が響き渡った。

　高遠の龍笛だ。

「……」

　花菜の身から、じわりと力が抜けてゆく。

　最初に変化を感じたのは、長い髪ごと背中を搔き抱いた両手だった。

　少しずつ髪が、背せ丈たけが、元に戻ってゆく。

　やがて本来の華きや奢しやな姿へと返った時、匡一郎は塞ふさいでいた唇を離した。

「──き、ょ……いちろう、さ……」

　息も絶たえ絶だえに、花菜は匡一郎を呼ぶ。

　歪み潤うるんだ双眸を見た匡一郎は、再び懐ふところ深く抱きしめた。

　花菜は、今度は抵抗しなかった。弱々しく腕を背中に回すと、そっと衣ころもを握にぎる。

　ふ、と指先から、力が抜けた。

　見れば花菜はぐったりと目を閉じていた。

　眦まなじりに溜たまっていた涙が、ぽろりと零れ落ちる。

「……花菜」

【龍王、今のはなんじゃ。この娘、千生音にそっくりだったではないか……！】

　ちらりと高遠へ目を向ければ、蘇す芳おうと真紅の色違いの目が、花菜を見下ろしていた。

「──千生音」

　高遠はその名を呟つぶやくと、まるで何かを思い出すように眉み間けんに皺しわを寄せる。

【高遠？　どうしたのじゃ】

「……否いや」

　首を振った高遠を、匡一郎は冷めた眼まな差ざしで一時見つめたが、すぐに視線を腕の中の花菜へと移した。

「猿鬼」

　花菜をこれほどに苦しめた獣への怒りで、腸はらわたが煮えくり返る。

　猿鬼も、花菜を奪おうとする人間も、千生音も、皆忌いま々いましい。

　意識を失う花菜を抱きしめながら、匡一郎は苦く頰を歪めた。
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　京処みやこにて罪ざい人にんを収しゆう監かんする場所を、東ひがしの獄ひとや西にしの獄ひとや、と呼ぶ。

　彪ひよう吾ごは東獄に拘こう禁きんされた。その日の東獄は、捕らえられた罪人たちで溢あふれ返っていた。

　獄はいくつも区切られており、中にはたくさんの罪人たちが収監されていた。ところが彪吾が連れて行かれた一番奥の牢ろう内ないには、誰も入っていなかった。

　まずいな、と彪吾は胸の内でごちた。

　矢傷は未だ治ち療りようもせず、放置されている。その傷が、息をするたびにじくじくと痛みを訴うつたえていた。

　──頭が朦もう朧ろうとするのは熱があるからだろうか。

　だが彪吾は、自らの不調をあからさまに表に出すような無ぶ様ざまな真ま似ねは決してしなかった。

「いつもこんなに囚しゆう人じんがいるのか？」

　のんびりとした口く調ちようで問う彪吾を、獄ごく卒そつは、どこか怯おびえた眼まな差ざしで見下ろしてきた。

　投獄された荒あらくれ者を相手にする検け非び異い使し庁の下げ司すたちは、自身もまた気き性しようが荒く、屈くつ強きような者が多い。

　杖じようと呼ばれる鞭むちを持ち、拘禁された者たちを大層怖こわがらせる彼らも、相手が物ものの怪けともなれば及び腰になるようだ。白い妖あやかしの仲間と誤解しているからだろう、彪吾が得え体たいの知れない術を操るのではと恐れているのかもしれない。

　獄牢はぼそぼそと聞き取りづらい声で話し始めた。

「昨夜中ちゆう納な言ごん賀か茂も利とし嗣つぐさまの邸やしきに押し入った賊ぞくだ。総勢三十人にも及ぶ者たちをすべて牢にぶちこんだ」

「中納言賀茂利嗣」

　花はな菜なを捕らえていた男、その邸ではないか。

　──賊。……花菜は無事だろうか。

「白い妖とは神しん出しゆつ鬼き没ぼつであるのだな。おまえと共にいたという報告もあれば、その時には中納言さまの邸にいたという者もいる」

　獄牢はひどく気味悪そうに肩を竦すくめながら、彪吾を突き飛ばすように牢へと入れ、その場から立ち去った。

　ひとりきりになった途端、彪吾はくずおれるようにして膝ひざを地につけた。

　男に見つからないよう、暗くら闇やみに身を潜ひそめていた王おう虎こが、飛ぶようにやってきた。

【彪吾！】

「……ああ」

　猫ねこに変へん化げした王虎が身を擦すり寄せてくる。

【彪吾？　おい、どうしたんだよ……!?】

「櫟あららぎ、怪け我がは」

　己おのれが紅くれないの呪しゆに囚とらわれた折、おまえを傷つけてしまったのではないか、と低く問うと、

【俺さまのことはどーでもいいだろうがっ！　うわ、すげえ熱ぃっ！】

　前まえ肢あしをぴたりと額ひたいに押しつけてくる王虎を邪じや険けんに払い、彪吾はごろりと牢の中に転がった。

【彪吾、こんなとことっとと出ようぜ】

　王虎は急せかすが、彪吾の方はといえば、ぐったりと目を閉じたまま、微び動どうだにしない。

【彪吾、何してんだよ】

「櫟、わたしはしばらくこの場に留とどまろうと思う」

【はあっ？　なんで!?　ていうか早く傷を薬くす師しに見せねえと、左手が使いモンにならなくなるかもしれねえぞ……！】

「そこまでひどい傷ではない」

【噓うそつけ！　血が止まってねえじゃねーか】

　王虎は牙きばで衣ころもを引っかけると下ろし、患かん部ぶを露あらわにした。

　無理に矢じりを抜いたせいか、傷口は無む残ざんな有あり様さまだった。

「毒矢でなかっただけよかったというものだろう。それより櫟、おまえはここを出て、匡きよう一いち郎ろうと合流しなさい。そしてもし匡一郎がまだ花菜と再会していないのならば、共に捜すように」

　彪吾の言葉に、王虎はぽかんと目を丸くした。

【……そりゃあ本気で言ってンのか？】

「こんな時に冗じよう談だんなど言わぬ」

【冗談じゃねえっ！　誰が行くかよっ！】

「だから冗談ではないと言っているだろう」

　何を聞いているのだとため息をつきつつそう言うと、王虎はギリギリと歯は軋ぎしりした。

【俺さまがッ、手て負おいの彪吾を置いていくわけがねえだろうがあっ！】

「……うるさい。傷に障さわる」

　王虎はうっと言葉をのんだが、すぐに心配そうに彪吾の目を覗のぞきこんできた。

【平気かよ】

「おまえがここにいたとて、わたしの傷が治るわけではない。つまりおまえにできることは何もない。役に立とうという気持ちがあるのなら、わたしの一番の望みを叶かなえなさい」

【……】

　王虎はうう、と低く唸うなった。

　彪吾の命は王虎にとって重い。できることなら従いたいと思っているはずだ。だがその意に添うためには、彪吾の傍かたわらから離れなければならない。

　それが王虎の懊おう悩のうを誘うのだろう。

　彪吾が獄にいようと考えたのは、このまま己が匡一郎と合流しても足あし手で纏まといにしかならないことが分かっているからだ。そして獄から逃げ出せば、当然検非異使庁の者たちが大たい挙きよして追ってくるだろう。

　もし花菜と匡一郎が再会していなかったら、その探索の妨さまたげになる。同時にふたりが幸いにも再会していたとして、そこに己が行ったら、『白い妖』と誤解されている花菜をも危地に陥おとしいれてしまう。

　もちろん普通の人間に、彪吾はもちろん匡一郎も後れを取ることはないだろう。

　だが花菜が背負う危険は、少しでも軽くしておきたかった。

　──今の自分の状態では、匡一郎と行動しない方がいい。

　その結論から、この獄にいることを決めたのだ。

　まずは体力の温存を図はかろうと、彪吾は静かに目を閉じた。

　王虎はといえば、未だにどうすべきか悩んでいるようだ。

　うろうろしてうるさい。

　しばらくそうやって横になっていた時、足音が近づいてきた。彪吾は軽く頭かぶりを振りながら起き上がった。

　やってきたのは彪吾を獄に入れた獄卒だったが、ひとりではなかった。

「入れ」

　獄卒は新しい罪人を連れてきていた。その顔を見るなり、彪吾は軽く目を瞠みはる。

「尊たか平ひら？」

「か、神かみ結むすびさまぁ～～～～ッ！」

　牢に入れられるなり、尊平は顔をくしゃくしゃにして彪吾にしがみつこうとした──ところを、以前のように王虎の爪つめで容よう赦しやなく引っ搔かれてしまう。

「うう……っ！」

　痛いぃ、と顔を覆おおう尊平だったが、すぐに彪吾の前に膝ひざを折った。

「ご無事で何よりです。はっ、ご無事ではないではありませぬか……！」

　血の滲にじんだ彪吾の衣ころもを見た尊平は、途端に泣きそうな顔をし、おろおろと手を振り回した。

「落ち着きなさい、尊平。大事無い」

「大事無いわけないじゃないですか。しょ、少々失礼いたします」

　尊平は彪吾の負ふ傷しように顔を寄せ、慎重に検分する。

「ひどい傷ではありませぬか……」

　そう言って自分の方こそが痛そうな顔をしながら、尊平は袂たもとから何やら取り出した。

「なんだい、それは」

「薬です。神結さまが普通の状態で検非異使などに捕らえられるはずがないと、匡一郎さんが言って。ですので、もしかしたらと思い、いくつか薬をお持ちしました」

　尊平にしては用意周到だなと彪吾は感心した。

「この飲み薬は熱によく効きます。そしてこちらの塗ぬり薬は血止めです。……傷口を清めるための水と酒が欲しいところですが」

【取ってきてやる】

　と、王虎がそう言うと、はい？　と尊平は周囲をきょろきょろ見回した。

「はて、何やら声が聞こえませんでしたか？」

　薄気味悪そうに呟つぶやく尊平へ、気にするなと彪吾はひと言告げた。

　ほどなく王虎は水の入った竹筒を引きずってきた。

【酒はこン中にはねえようだ。どうしても必要ってなら外に行ってくるが】

「──ッ!!」

　尊平の双そう眸ぼうが、転げ落ちそうなほど見開かれた。

「か、か、神結さまッ!!?　ね、ね、こ……しゃべ……っ!?」

　魚のように口をパクパクさせながら王虎を指差す尊平に、彪吾はさらりと告げた。

「これはわたしの手足のようなものだ。怯おびえる必要はない」

「手足……。あっ、も、もしや陰おん陽みよう師じでいうところの、式しき神がみのようなものですか？　そうなのですね？」

「そんな大層なものではないのだが」

　だが尊平は、彪吾の言葉をろくに聞いていない。

　猫が喋しやべるというあり得ない現うつつにどうにか折り合いをつけようとしたのか、それで無理やり納得したようだった。

「そ、そうですか。さすがは神結さま。そういえばこの猫の式神、神結島にいた頃からずっと神結さまのお傍そばに侍はべっておりましたね。このような式神をお持ちでいらっしゃるとは……！」

【早く彪吾の傷を治せ】

　王虎が急せかすと、薬師を目指す若者は我に返り、彪吾の傷口を水で洗い、丁てい寧ねいに薬を塗った。

「ところでなにゆえおまえまで獄に入れられたのだ」

　彪吾の問いに、慎しん重ちように治療をしていた尊平はハッと顔を上げ、今まであったことをものすごい勢いで語り始めた。

　その中で、花菜が無事見つかったこと、今は匡一郎といることを聞いた彪吾は、まずは安あん堵どした。

「丹たん羽ばさまからの文ふみを検非異使別べつ当とうへお渡しするつもりでしたのに、白い妖の仲間だと言いがかりをつけられてしまいました！　いったいどういうことなのでしょう。ろくな詮せん議ぎもせず、また書状も読まずに善良な者を獄へと放りこむなんて考えられませぬ」

「それは災さい難なんだったな」

「神結さまも同じでございましょう」

「櫟あららぎ」

　彪吾はふと顔を上げ、隣で真剣に手当ての様子を見ていた猫に目を向けた。

【なんだ？】

「おまえはまだゆかないのか？」

【…………。さっきも言っただろうが。彪吾の傍を離れねえって】

　ぷい、とそっぽを向く王虎に、だが彪吾の獣を呼ぶ声は冷ひややかだった。

「櫟」

　王虎はそれでも抵抗したが、三度目に名を呼ばれた時、低く唸うなりながらも顔を上げた。

「行ってきなさい」

　駄だ目め押おしの命令に、王虎はふてくされたように分かったよとうなずいた。

【おいてめえ、ぜってえ彪吾の傷を治せよ。もし治せなかったら頭っから喰くっちまうからな】

　無駄に尊平を脅おどす王虎にため息をつきながらも、彪吾は匡一郎たちへのことづてを口にした。

　王虎の背中が、ひどく不服そうだ。

「い……いってらっしゃい」

　尊平の見送る声に、王虎は余計に怒ど気きを募らせながらも、獄から出て行った。
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　決して寝ね心地ごこちがいいとはいえない獄ごくの中だというのに、彪ひよう吾ごの目の前で尊たか平ひらはすやすやと眠りに就ついていた。

　臆おく病びような気質であると思っていたが、案外図ず太ぶといところもあるようだ。

　牢ろうの隅すみで丸くなる尊平を見ながら、彪吾はひっそりと笑えみを零こぼした。

　尊平から与えられた熱冷さましの薬が効いたのか、頭痛はずいぶんと和やわらいだ。肩の傷はまだずきずきと痛むが、それでも先刻に比べれば楽なものだ。

　刻ときは、亥いの刻こくを過ぎた頃だろうか。

　点ともされた火が頼りなく揺ゆれ、一時、すう、と消えそうに炎ほのおが小さくなる。

　ふと何者かの気け配はいを感じた彪吾は、耳を澄すまし、目を細めた。

「──猿えん鬼き、か」

　対たい峙じしたのは一度きりだが、その気配を覚えた彪吾の口から、獣けものの名が静かに零こぼれ落ちた。

「鋭するどいな、さすがは白髪の御み子こだ」

　まるで妖あやかしのように、あるいは炎のようにゆらりと揺れた存在が、牢の前に立っていた。

　闇やみに溶けてしまいそうな黒々とした髪は長く、小さな炎の灯あかりを受けてか、大きな瞳は橙だいだい色に染まっていた。

「櫟あららぎはいないのか。まああの者がいない方が静かでいい」

　ふふ、と唇くちびるを歪ゆがめた猿鬼の姿が、一瞬消え、そして次の瞬間には牢の中に入っていた。

「……」

「ふむ、花はな菜なもそうだが、おまえも千ち生お音ねと冠かむ威い、そのどちらにも似ていないね」

　ちょっと期待外はずれだなと呟つぶやく猿鬼に、彪吾は油ゆ断だんなく間合いを取った。面おもてには緊きん張ちようを出さずにいたが、猿鬼には知られているようだ。ふ、と目を細めた。

「まあそう構えるな。このような狭い処ところでやり合おうとは思わぬよ」

「ではなにゆえここまで足を運んだ？」

「昨夜はほとんど話もできなかったからな。此こ度たびの御子はどんな性質をしているのか見に来たのだよ」

　もちろん彪吾は、そんな戯ざれ言ごとを信じるつもりはなかった。だがそこはこれまでさまざまな経験を積んできた彪吾だ。落ち着いた眼差しで、猿鬼を見み据すえた。

「ではせっかく顔を合わせたのだから、いろいろと聞かせてもらおうか」

　彪吾の言葉に、猿鬼は軽く目を瞠みはり、すぐにさもおかしげに笑いだした。

「ああ、いいぞ。教えてやろう」

「ひとつ、おまえは輪から外れているのか。ふたつ、紅あかい珠たまとはなんだ。みっつ、おまえは何を考えて花菜をかどわかした。──花菜に関して、何か知っていることがあるのか」

　猿鬼はほとんど表情を変えず、彪吾の言葉を聞いていた。だが最後の問いにだけは、おどけるように目をくるりと動かした。

「おまえの言うとおり、我は輪から外れている」

　やはり、と彪吾は息をついた。

　だから彪吾が十五の折、猿鬼は神かみ結むすび島じまにやってこなかったのだ。

「紅い珠はなあ、実はふたつある。千珠が持つものと、あとはここに」

　猿鬼は己の額──今は見えていない、第三の目を指差した。

　もしや、と彪吾の胸に、厭いやな予感が沸わき上がった。

「紅い珠は白髪の御子の目だよ。力は歴代の御子の中で一、二位を争うほど強く、我らに打ち勝ったというのに、他た愛あいない事故であっさり死んでしまった御子の両の目をくり抜いて我のものにしたのだ」

　戦いに勝った御子に対して悪あく辣らつなことをする、と彪吾は不快感に顔を歪める。

「名」

「うん？」

「おまえには名がもうひとつあるそうだな。百さ々さ羅らというそうだが、どこかで聞いたことのある名だ」

　その言葉を聞くなり、これまで絶たえず笑みを浮かべていた猿鬼が、ほんのわずかに真顔になった。

「ささら。──確か二代前の御子の幼よう名みようが、百さ々さ良ら王おうだったはずだ」

　神結神社に伝わる古こ文もん書じよには、白髪の御子のことを書いたものが残っている。千年以上もの昔に関しては、記述が曖あい昧まいな部分もあるが、二代ほど前の御子ならば、ある程度のことは分かっていた。

「負ふの言こと霊だまの輪から外れるには、十二の身体からだを集め終えること。ただそれだけだと思っていたが、あるいは元々の真ま名な以外の名も必要になるのではないか」

　思い返せば、王おう虎こも匡きよう一いち郎ろうも、高たか遠とおに憑つく兎う執しつも、すべてふたつの名を持っている。

　全員千生音と冠威の血に連なる者たちから与えられた名だ。

　もし、猿鬼に『百々羅』という名をつけたのが、二代前の白髪の御子だったとしたら──。

　猿鬼の唇が、ゆっくりと引き上げられた。

　冷酷な笑みを浮かべる獣を、彪吾は真まっ直すぐ見つめた。

「勘かんが鋭いな、彪吾は。さすがは獣の一匹を輪から外し、もう一匹を人のように育てた御子だ」

「──」

　猿鬼がやけにゆっくりと瞬まばたきした。

　瞳が橙から真紅へと色変わりする。そして隠されていた第三の目もまた姿を現した。

　すると、それまで静かに眠っていた尊平が、突然低く呻うめきだした。

「……っ!?」

　ハッと尊平に目を向けた刹せつ那な、彼の額にじわりと紅の色が広がった。

　──呪しゆか……！

「アァァァァ──ッ！」

　普段とは比べものにならないほどの素早さで尊平は起き上がると、彪吾に向けて両手を伸ばしてきた。

「外谷尊平を縛しばれ。──【縛】」

　凜とした声が、獄の中に響き渡る。

　採とり物ものがない代わりに、彪吾はピンと伸ばした指先を尊平に向けた。その指先から放たれた縛の術は過あやまたず尊平を縛りつける。

「ウ、ウウ──ッ！」

　縛に捕らわれているのに、むやみやたらに暴れ回るから、尊平は勢いよく地に転がってしまった。そうなってもなお身を捩よじり、獣のように咆ほう哮こうをしながら彪吾を見上げてくる。

「呪を解け」

「ふふ、せっかく呪をかけたのに、解いてやるうつけがどこにいる」

　言っても埒らちがあかないのならば。

「猿鬼へと向かえ。──【烈刃】」

　彪吾は負ふ傷しようをものともせず、素早く小しよう篆てん文字を空に描えがき、鋭い空刃を猿鬼へと差し向けた。だが猿鬼はその術を掌で受け止め、軽々と握り潰す。そして宙に浮かぶと、彪吾を上から見下ろしてきた。

「呪の解き方を教えてやろう」

　猿鬼は、にぃ、と笑う。

「ひとーつ、我が【解】と唱える。ふたーつ、呪をかけられた本人の意志が我の力を凌りよう駕がする。そしてみーっつ、白髪の御子である、おまえもしくは花菜の『何か』があれば、たやすく元通り」

　まるで舞うようにくるくると身を回転させつつ、猿鬼は告げた。

　揶や揄ゆしているのかと、些いささか腹立たしく思いながら、彪吾は再び篆書の術を繰り出した。

「猿鬼へと向かえ。──【烈炎】」

　篆書の炎が、獄を赤々と照らす。猿鬼に向かって一直線に炎が飛んでゆくが、この攻撃もまた軽く払われてしまった。

「ふっ、ずいぶんと加減しているようだが、小こ手て調しらべというところか？　思う存分力を出してみろ」

　猿鬼の紅い目が輝き度どを増し、光を放った。すると、

「ウ、ウ、ウゥ──ッ！」

　猿鬼の目が煌きらめけば煌くほど、尊平は獣のような声をあげる。

　呪がますます尊平をがんじがらめにしていくようだ。彪吾は苦しむ彼へ、ちらりと目をやった。

「外谷尊平を眠りへと誘いざなえ。──【睡波】」

　彪吾の指先から、やわらかな波は動どうが尊平へ向けて放たれる。すると途と端たんに尊平はガクンと身を震ふるわせ、強制的に眠りへと落とされた。

「おまえ、そして中納言賀茂利とし嗣つぐは、いったい何を考えているのだ」

　宙に浮かぶ猿鬼は、いっそ優やさしい眼差しで、彪吾を見下ろした。

「賀茂は愉たのしいことが大好きなんだよ。あやつはいつも退たい屈くつしている。だからそれを紛まぎらわせようとしているだけだ。我とは目的の途中は一緒だが、根本と望む結末が違う。我はあれに、ほんの少し手を貸してやっただけのこと」

「……おまえが望む結末のために、花菜を利用しようとしたのか」

「ああ、そういえばみっつめの問いに答えていなかったな。いいよ、教えてやろう。匡一郎にも言ったことだからな。──花菜はなあ」

　猿鬼の唇が、花菜の生まれてきた意味をさらりと告げる。

「──っ！」

　まさか、と彪吾の顔が苦く歪む。

　だが、──だがそれならば、納得がいく。決して許容できないことだとしても。

「千生音が覚かく醒せいするまで、あともう少しかかるだろう。なあ彪吾、我は花菜を殺すつもりはないよ。殺すどころか、今は生きていてもらわねば困ると考えている」

　今、は。

「おまえが最終的にしたいこと、それは……」

　猿鬼はニィ、と唇を吊り上げて笑った。

「彪吾、匡一郎と共に、おまえの娘を守ってやらなければいけないよ？　大事に大事に、その腕に包みこんで守っておやり」

「猿鬼」

　──このままこの獣を野放しにしていれば、花菜にとって脅きよう威いになる。

　最終的な望みががなんであれ、いずれ花菜を消そうと考えているのだ。

　彪吾は薄く微笑む猿鬼を、透とう徹てつした眼差しで見据えた。

　──ここで滅めつしておかねば。

　ス、と背筋を伸ばし、彪吾は息を整えた。

　右手で小篆文字を流麗に書く。そして静かな声で、言霊を告げた。

「過去の神猿鬼、またの名を百々羅。かの者を滅せ。──【滅光】、【殲せん刃じん】」

　獄内を眩まばゆいほどの光が満たした。

「──ッ！」

　薄笑いを浮かべていた猿鬼が、サッと顔を強こわ張ばらせる。次の瞬間、猿鬼は腰に差した太刀を素早く抜いた。

　彪吾の指先に宿った莫ばく大だいな質量を持つ光が、猿鬼へと真っ直ぐに放たれた──！

　光こう芒ぼうは音を立てながら猿鬼に向かう。

　猿鬼は一刀両断、光を斬り伏せた。

　パァッと光の粒が飛び散り、そこかしこにぶつかった。天井には穴が開き、床はざっくりと快れてしまう。さらに空を切り裂く巨大な刃やいばが猿鬼を襲う。

　避けられなかった猿鬼の腹に、刃はぐさりと突き刺さった。

「──ぐ、……っ！」

　さしもの猿鬼も、低く呻き声をあげた。

　仕留めた、と思ったのは一瞬。彪吾は再び臨戦態勢を取った。

「なかなかの力だ、榊彪吾。だが十三番目の御子と比べればまだまだ、だな」

　腹にはぽっかりと孔あなが開いている。だが猿鬼はうっそりと目を細め、彪吾の目前に未いまだ姿を残していた。

　唇を吊り上げて笑うその表情は、彪吾をして背筋を震わすほど酷こく薄はくなものだった。

　──手加減なしの力でも、まだ逝いかぬか。

　これが、白髪の御子の身体を集め終えた獣の力。

「最後にもうひとつ教えておいてやろう。これまで白い妖が貴族の邸を襲い、紅の印をつけた者は、いったいどれほどの数に上ると思う？」

　何が言いたい、と彪吾の眦まなじりが俄にわかに吊り上がった。

「我がひとたび合図を出せば、額に印のある者らは手もつけられぬほどに暴れ回る。手当たり次第襲いかかり、破壊の限りを尽くすだろう。きっと今頃、京処みやこは大おお賑にぎわいだろうよ」

「……っ！」

「では今宵こよいはこれにて帰るとしようか。【彪吾】、またいずれ見まみえよう」

「待て！」

　手を伸ばしたが、猿鬼は残像のみを残して姿をくらました。

　猿鬼が消えるなり、その場は静せい寂じやくに包まれる。

　いったいあの獣は何をしにここまでやってきたのだろうか。

　ただただ今の状況を面おも白しろおかしく思っているだけかもしれない。

　周囲を引っ搔き回し、そのことで慌てふためく者たちを、あの三つ目で愉しく見物しているような……。

　戯たわむれに与えた答えには、こちらが知りたい重要な事柄は、何ひとつ含まれていない。そして知りたくはなかったことだけを押しつけていった。

　いったい猿鬼は何を企んでいるのか。

　ただひとつ言えること。それは、

「……守ってみせよう。あの賢さかしらな獣からも、賀茂からも。──白き龍の女神からも」

　愛する娘を。

　彪吾はあらためて決意を口にした。










　花はな菜ながかけられた呪しゆゆえに我を失った同夜同刻。

　京処みやこのいくつもの場所で大きな騒動があった。

　額ひたいに呪の印しるしをつけた者たちがいきなり暴れ、周りの人々を散々に痛めつけ、刃にん傷じよう沙ざ汰たを起こしたのだ。

　町は打ち壊され、館やかたには火を放たれ、太た刀ちの犠ぎ牲せいになった者も多々いた。

　それらすべてが白い妖のかけた呪であることを知る者はとても少なく、得え体たいの知れない事態に、京処みやこ人びとたちは皆恐怖を募つのらせた──。
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　花はな菜なは己おのれが匡きよう一いち郎ろうに向けて篆てん書しよの術を放ったことを、すべて覚えていた。

　一度意識を失ったかと思った瞬間、我が身が少しも自由にならないことに気づいた花菜は、それが神降ろしをした時とまるで同じだと感じた。

　なんとか自分の身体を制御しようと、ありったけの力を振り絞っても、まったく言うことを聞いてくれない。

　どうして自分はこんなにも無力なのだ。

　皆に助けてもらうだけで何もできない。それどころか今自分は、心から愛する匡一郎へ、容赦ない力を向けている。

　呪しゆを祓えない。それは今、この場において、途方もない罪なのではないか。

　花菜の心は、小さく小さく萎しぼんでゆく。自らがとてもちっぽけな存在のように思えて……それは当たり前のことなのだけれど、その小ささが、今の花菜には辛かった。

　匡一郎の腕と高たか遠とおの笛の音に、己を取り戻すと同時に、立っていられないほどの脱力感を覚える。

　まるで一日、休みも取らず全力で走ったかのような疲労がどっと押し寄せてきて、花菜の意識は次第に薄れていく。

【この娘、千ち生お音ねにそっくりだったではないか……！】

　気を失う寸前に、兎う執しつの声が耳に響いた。

　──千生音に、そっくり……？

『千生音』。

　白き龍の女神の名が、花菜の脳裏にくっきりと浮かぶ。

　白髪の御み子こと、負ふの言こと霊だまの輪に繫つながれた獣との戦いのきっかけとなった女神。……千生音。

　千生音の冠かむ威いへの想いは痛いほど分かる。もし己の目の前で匡一郎の命が絶たれた時、花菜は自分が誰も憎まない自信はない。

　だがその遺い恨こんゆえに、本来ならばなんの関係もない白髪の御子まで千生音は巻きこんだ。

　花菜は思い出す。歴代の白髪の御子たちの怨えん嗟さの声を。

　匡一郎──龍王への憎しみを口にしていたが、そもそも彼らをこんな戦いに巻きこんだのは女神千生音ではないのか？

　そして夢の中で聞いた、千せん珠じゆ……羊よう魄はくの嘆きと涙。

　花菜を前にしても滅しようとはせず、そして戦いを厭いとう羊魄が、なにゆえ負の言霊の輪に繫がれてしまったのか。

　千年以上にわたり許されぬほどの罪を、羊魄はしでかしたのか？

　千生音の血を引く花菜だが、かの女神に対し、すべてに共感はできない。

　──戦いを終わらせるためには、どうしたらいいの。

　花菜がこの戦いをしのいだとしても、白髪の御子が生まれればまた同じことが起きる。

　十五になった御子は、獣たちに命を狙われるのだ。敗れれば、死。

　そんな理不尽なこと、あるだろうか？

　今まで花菜は獣たちに狙われるがままだった。

　獣が襲ってくるから、己の身を守るために篆書の術を揮ふるった。

　──このままでいいの？

　よくない、決して。

　──わたくしを、助けて。

　羊魄の震える声。

　助けられるのだろうか。己おのが命を守るだけで精いっぱいの自分が。弱くて、小さな自分が。

　だが小さく萎んでいってしまいそうになる思いを花菜は振り切った。

　否いな、羊魄を救うことだけが目的ではない。

　戦いを終わらせる。

　それは初めて花菜が、獣との戦いを受身ではなく前向きに捉えた瞬間だった。










　目覚めた時、まだ夜は明けていなかった。だが昨日と同じように、花はな菜なの左手は匡きよう一いち郎ろうに握られていた。それはとても嬉しいはずなのに、昨夜己おのれがしでかしたことをはっきりと覚えている花菜は、罪悪感でいっぱいになる。

　匡一郎は花菜の枕元に腰を下ろし、御み簾す越ごしに外をじっと見つめていた。

　横顔にはうっすらと疲労が刷はかれていた。

　きっと一睡もしていないのだろう。

　声をかけたいのに、言葉が出てこない。匡一郎が自分を見た時、いったいどんな顔をするのかと想像したら、怖くてみしりと心が軋んだ。

　呪しゆをかけられていたとはいえ、匡一郎に手加減なしの篆てん書しよの術を放った。

　その身を損なうことはなかったけれど、花菜は己の行為を許せなかった。

　考えあぐねていた花菜だったが、密ひそやかに息をついた時、匡一郎の眼差しが動いた。

　視線が合うと、匡一郎はやわらかく目を細め、いつもと少しも変わらない笑顔を見せてくれた。

「起きたか」

「……はい」

　何もなかったかのような匡一郎の微笑が、余計に悲しかった。

　挨拶はしたものの視線を外はずして目を伏せる花菜に、匡一郎も何かを感じたはずだ。だが言葉をかけずに、空いている方の掌てのひらを花菜の額に乗せた。

「熱は下がったようだな」

　よかった、と穏やかな声の匡一郎に誘われて、逸らした目をそっと上向けた。

　身を起こすと、まだ少しだるさは残っているが、もう十分普段どおりに動けるくらいまで回復していた。

　花菜はその場に正座すると、匡一郎に向け深く頭を下げた。

「昨夜は本当にすみませんでした」

「何を謝っている？」

「呪にかけられていたとはいえ、匡一郎さまに攻撃をするなど、……本当に、わたしは……」

「覚えていたのか」

　匡一郎の声が、苦く歪ゆがむ。

　はい、と言う声が、微かに震えた。

「花菜、顔を上げなさい」

　そう言われても、なかなか上げられなかった。そんな花菜の前で、匡一郎はふう、と大きなため息をつく。

　──やはり怒っているのだわ。

　身を竦すくめる花菜だったが、それは完全な思い違いだった。

　いきなり腰を摑まれたかと思うと匡一郎が立ち、そのまま勢いよく抱き上げられてしまったのだ。

　まるで赤や児やを空に向けて高く掲げるようなことをされて、花菜は目を白黒させた。

「きゃ……っ、き、匡一郎さま！」

「俯うつむいていては顔が見えないだろう？　おまえのつむじばかり眺めているのはつまらない」

「匡一郎さまっ、お、下ろしてください」

　軽々と花菜を抱き上げる両腕はいっぱいに伸ばされているから、視界が完全に匡一郎より上だ。

　自分の方が匡一郎を見下ろすという、とても珍しい状態に、花菜は落ち着きなく瞬まばたきを繰り返した。

　匡一郎はふっと笑い、花菜を抱きしめた。だが足先は板敷につくことはなく、匡一郎はそのまま外に出てしまった。

「匡一郎さま、何を……」

「散歩にゆこう」

　匡一郎はそう言って悪いた戯ずらっぽく笑みを零すと、そのままふわり、と。

「あっ」

　声をあげた時には、花菜の身体は匡一郎と共に宙に浮かんでいた。

「き、匡一郎さま……！」

　匡一郎は構わず、そのままぐんぐんと上昇してゆく。

　先日の猿えん鬼きとの戦いの折、匡一郎が人ひと形がたのまま空を飛ぶことができることを花菜は知ったが、突然のことに、その身はきゅっと竦む。

　下を見れば目が眩くらみそうだった。

　花菜は匡一郎にぎゅっとしがみついてしまう。

「おまえが謝らなければならないことは、何もない」

「……ですが」

「それを言うなら、先年の秋、負の言こと霊だまの輪に結び直された俺がおまえにしたことを、あらためて詫びなければなるまい」

「あ……」

　蛇じや巳みの太刀に貫つらぬかれ、一度外れたはずの負の言霊の輪に再び繫がれてしまった時、花菜は匡一郎から手加減なしの攻撃を受けた。

「おまえは悪くない。だから花菜」

　そんなしょげた顔ではなく、笑ってくれ。

　匡一郎の優しい声に、花菜は少しだけ唇くちびるを嚙みしめたが、やがてぎこちなく微笑んだ。

　その時うっかり下を見てしまった花菜は、再び匡一郎に縋すがりついた。

「き、匡一郎さま。高いです……」

「下ではなく上を見ろ」

「は……、う、上、ですか？」

　恐る恐る視線を上に向けた途端、花菜は大きく目を見開いた。

　数えきれないほどの数の星が、きらきら瞬いていた。

　それは地に足をつけて見る星より一層美しく感じられた。そのあまりの美しさに声も出ない。

　有あり明あけの空を覆い尽くさんばかりの星の群れに、花菜は見入る。

「綺麗……」

　見渡す限り続く空を、そして冷涼たる星々の瞬きを見ていると、胸にわだかまる気き鬱うつがどこかへ飛んでいくかのようだった。

「星に手が届きそう」

　匡一郎の肩に縋っていた手の片方を、空へと伸ばした。と、ぐらりと揺れた花菜を、匡一郎はすぐに支えた。

「ご、ごめんなさい……！」

「否いや」

　匡一郎は笑うと、空を飛ぶ速度を上げた。

「きゃ……っ」

　慌てて匡一郎にしがみつく。

　驚きは一瞬だった。心地よい風と匡一郎の髪が花菜の頰をくすぐるから、思わず笑みが零れる。

「すごい！」

　夜明け前の一番暗い刻限だ。天の月と綺き羅ら星ぼしが、花菜の目に美しく映った。

　翻ひるがえって、今度は地上へと目を向ける。

　暗いからどれほどの高度を飛んでいるのか分からないが、爪の先ほどの大きさの篝かがり火びがあちこちに見えるから、相当なのだろう。

　けれどもう、怖いとは思わなかった。

　怖くなどない。匡一郎がこんなにも近くに……傍そばに、いてくれるのだから、怖く思うことなど何もない。

　己はこんなにも小さいけれど、それでも自分にしかできないことがきっとあるはずだ。

　行動せずにできるだろうかとか難しいとか言ってためらうよりも、何かを始めてから悩めばいい。

　やらなければならないこと、それは。

　まずは猿鬼にかけられた呪を解くこと。そして──千生音との対話。これから生まれてくる白髪の御子が、獣と戦うことがなくなるように。

　女神は己の言葉を聞いてくれるだろうか。

　神降ろしをした時、対話ができたことは一度もない。けれど。

　──まずはやってみなければ。

「少しは気が晴れたか」

　穏やかな声で問われた花菜は、あ、と小さく呟いた。

　花菜があまりにも落ちこんでいたから、空の散歩へと連れてきてくれたのだろう。

　細い月と星たちの明かりの下、匡一郎の容貌は普段と少し違って見えた。人形のまま空を飛ぶ時、龍の性しようをわずかに解放するからだろう。

　だがどれほど変わっても、たとえ龍形を取ったとしても、匡一郎が匡一郎であることに違いはない。いつだって花菜に親愛と安堵、そして熱い想いを抱かせてくれる。

　風に煽あおられて乱れる匡一郎の髪を、花菜の指がそっと梳すいた。サラサラとしなやかに零れる感触を、ずっと味わっていたかった。

　目を細めた匡一郎の面おもてがゆっくりと近づいてきて、花菜の唇に触れた。

　何度重ね合わせても、口づけを受ける瞬間、花菜の身と心は震える。

　最初は驚いたり焦ったり、嬉うれしいと思うより羞しゆう恥ちを感じる方が多かった。けれど今は離れる瞬間を名残なごり惜おしいとすら思うようになった。

　もっと触れていたい、と。

　やわらかく下唇を嚙まれ、そっと口を開ける。すると匡一郎はさらに深く唇を結び合わせた。

　一昨日初めて知った深い口づけは、花菜の身の内にポゥ、と熱を灯らせる。

「匡一郎、さま……」

　呼ぶ声も見つめる眼差しも潤うるんで、とろりと溶けそうなほどだ。

「もう兄さまとは呼ばないのか？」

　匡一郎の瞳もまた常以上に甘い。花菜は急に恥ずかしくなって、額を匡一郎の肩に押しつけ顔を隠した。

　匡一郎に再会して以来、花菜は一度も『兄さま』と呼んでいない。意識してのことではない。ただ、

　──もう、兄さまとは呼べない……。

　兄妹として育った十年間は、花菜にとって大切な宝だ。けれどこの先、花菜はずっと匡一郎と共に在りたいと思う。それは妹としてではなく、ひとりの女によ性しようとして。

　だから。

「……呼びません」

　花菜はそう言うと、匡一郎の肩にそっとしがみついた。

「この戦いが終わって、みんなで神かみ結むすび島じまに戻ったら……」

　わたしを匡一郎さまの妻にしてくださいますか？

　消え入りそうな声でそう言った花菜を抱く匡一郎の腕に、痛いほどの力が込められた。

　匡一郎からの返事は、囁ささやきに触れた耳が蕩とろけそうなほど甘やかなものだった。
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【なんだよ、空を飛んでたのか。てめえらはのんきなもんだな】

　朝日が昇る直前に空の散歩から戻ってきた花はな菜なたちは、母も屋やに入るなり不機嫌な声に出迎えられた。

　室へやの中にいたのは、白地に黒毛交じりの猫──王おう虎こだ。

「王虎！」

　王虎を見るなり、花菜の胸にパッと歓かん喜きが広がる。いつも触れようとしては邪じや険けんにされることも忘れて、花菜は猫姿の王虎へと手を伸ばし、ぎゅっと抱きしめた。

【うおぅっ、何しやがる！】

　離せと王虎は四し肢しを振り回し、そのたびに爪が軽く衣ころもや肌を引っ搔くが、痛みより再会できた喜びの方が勝まさった。

「無事だったのね、よかった……！」

【てめえに心配されるほど落ちぶれちゃいねえんだよっ。つか離せっつってるだろうが！】

「父上は何いず処こへ？」

　花菜の腕から猫を引き離し、ポンと板の間に放った匡きよう一いち郎ろうは、目を眇すがめて王虎を見下ろす。

「そうだわ。父上は……」

　王虎がいるのならその傍かたわらには彪ひよう吾ごも共にあるものと、花菜も匡一郎も当然のように考えていた。だが王虎は鬚ひげを震わせながら、ぷいとそっぽを向いた。

【彪吾はまだ獄ひとやの中だ】

「父上を置いてきたのか」

　匡一郎の低い声での問いに、花菜も信じられないように王虎を見つめる。

　王虎が彪吾から離れるなんて考えたこともなかった。だが王虎の方も不本意だったようで、板敷の床を前まえ肢あしで何度も叩いた。

【仕方ねえだろうがっ、彪吾が行けっつったんだから！】

「父上がそうおっしゃったの？」

【そうだよ！　彪吾からのことづてだ。てめえら心して聞け】

　王虎はそう言うと、彪吾の言葉を一いち言ごん半はん句く違たがえずに、口調すら真似てふたりへ伝えた。

【「わたしが獄にいれば、おまえたちもより自由に動けるだろう。逆に脱獄してしまえば、検け非び異い使し庁の者たちの目が厳しくなり、少々面倒だ。まあ矢傷もあることだし、わたしはここでのんびり養生していよう。頼むよ」……ってえことだ】

　彪吾から離れなければならなかったことが不服なのだろう、王虎はぶっきらぼうにそう言い終えた。ひと息つくと王虎は立ち上がり、そのまま室から出て行こうとする。

「王虎、どこへゆくの？」

【神かみ結むすび島じま】

「え？」

【御ご神しん体たいを持ってくるんだよ。あれがねえと、彪吾は人間に遠慮ばっかりするからな】

　人や獣の名を教えてくれる白い珠は、神結神社の御神体だ。確かに御神体があれば、多た勢ぜいに取り囲まれても名を知ることができる。そして名を特定できれば篆てん書しよの術を使えるのだから便利だろう。

「王虎、気をつけて」

　花菜の言葉に、王虎はちらりと目を向けたが何も返さず、ふいと丹たん羽ば邸ていから出て行った。

　後ろ肢を微かに引きずっている。

「王虎、怪け我がをしているのではないの？」

　呼びかけたが王虎は立ち止まらなかった。

「放っておけ。父上以外の言葉をあいつが聞かないことは、おまえも承知しているだろう？」

「それはそうですが……」

「少々の傷くらいでは大だい事じあるまい。それよりも父上が申されていたことだが」

　花菜はすぐさま彪吾からの言葉を思い出す。

「『賀か茂も利とし嗣つぐの思惑を調べるように』でしたね」

　正直言って、花菜はあの男は苦手だった。いつもにこにこ笑いながら、腹の底で何を考えているのかまるで分からない。

　面と向かって、「貴方あなたは何がしたいのか」と問うても、絶対に口を割らないに違いない。

　どう立ち回ればいいだろうか。

「面倒だな。締め上げるか？」

　物ぶつ騒そうなことを言いだす匡一郎を諫いさめつつ、実のところそれが一番簡単な方法のような気がしてしまって、花菜は慌てて内心で駄目駄目と首を振った。

「昨夜迎えが来たのだから、こちらから行っても文句は言われないだろう」

「はい。……ですがあの邸やしきには猿えん鬼きがおります」

　匡一郎は軽く眉を顰ひそめて不快な顔をする。

「……匡一郎、さま？」

「ああ」

　そう言うなり、匡一郎は花菜へと手を伸ばし、ゆるりと抱きしめた。

「匡一郎さま、あの？」

　いきなりどうしたのだろう、と匡一郎を見上げる。彼の顔にはなんの表情も浮かんでおらず、それが逆に匡一郎の怒りを表しているように思えた。

　もしや自分が何か粗そ相そうをしたのだろうかと俄にわかに不安になる。そんな花菜に気づいて、匡一郎はすぐにやわらかな笑みを浮かべた。

「ああ、誰も彼もおまえを手に入れようとか利用しようとか、そんなことを考えているのだと思うと、腸はらわたが煮えくり返って仕方がない。いっそ京処みやこを水に沈めてしまおうかと思ったくらいだ」

　にっこり笑いながら恐ろしいことを言いだす匡一郎に、花菜は顔を引きつらせながら小首を傾げる。

「冗談……です、よね？」

「いいや？」

　本気だよと返されて、花菜は慌てておやめくださいと首を振った。

　悪い人もいるが、善よき人もたくさんいるのだ。この邸の丹羽だって、尊たか平ひらだって。京処みやこを沈めてしまったら、そういう人々も難に遭うのだから。

　花菜が生き真ま面じ目めにそう言い募ると、匡一郎はくすくすと笑いだした。その笑みに、花菜は匡一郎が自分をからかったのだと気づく。

「匡一郎さま！」

「まあおまえがそう言うのならば、最後の手段にしようか」

「最後でもいけません」

　冗談と分かってはいるが、念を押しておく。

「早速今日、賀茂邸にゆこう」

「はい」

　匡一郎と一緒ならば、賀茂も猿鬼も怖くない。

　それにここで厄やつ介かい事ごとを片付けておかなければ、安心して神結島にも帰れない。

　花菜は勢いよくうなずいた。










　朝あさ餉げを終えたあとで、丹たん羽ばの元へと足を運んだが、主あるじは生あい憎にく留守だった。

　弟子である尊たか平ひらが獄ごくに入れられたことに対し、相当怒っていたと匡きよう一いち郎ろうが言っていたから、どこかしかるべき場所へ訴え出ているのかもしれない。

　ふたりは丹羽の妻へと、これから賀か茂も邸ていへ向かう旨告げた。

「賀茂さまは、あなたを捕らえていた張本人なのではないですか。なにゆえそのようなところへわざわざ……」

　北の方はひっそりと眉根を寄せる。

「これ以上ちょっかいを出さないよう、釘を刺しておこうと思って」

　北の方は、大丈夫ですか？　と不安げに首を傾げた。だが揺るがない眼差しに、分かりましたとうなずいてくれた。

「牛ぎつ車しやを用意いたしましょう。白い妖あやかしの噂で持ちきりの今、歩いてゆくには物騒ですし、検け非び異い使しの者たちも見回りを強化しているようですからね」

「ありがとうございます」

「花はな菜なさん、こちらへいらして。お召し物を替えましょう」

「え、……あの、ですが」

「早く早く」

　ふくよかな笑顔を持つ北の方は、花菜を北きたの対たいへと誘いざなった。

　匡一郎が軽くうなずいたから、花菜は戸惑いながらも丹羽の妻についてゆく。

「本当はこんな時でなければ、神かみ結むすび島じまのことを聞きたかったのだけれど」

　簀すの子こ縁べりを歩きながら、北の方は小さくため息をついた。

　そういえば丹羽の妻は、神結島で地じ頭とうを務める外と谷や家と縁続きで、島で生まれ育ったのだと聞いていた。

「十五で京処みやこに来て以来、ほんの数えるほどしか里さと下さがりをしていないの。島は変わっていないかしらと、時々ふと懐かしく思い出すのですよ」

「今年は四年に一度の桜おう春しゆん祭さいがありました。桜はいつもの年より、心なしか多く花をつけていたように思います。千ち生お神かみ山やまが、桜の花色でとても美しく染まりました」

「桜春祭、懐かしいわ……！」

　北の方はその情景を思い浮かべるように、目を細めた。

「尊平殿も申されていたかもしれませんが、神結島に縁ゆかりのある者は、いつでも神結神社に連つらなるお方を……榊さかき家の方々をお守りする心積もりがあります」

「……ありがとうございます」

　その言葉が嬉うれしくて、けれど迷惑をかけてしまうかもしれないと思うと同じくらい申し訳なくて、花菜は深く頭を下げた。

「あなたは、あなたが正しいと思うことを為なしてください。白き龍の女神の血を引くあなたの為すべきことを」

　北の方の声はとても優しかった。

　──わたしの為すべきこと。

　自分にできること。すべきこと。

　力を持たないことをただ嘆くばかりではなく、白髪の御み子ことしてできることがあるはずだ。

「わたくしが髪を結ってあげましょう」

　花菜は生後間もなく神結神社の一の鳥居前に捨てられていた。だから母がどんな人なのか、花菜は知らなかった。

　北の方の言葉は優しく、触れる掌てのひらはとても温かい。見たことのない母の面影を重ねながら、花菜は小さくうなずいた。

　北対の母屋には、優しい色合いの袿うちきや表うわ着ぎが何枚もかけられていた。

　徒か歩ちで行くわけではないが、袿を被かずいて壺つぼ装しよう束ぞくとする。不側の事態が起きて、顔を出すことになっても、頭は袿ですっぽりと覆っているから、白い髪はごまかせるだろう。

　牛車での道すがら、そっと路上に目をやるが、ずいぶんと人が少ないなと思った。そしてその代わりに、検非異使の手先である放ほう免めんらとひんぱんにすれ違う。

　白い妖を捜しているのだろうと察した花菜は、物もの見みからそっと顔を引っこめた。

　半刻ほどの時間をかけて、賀茂邸に到着した。

　東ひがし中ちゆう門もんより中に入り、そのまま東ひがしの対たいへと案内される。

　賀茂邸は一昨日の晩賊が入ったためか、そこかしこに戦いの跡があった。だが思っていたより邸やしきを守る随ずい身じんの姿は少なかった。

　東対の母屋には、先日と少しも変わらない笑みを浮かべた賀茂利嗣が、茵しとねの上に腰を下ろしている。

　賀茂は花菜を見るなり、わざとらしいほど相そう好ごうを崩した。

「やあ、巫み女こ姫ひめ。無事で何よりだ。この邸を賊が襲ったことはもちろん知っているね？　もしその賊らに巫女姫を連れ攫さらわれたらと思ったら、夜も眠れなかったよ」

　そう言う賀茂の頰はとても血色がいい。

　白々しいにもほどがある、と花菜は怒りを通り越して呆れ返った。花菜の隣に座する匡一郎も、同じ心持ちだろう。

　だが睨みつけるふたりの視線を受けても、賀茂は一向に動じなかった。

「昨夜高たか遠とおを迎えにやったのだが、どうやら巫女姫の機嫌を損ねたようだね。主のわたしから詫び……」

「茶番はそれくらいにしてもらおうか」

　匡一郎は賀茂の言葉の途中で、ばっさりと切り捨てた。

「茶番？」

「花菜をかどわかし、猿えん鬼きと手を組み、いったい何を画策している。──事と次第によっては、貴様の命はないと思え」

　匡一郎の声は、これまで花菜が聞いたことがないほど、低いものだった。

　まるで賀茂に太刀を突きつけているかのような鋭い声に、花菜の方がぴくりと背筋を震わせる。

　だが相あい対たいする賀茂は、その程度の脅おどしではびくともしなかった。笑みこそ引っこめたが、まだ双そう眸ぼうには余裕が窺える。

「わたしはねえ、巫女姫。今の京処みやこの状態を嘆かわしく思っているのだよ」

　賀茂はため息を零すと、突然そんなことを言いだした。

「だってそうだろう？　京処みやこはずっとこの國の中心だった。帝を頂きに、我ら公く卿ぎようが玉ぎよく体たいをお支えし、この國を盛り立ててきた。ずっと、──ずうっとだ」

「……」

「だが最近はどうだい。野や蛮ばんな東國の武士らが台頭し、我が者顔で京処みやこを闊かつ歩ぽしている。それだけではない、朝廷を蔑ないがしろにし、数々の無礼な振る舞いをし尽くしてきた。そして我が同はら胞からの中にも、東あずま夷えびすに諂へつらう者たちまで現れたのだから、嘆かわしいことこの上ない。……常々わたしはそう思っていたのだよ」

　賀茂の言葉は、本音を言っているとはとても思えないほど大おお仰ぎようなものだった。

「だからわたしは、身の程知らずの武士も、それにおもねる貴族も、皆まとめてどこかへ行ってしまえばいいと思った」

　そこで賀茂は花菜に視線を向け、にっこりと微笑んだ。

「巫女、そなたはまこと稀け有うな存在だ。貴族にとっても、武士にとっても」

「貴様の邪魔となる存在を、花菜を餌にして釣ろうとした、ということか」

　匡一郎の、胸騒ぎがするほど静かな声こわ音ねでの問いを、賀茂はあっさり首しゆ肯こうした。

「本当に、よもやこんなにもうまくわたしの算段が運ぶとは思わなかったよ」

　賀茂はまるで己の手柄を自慢する童わらわのように、彼が考えた算段……謀はかりごとを話し始めた。

　曰いわく、

　白髪の巫女を邸に招き、宴うたげを催もよおす。賀茂とは考えを異にする──つまり幕ばく府ふに通じている貴族と、京処みやこに住まう武士たちを呼び、白髪の巫女の存在を彼らに印象づける。

　武家はといえば、神結島から白髪の巫女がのこのこ出てきているのだ。これは手に入れる最大の好機なのではないか、と考える。

　一方の公家に対しては、ひっそりと恐ろしいことを囁ささやく。

『白髪の巫女は、もしかしたら貴族のみを襲う、白い妖あやかしなのではないか』

　と。

　毎夜の如ごとく、白い妖は貴族の家に出しゆつ没ぼつしている。明日は我が身かもしれない。ならば、襲われる前に、いっそ白髪の巫女、否いな、白はく妖ようを滅めつしてしまえ──。そんなふうに刷りこんだのだろう。

　かくして花菜をかどわかさんとする武士一団と、その身を滅しようとした貴族の手の者たちが、あの夜、賀茂邸に押し入ったというわけだ。

「我が邸にのこのこ討ち入った賊らは、すべて検非異使に捕らえられた。彼らに命を下した武士や貴族も、ほどなく責めを負うだろう」

　つまり賀茂の意に適かなわぬ者が、ひとまずいなくなったと、そういうことだ。

　そのために花菜を利用した。

　その事実に、花菜は不快な感情を募らせる。

「ありがとう巫女姫。そなたのお陰だよ」

「ふざけるな」

　花菜に代わって匡一郎は、怒りをあらわにした。

　その場から立ち上がると、刀を抜く。そしてその切っ先を賀茂の喉元へ突きつけた。

「今後一切白髪の御子への干渉をやめろ。うなずけばよし、首を横に振れば即刻この場に貴様の頭が転がることになる」

　賀茂はさすがに顔を強こわ張ばらせたが、それも一瞬。

「巫女姫は昨夜、何事か凶事に見舞われたのではないか？」

　ハッと花菜は目を見開いた。

　賀茂が、猿鬼の呪しゆのことを言っているのだと気づいたのだ。

　温和に目を細めた賀茂は、緩く首を傾げる。

「そなたたちは知っているだろうか。実は昨夜亥いの刻こくを過ぎた頃、京処みやこで紅くれないの呪を額に頂いた者たちが、獣のように、あるいは物ものの怪けのように、暴れ回ったことを」

「……紅の呪」

　そう、と賀茂はうなずく。

「今京処みやこに住む者たちは、白い妖のこと、その白い妖に紅の呪をつけられた者たちに大層恐れている」

「それを陰で操っているのは貴方あなたではありませんか……！」

「わたしは何もしていない。呪をかけたのはわたしではないし、京処みやこ人びとを襲ったのもわたしではない。すべて白い妖がしたことだ」

「……ッ！」

　だが、と賀茂はにっこり笑う。

「白い妖、そして百さ々さ羅らの呪はとても強いよ。滅多なことでは解けまい。……巫女姫、そなたがいくら女神の血を引いていたとしても」

　もし、昨夜の自分のような真似を、呪をかけられた人々がしていたら、きっと大勢が難に遭ったことだろう。

「そなたも呪をかけられているね、巫女姫？」

　静かな声は、だがその内に隠しようもない喜き色しよくが滲にじんでいた。

「……」

「そなたが我が邸にいる時、約束をしたね。百々羅がかけた呪を解くように、彼に言ってあげよう、と」

　よもやそんな言葉を、この場において信じるとでも思っているのだろうか。

　以前高遠が、『貴族とはそういうものだ』と言っていたことを思い出す。

　同じ人なのに、花菜は賀茂が本当は何を考え、成じよう就じゆさせたいと願っているのかまるで分からなかった。

「百々羅は今別邸にいるが、戻ってきたらちゃんと話をしてやろう。だからそれまでこの館にいるといいよ」

　そんなことを飄ひよう々ひようと告げる賀茂を睨み据え、花菜は匡一郎同様立ち上がった。

　たとえ賀茂が猿鬼に花菜にかけた呪を祓うよう取りなしても、あの獣がうなずくわけがない。

　だが花菜が返事をする前に、匡一郎が賀茂に突きつけていた太刀を退けた。流れるような仕草でそれを鞘さやに収める。

「……匡一郎さま？」

「分かった。では今しばらくこの邸に逗とう留りゆうしよう」

「匡一郎さま!?」

　仰天する花菜をちらりと見る匡一郎の双眸には、まだ怒りがあった。にも拘わらず、そんな返事をすることに驚いた花菜だったが、すぐさま匡一郎の意図に気づいた。

『賀茂利嗣の思惑を調べるように』という、彪ひよう吾ごの言葉を思い出したのだ。

　今聞かされた賀茂の『算段』には、本音も入っているだろう。だがそれだけではないはずだ。

　どうせ調べるのならば傍そばにいた方がいい。そんなふうに匡一郎は思ったのだと花菜は察した。

「先日まで巫女姫が使っていた母屋を用意しよう」

　匡一郎の返答を受けて、賀茂は朗ろう笑しようした。

「だがその前に」

「うん？」

　匡一郎はス、と背筋を伸ばすと、再度太刀を抜き、切っ先を賀茂へと向けた。

「な……」

「賀茂利嗣を縛れ。──【縛】」

　静かな声音で小しよう篆てんの言こと霊だまを発した匡一郎は、太刀をブン、と振った。

「うっ、う、ぅ……、な、何、を……！」

　首から下に縛をかけられた賀茂は、動こうとして叶わず、その場に勢いよく倒れこんでしまった。

「い、痛い、痛いではないか……っ、闇やみ色いろの龍よ、何をする!?」

「俺の性しようを知っているか。にも拘らず、ずいぶんと言いたい放題やりたい放題だな」

　匡一郎は軽がった賀茂を真上から覗きこんだ。

「こ、これ、何をする。何を……！」

「これは花菜をかどわかし、俺や父上を謀たばかった礼だ。謹つつしんで受け取れ。──もう一度言う。今後決して花菜への干渉は許さない。その約を違たがえた時は、首から下ばかりかその身のすべてを縛にかけてやろう。息すらもできなくなる」

「……」

　賀茂はひくりと喉を鳴らした。

「花菜、おまえがここにいた時の座ざ所しよは何ど処こだ」

「あ、あの、西対です、……が、匡一郎、さま？」

「案内は結構だ。ゆくぞ、花菜」

「ま、待ってくれ。こ、これはいかがする、縛とやらを解け……！」

「力があれば縛は解ける。──俺より強ければな」

　猿鬼の呪は解けないと先刻花菜に告げた物言いに対しての、完全な意い趣しゆ返がえしだった。

「これ、闇色の龍……っ！」

　焦あせる賀茂をあっさりと置いてゆき、匡一郎は花菜の手を引いて東対の母屋から出てしまう。
















「き、匡一郎さま、あの、あれは……」

「一刻ほど放っておけばいい。ほんのちょっとした仕置きだ」

　少し気の毒な気もするが、花菜は思わず小さく首を竦すくめて笑った。

「あの、一刻では長いように思います」

「では半刻程度にしておいてやろう」

　匡一郎は澄ました顔で変へん改かいした。
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　丹たん羽ば邸ていを出た王おう虎こは、早速猫姿から獣けもの形がたへと変へん化げした。

　次の満月までまだ日がある。上空の月は細く、夜の闇は王虎の姿を隠した。

　獣形になるなり、王虎はその身を宙に浮かせた。

　王虎もまた、龍りゆう王おうのように空を駆けることができる。本当は地を疾しつ走そうする方が好きだから、普段は滅多に宙を飛ぶことはない。だが今は、幻影に惑まどわされた彪ひよう吾ごに斬られた肢あしがじくじくと痛むために、走るのは諦めた。

　やがて日輪が昇る。姿を見られることを王虎は気にしないが、それに伴う厄やつ介かい事ごとが面倒で、夜明けと同時に人目につかないほど高く上昇した彼は、神かみ結むすび島じままで空を飛んだ。

　陸地を離れ、海を渡り、やがて神結島が視界に入る。たった数日離れていただけだというのに、島影を見た途端、奇妙なことに懐かしい気持ちになった。

　王虎は戦うこと、危地に身を置くことが大好きだった。だが、たった二十数年間で白髪の御み子こ……彪吾との生活に慣れきってしまったのだろう。

　牙の抜けた獣だと猿えん鬼きは嘲あざ笑わらったが、実際それは本当のことかもしれない。

【まあそれも気に入っているからいいけどよ】

　時折刺激が少なくて物足りなくなることもあるが、人と共に暮らすのは案外愉しかった。

　神結島を見下ろしながら、王虎は真まっ直すぐに神結神社に向かう。二の鳥居を飛び超え、参道に着地した。

　境けい内だいには人っ子ひとりいなかった。

　王虎は獣姿のまま、神殿の奥へと向かう。

　神座に置かれた御ご神しん体たいを見るなり、王虎は異変を知った。御神体が、何かを告げるかのように鈍く明滅しているのだ。

【なんだこりゃあ？】

　まるで珠そのものが生きているかのようだ。この珠がこんなふうに光ったり消えたりするのを見るのは初めてだった。

【……なんかあんのかよ】

　この御み珠たまは、もともと白き龍の女神、千ち生お音ねの持ち物だ。

　龍族は皆、自らの身体と同じ色の珠を持って生まれいずるのだと、遠い過去に聞いたことがある。

　珠がこういう状態であることは、本来の持ち主である千生音に、何かあったのではないか。

　──何が起ころうとしてるんだ？

　王虎の胸に、じわじわと得体の知れない不安が広がってゆく。

　王虎は人ひと形がたになり、しばし御神体を見つめた。伸ばした手が、一度止まる。

　だがこのまま見ているだけでは埒らちがあかないと、御神体を鷲わし摑づかみにした。

　途端、珠自体が王虎を拒絶するかのように、ビリッと震えた。まるで雷に触れたようだ。

「へっ、俺さまが気に入らねえってか？　悪ぃがてめえが厭いやがっても連れていくぜ」

　そのまま彪吾の室へやに向かうと、自分用の着物をつけ、でたらめに帯を締めた。室を出ようとした王虎だったが、ふと思いついて彪吾が普段着ている浄じよう衣えをひと揃え用意した。

「やっぱり彪吾にゃ白いやつの方が似合うしな」

　見よう見真似で、浄衣を畳むと、その辺りにあった風呂敷に包んだ。それから大事な御神体を落とさないようにと、適当な入れ物を探す。ちょうど長い紐のついた巾着状の袋を見つけた王虎は、その中に珠を放りこみ、首から下げた。

　御神体は未だ王虎を拒否するように、明滅を繰り返している。布越しに見たが、王虎はもう気にしなかった。

　すべての用意を調ととのえた王虎は、神結神社から飛び出した。

　人形のまま宙を進んでいた王虎だったが、一の鳥居の前で見知った者に気づき、急降下した。

「おい」

「あっ!?」

　いきなり上空から声をかけられたその者は、大袈裟なほど肩を震わせ、恐れを孕んだ目を王虎へ向けた。

「お……王虎」

「何しに来た、羊よう魄はく」

　一の鳥居の前でウロウロしていた、負ふの言こと霊だまの輪に繫つながれた獣……羊魄を、王虎は吐き捨てるように呼んだ。

「あ……」

「もしかして御神体を奪いに来たんじゃねえだろうなあ」

　当てずっぽうに言ったが、それが正解だったようだ。羊魄の肩が、びくりと震えた。

　負の言霊の輪に繫がれている羊魄は、鳥居の内側に入ることができない。大方島民の誰かを紅あかい珠で操ろうとしたのだろう。

「誰がてめえに、否いや、猿鬼にやるかよ」

　羊魄は白い妖あやかし姿ではなく、王虎同様今は人形を取っている。

　緩く波打つ黒く長い髪、白い面おもてに、墨でくっきりと描いたような、美しい瞳……。

　その造ぞう作さくは極上だ。だがいつだって目を伏せ、相手をちゃんと見ようとしない。

　滑こつ稽けいなほどに、何もかもに怯え、まるで明日でこの世が終わってしまうかのような顔をしている。

　自分の性格とまったく逆の羊魄を見ていると、王虎は苛いら々いらして仕方がなかった。

「たまには顔を上げてみろよ」

　王虎は無造作に手を伸ばすと、羊魄の顎あごをぐいと持ち上げた。

「……っ！」

　美麗な顔に、サッと緊張が走る。

「なんでそんなに怯えてんだよ。別に取って喰おうなんて言ってねえだろ」

　猫姿から人形にも獣形にも変化できなかった時、八つ裂きにしてやろうと考えたことなどすっかり忘れ、王虎は羊魄を睨にらみつけた。

　まったくもって腹立たしい。

　吐き捨てるようにそう言いかけた時、視界の隅に、禍まが々まがしい気配を感じた王虎は、一気に羊魄と距離を取った。

「っぶねえ、またおんなじ手に引っかかるとこだった……！」

　羊魄の手には、紅い光を放つ珠が握られていた。

　あれを正面から見た瞬間に、幻術に囚われてしまうのだ。

　一度失敗をしたが、同じ轍てつは踏まない。

　王虎は苛立ちも露あらわに、珠を握る羊魄の手首に手刀を打ちこんだ。

「あ……っ！」

　思わず悲鳴をあげ、羊魄は珠を取り落とした。すかさず王虎はそれを拾う。

　握った途端、気づいた。

「なんだよこりゃ、千生音の子の目ン玉じゃねえかっ！」

「か、返して」

　羊魄が弱々しく手を伸ばしてくるが、当然、はいどうぞと返すわけもない。

「阿あ呆ほうかてめえは、返すかよ。つかなんだってこんなもんてめえが持ってんだよ」

　いったいどうやってこれを手に入れたのか、と考える間もなく、常に羊魄が行動を共にしている獣の一匹の顔を思い出した。

「猿鬼か。あいつなんてえ悪趣味なことを……、って、てめえが弱すぎるから持たせてンだな」

　合点がいった。

　何かを命じても、羊魄はあまりにも脆ぜい弱じやくで臆病すぎて、まったく役に立たない。だからこの紅い珠を持たせて、相手を幻術で惑わせている間に、なんとか仕事をさせようとしたのだろう。

「王虎、後ご生しようですからそれを返して」

　両手を差し出す羊魄の、そのあまりにも弱々しいさまに、王虎の方が気が滅入ってきた。

　王虎は強い者と戦うのが好きなのだ。自分より弱い者を嬲なぶるのは不本意なのに。

「てめえさ、なんだって負の言霊の輪に繫がれたんだ。おとなしく天上にいりゃよかったのに。そしたら身体をバラバラにされた挙あげ句くに、千生音の子を喰ったり猿鬼に苛いじめられたりしないですんだだろうによ」

「……」

「千生音と仲良かっただろ、てめえ。よく一緒に舞を舞ってたじゃねえか」

　天上でも宴うたげはあった。

　王虎は酒も騒ぐことも大好きだったから、宴があればよくあちこちに顔を出した。

　その時見た、千生音と共に舞う羊魄の姿が、はっきりと瞼まぶたに焼きついている。

「千生音を裏切ったのか。なんのために」

　羊魄の肩が、びくん、と震えた。だが待っても決して羊魄は答えようとしなかった。

　短気な王虎は深々とため息をついた。

「裏切ったってことだよな、てめえは、千生音を。最低だな」

　そう決めつけると、その時初めて、羊魄の潤うるんだ瞳が王虎に真っ直ぐ向けられた。

　陽光を受けてきらきらと光る両の目は、がさつな王虎ですら美しいと感じる。だが外側だけだ。いくら美しくても、羊魄の内面のあまりの弱さが、王虎には我慢ならない。

「てめえ見てると、ほんと苛々する。少しは自分の意志や考えで動いてみろよ。猿鬼に使われるばっかじゃなくて」

　性格が真逆だからこんなにも苛立つのか、それともあまりに情けない羊魄を哀れに思うのか。自分でも分からないまま、王虎はそんなことを言っていた。

「王虎だって……」

「ああ？」

「王虎だって、白髪の御み子こにずっと付き従っているではないの」

　弱々しい声ながら、初めて聞く羊魄の反論に、王虎は一瞬黙りこんでしまう。だがそれも束の間、さらにむかむかと腹を立てた。

「てめえが猿鬼の後ろに隠れてるのと、俺が彪吾といるのは全っ然意味が違うんだよ」

「どう違うのです。今とて御子の命でここに立ち戻ったのではないのですか」

「俺は、俺の意志で彪吾といる。確かに彪吾が俺を負の言霊の輪から外し、名前をつけた。だけどもしそうでなかったとしても、彪吾が彪吾の強さを持っていたら、俺は彪吾の傍そばにいたさ」

「──」

　羊魄はその時、泣きだしそうに顔を歪ゆがめた。

　──なんだよその顔は。俺が虐いじめてるみてえじゃねえか。

　王虎は羊魄から奪った紅い珠を、ぎゅっと握りしめた。それを、ポンと羊魄へ放る。

「あっ……」

　羊魄は地に落ちた紅い珠を、慌てて拾った。

「そんな気味の悪ぃもんいらねえ」

　吐き捨てるようにそう言うと、王虎は一気に上空へ飛んだ。

　あとは羊魄には目もくれず、彪吾らの待つ京処みやこへと向かう。

　羊魄との会話は、ひどく疲れるし気が塞ぐ。

　──早く彪吾の顔が見てえ。

　王虎はその想いのまま、ぐんと加速した。










　京処みやこに向けて飛んでゆく王おう虎こを見る羊よう魄はくの眼差しには、強い羨せん望ぼうが滲にじんでいた。

　──もしそうでなかったとしても、俺は彪ひよう吾ごの傍そばにいた。

　なにゆえあんなふうに断言できるのだろう。一度は殺し合いをした相手だというのに、どうして己おのれのすべてで信じることができるのか。

　王虎だけではない。もうひとりの御み子こ、花はな菜なを想う匡きよう一いち郎ろうを、羊魄は思い出していた。

　花菜をかどわかした時、龍りゆう王おうとなって追いかけてきた匡一郎の、狂おしいほどに相手しか見ていない瞳が、うらやましくて仕方がない。

　全身全霊で相手を想い、愛し、己のすべてで守ろうとしている。

　自分にはそんなふうに愛する者は誰もいない。愛されたことも、また。

　羊魄の種は、遙はるか往おう昔せきに絶えていた。羊魄の同はら胞からは、天上のどこにもいなかったのだ。

　ひとりぼっちだ。

『わたしがいるじゃない』

　種は違うけれど、あなたと一緒にいるわよ。

　そう言ってくれたのは、龍種の千ち生お音ねだった。

　龍種自体、数が少ない。神龍と呼ばれる生きつ粋すいの龍は、千生音と龍王を含め、たったの六柱だ。

　女龍は千生音のみだったから、少しは羊魄の気持ちを分かってくれていたのかもしれない。

　だが千生音は羊魄とはまるで違った。いつも朗ほがらかで優しく、誰に対しても公平だった。

　優しい千生音。強い千生音。光り輝く龍体を見ていると、己の弱さや鬱うつ屈くつが何いず処こへか失せてしまうように感じた。傍にいるだけで、自分すらも強くなったように思ったものだ。

　そんなのはただの錯覚でしかなかったのに。

『一緒にいるんだから寂しくないでしょう？』

　そう言ったのに、どうして一瞬しか生きられない人の許へ下ったの。

　冠かむ威いを恨みたかった。けれど憎めなかった。

　──千生音が愛した者を、恨むことなどできようか。

　ただ寂しかった。またひとりぼっちになってしまったと、そう思ったら、心が引き裂かれるような、強烈な痛みを感じた。

　羊魄は王虎に投げつけられた紅い珠を、ぎゅっと胸に抱いた。

　──ひとりが寂しいか。ならば俺の嫁にでもなるか。

　豪ごう放ほう磊らい落らくな笑い顔。大きな声、温かな掌てのひら。

　そう言ってくれた彼もまた、もういない。

「百さ々さ良ら王おう殿。……百々良王、殿」

　ひっそりと、けれど繰り返しその名を呼ぶ。──十三番目の白髪の御子の名を。

　いくつもの雫が、羊魄の瞳からぽろぽろと零れ落ちた。

　紅い珠を一心に見つめる。己の涙で濡れた珠を。

　だが紅い珠はやはり、羊魄に何も応えてはくれなかった。
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　明日で皐さ月つきを迎えるという、穏やかで暖かな夜のことだった。

　刻ときは亥いの刻こく。天空の月が日一日とふっくら円みを帯びてゆき、灯りの少ない細い路上に優しい光を投げかけている。

　だが一昨日の夜以来、京処みやこに住む者たちは、やむを得ない事情がない限り決して外に出ようとしなくなった。

　住まいのある者たちはまだいい。京処みやこには家すら持たない民も大勢いて、そんな人々はなるべく気心の知れた者たちと固まり、夜が明けるのをひたすら待った。

　一昨日の夜、京処みやこ内で大変な騒ぎが起こった。

　亥の刻を少し過ぎた頃、百人を軽く超える者たちが一斉に暴徒化したのだ。

　目撃した者の話によれば、暴れだした輩やからは、それまでは話をしたり、あるいはすでに床とこに就いていたりと、普段と変わりない様子だった。

　それがいきなりカァッと眼を見開き、その場にいた者に襲いかかってきたのだ。

　太刀を抜きでたらめに振り回す者、小さく火の点ともされた灯台を倒して火事を出す者、近くにある道具を凶器に、手当たり次第物を壊す者、人を殴る者……。

　それが一個所や二個所ではなく、同時に多発したものだから、京処みやこ人びとは恐れ戦おののいた。

　たまたま出先で暴徒に遭遇した者は、まるで妖あやかしに取り憑つかれたかのような豹ひよう変へんぶりだったと竦み上がった。

　そしてその騒ぎは、一夜のみではなかった。

　次の日もまた同刻に、まったく同じような騒ぎが起こったのだった。

　検け非び異い使し庁ちようの者たちは寸暇を惜しんで罪人を追つい捕ぶし、取り押さえ、獄ごくに入れた。だが、その者たちはほんの少しの間暴れては、すぐに正気に戻る。

　話を聞けば、何者かに操られるように物を壊し、人を襲ったのだと、皆口を揃えてそう言うのだ。

　取り調べを行う検非異使庁の看督長かどのおさもその数の多さに閉口し、またすべてを投獄しようにも満員という状態から、さしたる罪のない者らは一旦家に返された。

　ところがまた翌日、同じ者が同じ刻に乱心したものだから、検非異使庁の面目は丸潰れということになった。

　検非異使庁の者たちは総出で京処みやこの治安を守るべく、見回りを行っていた。

　京処みやこは今や、白い妖に紅あかい印しるしをつけられた者たちによって、恐怖の坩る堝つぼと化している。

　花はな菜なもまた、それらの者と同様に、ある刻になると急に自らの身体を制せい御ぎよできなくなった。

　花菜は二日目の夜も匡きよう一いち郎ろうに攻撃を仕掛け、そして呪しゆが解けると同時に意識を失う、と前日と同じことを繰り返した。

　その間意識はしっかりしていて、だからこそ翌朝自じ己こ嫌けん悪おに陥った。

　──どうにかしなければ。

「猿えん鬼きの呪を祓はらえ。──【解】！」

　叫ぶ声は語尾が掠れている。だが花菜は真まっ直すぐ前を向き、空に篆てん書しよの文字を描いた。

　指先に淡い光が灯り、それは花菜の白い刀にやわらかく纏まとわりつく。刀を振った途端、その光は四方八方へ飛び散るが、やがて花菜の全身を押し包んだ。

　だがそれ以上はなんの変化もなく、次第に色を失ってゆく。やがて完全に光は消失してしまった。

　花菜は深々とため息を落とし、きつく唇を嚙みしめた。それでも、落ちこむのは一瞬。すぐに再び前を向き、もう何度目か分からない小しよう篆てんの言こと霊だまを叫んだ。

「花菜、その辺でやめておきなさい」

　妻戸が開くと同時に、花菜は匡一郎に諫いさめられた。だが花菜はきっぱりと首を振り、

「……いいえ、やめません。匡一郎さまは、ここには入らないでください」

　そう言って戸を閉めようとした、……ところを、ぐいと腕を引っ張られる。

「熱が退ひいたばかりだというのに、こんなところに閉とじ籠こもりきりでは身体に障るだろう」

　こんなところ──塗ぬり籠ごめは、寝しん殿でん造づくりの邸やしきにおいて、唯一四方を壁で囲まれた室へやだ。

「呪を祓いたいのです」

　猿鬼の紅の呪が発動するのは、昨日一昨日共に、亥の刻を少し過ぎた頃だった。

　それまでに呪を祓うか、それが不可能ならば、あらかじめ自分自身に縛ばくをかけておき、この塗籠に籠もっていようと考えていた。

　呪を解きたい。匡一郎を傷つけたくない。けれど朝からずっと塗籠に閉じ籠もり、言霊を叫んでも、術が破れる兆しは少しも見られなかった。

　──こんなにもわたしは力が弱い。

　深い苦悩を面おもてに滲にじませる花菜を見下ろしていた匡一郎が、やんわりと頭を引き寄せた。

「匡一郎さま、後ご生しようですから」

　匡一郎の胸を押すが、当然解放されなかった。

　──匡一郎さまのお傍そばから、一時離れればいいのではないの？　そうすれば匡一郎さまを傷つけずに済む。

　ふと、そんな考えが頭を過よぎった。それなのに花菜は、それを実行できなかった。

　一度別れ別れになったことで、花菜は匡一郎の傍を離れるのがとても怖くなった。

　白髪の御み子ことしての力だけでなく、心まで弱くなってしまったのかもしれない。本当に匡一郎の身を第一に考えるのならば、この場に留まるべきではないのに。

　また引き離されてしまったら、と考えると、どうしてもそれができない。

　匡一郎を傷つけたくないと思いながら、結局傍かたわらから離れられずにいる己の身勝手さと臆病さに、花菜は常にない苛立ちを感じていた。

　今の花菜にできることは、がむしゃらに呪を解こうと篆書の術を繰り返すことだけだった。それを匡一郎に止められてしまったら、もう自分にできることは何もなくなる。

「……では、どうか匡一郎さまの一番の力で、わたしに縛をかけてください」

　そしてこの塗籠にわたしを置いて、外に出られないよう妻戸を封じてください。

　匡一郎は、花菜のその言葉を聞くなり目を丸くした。

「おまえに攻撃されたとして、俺が痛手を受けると思っているのか」

「匡一郎さまがお強いことは存じております。けれどわたしは、打ちかかること自体、厭いやなのです……！」

　苦痛を滲ませた声で叫んだ花菜を、匡一郎が驚いたように見下ろす。

「花菜？　いかがした」

「わたしはただ、匡一郎さまを傷つけたくないだけです」

　何度も首を振り、厭ですと呟つぶやくと、すかさず匡一郎が両手で花菜を抱きしめてきた。距離を取ろうともがくが、腕は一向に緩まない。

「花菜、落ち着きなさい」

「わたし……っ」

　胸の底から、厭な感じの熱が込み上げてくる。衣ころもに墨を落としたように、じわじわと黒いものが。

　ゆっくりと広がってゆくその染みは、花菜の心を次第に醜みにくい色で塗り潰してゆく。

　自分の望みを叶えてくれない匡一郎を詰なじりたくてたまらない。

「たまにはわたしの言うことを聞いてくださってもよろしいではありませんか……！　匡一郎さまのことを思って、姿を隠したいのに、どうしてお聞き届けくださらないのです。わたし、匡一郎さまのそういうところが厭なのです。もう放っておいてください！」

「花菜！」

　匡一郎の低く澄んだ声が、何かを切り裂くように花菜の名を呼んだ。

　その強い響きに、花菜はハッと顔を上げる。

　匡一郎は無言のまま、指先を伸ばす。帯の輪に括りつけていた袋の紐を解とき、花菜にと渡した黒い珠を取り出すと、額にそっと押し当てた。

「……あ」

　冷たい感触が、花菜の昂たかぶった気持ちを一瞬で鎮しずめた。同時につい先刻口にした言葉を思い返して、スゥ、と血の気が引いてゆく。

　──わたし、なんてことを言ったの……。

　心にもないことを口走ってしまった。けれど確かに匡一郎のことが厭なのだと言ったのは、自分のこの口だ。

　どうして、と次第に青ざめてゆく顔を覗きこんできた匡一郎が、なんの頓とん着ちやくも見せずに花菜に告げる。

「額が紅く染まっていた」

「え……」

　では今の言葉は、猿鬼にかけられた呪によるものなのか。だがそれが事実だと分かっても、花菜はちっとも喜べなかった。それどころか、

　──猿鬼の呪は、身体ばかりか心までも操作するというの？

　寒さむ気けが背筋を伝い落ちる。

　厭だ。

　自分が自分でいられなくなってしまう。

　猿鬼の呪に囚われたまま、花菜は己が少しずつ削り取られ、やがては自分という存在がこの世から失われてしまうのではないかと、恐怖を抱いた。

「あ、……あぁ」

　額が、熱い。

　──ああ、まただ。また、呪が発動する……。

　花菜はきつく眉間に皺しわを寄せ、匡一郎を縋すがるように見上げた。

「どうか、縛を……、匡一郎さま！」

　だがそう言った瞬間、花菜の双そう眸ぼうが鮮血色に染まった。

　背に触れていた匡一郎の腕を払い落とすと、わずかばかりの距離を取った。

「龍りゆう王おうへと向かえ。──【光斬】！」

　小篆の言霊は、花菜の意思を無視して飛び出した。

　攻撃したくない、という花菜の想いは、猿鬼の呪を前にしてはちっぽけで弱々しいものでしかなかった。

　容赦のない篆書の攻撃を、匡一郎へ差し向ける。

　匡一郎は真っ直ぐに飛んでくる光と斬撃を、抜いた太刀の刃で受け止めた。

　狭い塗籠の中に、眩まばゆいほどの光が乱らん舞ぶする。

「……っ」

　眩まぶしさに、匡一郎の目がうっすらと細められる。花菜はわずかなその隙を見逃さなかった。

「龍王へ向かえ。──【烈炎】！」

　狭い室内に烈風が巻き起こり、その風に煽あおられて炎が高く立ち上った。

「……くっ」

　太刀を構え直す匡一郎を、炎が容赦なく襲う。彼の背後には壁が迫り、匡一郎はそれ以上後ずさることができなかった。

　──匡一郎さま……！

　いくら胸の内で叫んでも、決してそれは音にはならない。

　匡一郎に炎が直撃する。

　──厭……っ！　匡一郎さま──！

　炎を腕で庇かばった匡一郎の袂たもとが焼け落ち、肌が真っ赤に染まった。

「……っ花菜を縛れ。──【縛】。そして眠れ。──【睡波】」

　匡一郎の篆書の術が花菜を縛る。それを引きちぎられる前にさらに小篆文字を宙に描くと、花菜の全身は淡い光に押し包まれた。

　急激に意識が混こん濁だくし、花菜はガクン、とくずおれる。

　板間に倒れ伏す直前に、匡一郎の腕に抱き留められた。

　昨夜、一昨日と同様に。

　想いがどれほど強くても、花菜に呪を解く力はない。猿鬼には敵かなわない。

　負けたくないと、全身全霊を込めて願っても、それは無駄でしかないのだと、まるで猿鬼が嘲あざ笑わらっているかのようだった。

　匡一郎に傷を負わせたのは花菜自身だ。たとえ呪をかけられていたのだとしても。

　──力を望めばいい。

　その時、そっと花菜に囁ささやく声がした。

　──力。

　──そう。花菜、おまえは強大な力を引き寄せることができるだろう？

　──強大な、力。それは、……何？

　──おまえの遠い祖先さ。

　囁く声は、優しい。匡一郎を傷つけたことで傷ついた花菜の心に、そぉっと希望を吹きこむように。

　──遠い祖。……千ち生お、音ね。

　──そうさ。千生音を降ろしさえすれば、おまえはあの女神と共に在れるはずだ。

　──女神の力があれば、呪などたやすく引きちぎれるだろう。

　千生音。白き龍の女神。

　あの力があれば。

　花菜はその言葉に縋りつこうとし……だが、懸命に首を振った。

　その力はまやかし。己の力ではない。

　女神の力を得、それからどうするのだ。

　──匡一郎をもう傷つけずにいられるよ。

　唆そそのかす声は、たまらない誘惑に満ちている。

　それでも花菜はぎゅっと拳を握って、首を振り続けた。

　──千生音。白き龍の女神。……わたしの、遠い祖。

　力が欲しい。なにものにも負けない、強い力が。

　だがそれは自らの力で成なさねばならぬもの。与えられるものであってはいけないのだ。

　──やはりしぶといなあ、花菜は。

　密ひそやかな笑み交じりの声。

　それが猿鬼のものであることに気づくことなく、花菜はただひたすら己に言い聞かせていた。

　自らの力で成し遂げなければならないのだ、と。
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「ああもう本当にひどい目に遭ったのだぞ。こちらは丸腰だというのに、まったく闇やみ色いろの龍はずいぶん乱暴者であるな。これ百さ々さ羅ら、そのように笑うものではない」

「ふははっ、その程度で済んでよかったではないか。往おう昔せきの龍りゆう王おうならば、即座に首が飛んでいたぞ」

　賀か茂もはそうなのか？　と首を傾げ、だがあの縛とやらをかけられている間は、本当に苦しかったのだぞと童わらわのように唇を尖とがらせた。

「ところで百々羅、まだこちらにいるつもりかい？」

　本邸に比べれば小ぶりだが、四季折々の花木が植えられていて、別邸は『花の館』と呼ばれていた。

　皐さ月つきの今は、薄紫色の藤の花が咲き誇っている。

　母も屋やの御み簾すをすべて上げさせ、庭の花々に目をやっていた賀茂が、隣の茵しとねに座す猿えん鬼きへと視線を向けた。

「おまえが匡きよう一いち郎ろうとやり合っている間、我ももうひとりの白髪の御み子こに、腹に孔を開けられていたんだよ。少々養生が必要ということだ」

　腹に孔が開いたと言いつつも、猿鬼は普段とちっとも変わらない。

　それが噓とは思わないが、猿鬼にとってそれは致命傷にはならないのだから、心配する必要はないなと賀茂は思った。

「そろそろ千せん珠じゆにも戻ってきてもらえたら嬉しいのだがね。千珠に占せんを望む者が、毎日のようにやってきているのだよ」

　賀茂は、反対側に座る羊よう魄はくをちらりと見るが、彼女はいつものように目を伏せたまま、何も言おうとしない。

　その頰を常より蒼あお白じろく感じた賀茂だったが、あえて指摘することはなかった。

「そっちには花はな菜なと匡一郎がいるしなあ。我が行けば、匡一郎が黙っていないだろうし、戦うとなったら、きっとほんの一撃で邸やしきが粉々に吹っ飛んでしまうと思うよ」

「おお、それは困るな。侍女の話によれば、巫み女こ姫ひめは昨日など塗ぬり籠ごめに入ったきり、朝から晩まで何やら怪しげなことを叫んでいたそうだよ。中は覗いていないが、恐らくあちこちに傷を拵こしらえているのかもしれぬ。呪しゆを祓はらおうと懸命なのだろうなあ。可哀想に」

「あんまり匡一郎を怒らせない方がいいぞ。あれがひとたび本気で怒れば、邸どころか京処みやこなどあっという間に壊かい滅めつしてしまうよ」

「あの青年の性しようがよもや闇色の龍だとはな。まったく恐ろしいことだ。見る限りごく普通の若者でしかないのに」

「賀茂の、顔が笑っているぞ」

「うん？　そうか？」

　賀茂は己おのれの顔に掌てのひらを当ててみた。

　知らず知らずのうちに、笑顔を見せていたようだ。

　だが今の状況は賀茂にとっては願ってもない。

　白髪の巫女と闇色の龍が、己の手元にいるのだ。使いようによっては、絶大な力となる。

「それで、何をしにやってきたんだい？　賀茂の」

「ああ、頼みがあるのだよ」

「今度はなんだろうね。白い妖あやかしに貴族の邸を襲わせて、居合わせた者たちに呪をかけて、さらには毎日その者たちを暴れさせて。最初はあまり乗り気ではなかったのに、ずいぶんと愉しそうではないか」

　猿鬼の唇の端がうっすらと吊り上がる。

　酷こく薄はくな表情に、羊魄はサッと身を強こわ張ばらせたが、賀茂はといえばのんびりとしたものだった。

「そなたが最初に申したのだぞ？　『人の世を変えてみたくはないか』と」

「ふふ、よく覚えていたな。おまえにとっては、もうずいぶんと昔のことだというのに」

　忘れるものか、と賀茂は珍しくも生き真ま面じ目めな顔でうなずいた。

　猿鬼との出会いは、賀茂が元服を迎えた直後……今から二十五年ほども前のことだった。

『人の世というものを、少しばかり【観て】みたいと思ってな』

　妖あやかしの類たぐいであることは、目まぐるしく色変わりをする双そう眸ぼうを見ただけで分かった。だがそれを恐ろしいと思ったことは、今も昔も一度もない。

　猿鬼がなにゆえ己を選んでやってきたのか分からない。特に知ろうとも思わなかった。

　なんとなく、あるいはたまたま目についたから、という程度の理由かもしれないし、もしくは性は違えど、賀茂に己と似たにおいを感じ取ったからかもしれない。

　いずれにしろ、賀茂は猿鬼と知り合ってから、なかなか愉しい刻ときを過ごすことができた。

　此こ度たびのこともそうだ。

　気に入らなかった一部の貴族と京処みやこに住まう武士を、まとめて始末することができた。

　花菜たちに告げた言葉に、噓などひとつもない。ただ黙っていたことがいくつかあるというだけだ。

　猿鬼は、人の世が観たいと言ったあとで、こうも告げた。

『世話になるついでに、そなたが人の世を変えたくなった時、我は助力しよう』

　と。

　実のところ、賀茂は人の世を変えたいなどと大おお仰ぎようなことを考えているわけではない。

　この國では今、朝ちよう廷ていと幕ばく府ふで政治が行われている。

　実権は明らか武家の方が握っているのに、例えば官位を得るためには朝廷の意を仰がなければならないのだ。力があるのに、そうではない者に膝を折るというのは、相当におかしなことだった。

　公く卿ぎようとはいえ、賀茂は今の朝廷側の惰だ弱じやくさを好ましいとは思っていない。かといって、武家に諂へつらうのもまたつまらない。

　いっそのこと朝廷と幕府で戦いくさでも始めて、はっきりとどちらが強者なのか決めてしまえばいいのに。

　そんなふうにぼやいた賀茂の言葉を猿鬼は拾った。

『戦か。面白そうではないか』

　と、いつものように、ニィ、と唇を歪ゆがめて猿鬼は笑った。

「それで？　我に何を望むというのだ」

「巫女姫が我が邸にまだ逗とう留りゆうしていること、さらに白い妖を滅すれば紅の呪は解ける、と市し井せいに噂を流してほしいのだよ」

「……っ」

　脇でひたすら静かに話を聞いていた羊魄が、瞬間、小さく息をのんだ。それを、その場にいる猿鬼も賀茂も気づいたのに、何も言おうとしない。

「ではまたそなたの邸に賊が押し入ってくるではないか」

「目の前で巫女姫が危機に陥ったら、彼は闇色の龍に変へん化げするのかねえ？」

　一度我が目で見てみたいのだよ、龍の姿を。

　賀茂は上機嫌な笑みを浮かべながら、そんなことを言った。

「龍が見たいからわざと賊を邸に呼びこみ、花菜を危険に曝すというわけか。……ずいぶんと惨むごいことをするな」

「そう言いながらそなたも笑っているではないか」

　猿鬼と賀茂は、互いを見合うとおかしげに笑いだした。ただ羊魄だけが、ふたりが空恐ろしい内容を、まるで天気の話をするかのように軽い口調で話していることに、身を強張らせるばかりだった。
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「──もう一度言ってくれ、花はな菜な」

「神降ろしの舞を、しようと思います」

　再度同じ言葉を口にした途端、匡きよう一いち郎ろうは駄目だと即答した。それがあまりにも早かったものだから、花菜は一瞬ぽかんと匡一郎を見上げてしまう。

「猿えん鬼きの呪しゆを祓はらうために神降ろしをするというのなら駄目だと言っているのだ」

「それは違います」

「……違う？」

「確かに一度はそう思ったことがあります。わたしの力が足りないばかりに猿鬼の呪を祓えず、結果匡一郎さまに怪け我がを負わせてしまいました」

「傷のことは気にするな」

「神降ろしをするのは、千ち生お音ねと話がしたいからです」

「──千生音、と？」

　花菜ははい、とうなずいた。

「匡一郎さま。わたし、この間からずっと考えていたのです。千生音の子と負ふの言こと霊だまの輪に繫つながれた獣は、いったいいつまで戦い続けなければならないのか」

「……」

「匡一郎さまや王虎は輪から外はずれました。けれど残った獣たちは、これから先、白髪の御子が生まれたらまた戦うのでしょう？　わたしはその戦いを止めたい」

「……花菜」

「そのためには、白き龍の女神……千生音と話してみたいのです。戦いを終わらせるために」

　花菜のひたむきな言葉を聞くうちに、匡一郎の面から、すう、と表情が失せてゆく。

「千生音と会わせる。……駄目だ」

　低くそう匡一郎は断じた。

「なにゆえです！」

「とにかく駄目だ。神降ろしの舞だけでなく、それ以外の舞も舞わないように」

「匡一郎さま！」

　これは花菜だけの問題ではない。これから先も続いてゆくであろう、戦いに終しゆう止し符ふを打つための手段なのに、どうして匡一郎は頑かたくなに首を振るのか、花菜にはまるで分からなかった。

　匡一郎にはっきり駄目だと言われた花菜の胸の内はカッと熱くなった。

「納得できません。なにゆえ駄目なのか、説明をしてください」

「しつこいぞ、聞き分けろ花菜」

「しつこくてもなんでも、匡一郎さまがうなずいてくださるまで、わたしお願いし続けます」

「──これ以上問答するようならば、おまえを眠らせてしまうよ」

　それでもいいか？　と顔を近づけられて、なおも憤る。

「匡一郎さまの莫ば迦か……！」

　常にはない暴言を吐いて、花菜はその場から立ち上がった──否いな、立ち上がろうとしたところを、匡一郎の腕に引っ張られた。

「あ……っ」

　強く引き寄せられて、花菜は後ろに倒れかかる。それを匡一郎は軽く支え、そのまま腕の中に花菜を囲ってしまう。

　匡一郎の胸にぴったりと背中をつけ、膝の上に乗るという状況に、花菜は慌てた。

　急いで身体を退しりぞけようとしたが、匡一郎が手を離すはずもない。

「匡一郎さま、手をお離しください……！」

「断る。このまま行かせたら、おまえがどこで神降ろしの舞をするか分からないからな」

　しっかり見張っておかなければ。

　そんなことを言われ、ますます花菜は憤りを募らせる。

「……だから」

　ひっそりと匡一郎が何かを呟いた。それはとても小さな声だったから、なんと言ったのか聞こえなかった。けれど聞き返すこともできない。

　今口を開けば、どうしても喧けん嘩かになってしまいそうだからだ。

　──父上にご相談できたら……。

　そんなことをふと思い、だが何に対しても人頼みをする自分に、花菜は首を振った。

「匡一郎さま、手を離してください」

　花菜はもう一度そう言った。

　少し頭を冷やした方がいいのかもしれない。匡一郎のいないところで。

　匡一郎は一瞬逆に花菜をきつく抱きしめたが、やがて解放した。

　花菜は立ち上がると、そのまま室を横切る。

「何ど処こへ？」

「何かほかに、わたしができることはないか……考えてみます」

　舞いませんから、どうか少しだけひとりにしてください。

　花菜はそう言うと、足早に母も屋やをあとにした。

　廂ひさしに控えていた侍女がついてきたが、花菜は何も言わなかった。

　西にしの対たいから真まっ直すぐ延びる中ちゆう門もん廊ろうを進み、前方にある釣つり殿どのに向かう。ふと足を止めて、庭に咲く空うつ木ぎの花に目をやった。

　純白色をしたやわらかそうな花びらを持つ空木は、今を盛りと咲き誇っていた。

　普段ならば美しい花は心を慰めてくれるのに、今は何も感じない。

　──呪は心までも蝕むしばむのだろうか。このまま獣が攻撃してくるのをただただ防ぐだけ……。わたしは何もできないの？

「巫み女こ姫ひめさま……！」

　思いにふける花菜を、澄んだ高い声が呼んだ。

　声のした方……庭へと顔を向けるなり、花菜は軽く目を瞠みはった。

「蘇す芳おう丸まる殿」

　高たか遠とおと、その小こ姓しようである蘇芳丸が花菜へと足早に近寄ってきた。蘇芳丸など、まるで跳ねるような足取りだ。

「巫女姫さま、ご無沙汰しております！」

　幼い顔に喜き色しよくを浮かべながら、蘇芳丸は深々と頭を下げた。

　結い上げた明るい橙だいだい色の髪が、ひょこん、と揺れる。

「お久しぶりです、蘇芳丸殿。お加減はいかがですか？」

　先に賀茂邸に拉ら致ちされた折、高遠から、長時間兎う執しつに憑ひよう依いされたために、ずっと眠りに就いていると聞いていた。

　もう大丈夫なのかと問えば、以前に見た時よりわずかに大人びた顔をして彼は微笑んだ。

「はい。ご挨拶が遅れてしまい申し訳なく思っております。……巫女姫さまは、あの」

　お健すこやかでしょうか、と言いかけたようだが、蘇芳丸は口くち籠ごもった。

　かつては花菜を攫さらう一団に所属していた蘇芳丸は、それを口にしていいのか迷ったのだろう。

　花菜は、呪のことをひとまず置いておき、蘇芳丸を安心させるように笑った。

「そうだわ、蘇芳丸殿にはお礼を申し上げなければ」

「は、あの、何を？」

「この前こちらで宴うたげが催もよおされた時、巫女舞ではなく五ご節せちの舞まいを披ひ露ろうする機会があったのです。蘇芳丸殿に教えていただいていたので、つつがなく務めることができました」

　ありがとうございます、と花菜が礼を言うと、蘇芳丸はパッと顔を綻ほころばせた。

「巫女姫さまのお役に立ててとても嬉うれしいです。……あの」

　蘇芳丸は何か言いかけ、だがもじもじと言い淀よどむ。

「なんです？」

「また巫女舞をご教授いただけないでしょうか？」

「……あ」

　以前の自分ならばすぐにうなずいただろう。

　だが、舞うなという匡一郎の声を思い出し、花菜は言葉を詰まらせる。その途端、蘇芳丸の顔が俄にわかに曇った。

「……あ、す、すみません。無理を申しました」

「お教えしたいのは山々なのですが、……ごめんなさい、今は、実は舞えないのです」

「舞えないとは、どこか具合でも？」

　高遠が真顔で花菜に近づいてくる。花菜は慌てて首を振った。

「それは大丈夫です。あの、蘇芳丸殿。できたらわたしに、蘇芳丸殿の舞を見せてはいただけませんか？」

「わたしの、ですか？」

　蘇芳丸は少し迷う顔をしたが、主あるじである高遠がうなずくのを見て、はにかむように笑った。

「お目汚しになってしまうかもしれませんが、わたしの舞でよろしければ、喜んで」

　巫女姫さまの気き鬱うつを吹き飛ばせたらいいのですが、と蘇芳丸は言った。

　ちょうど西中門廊の先は釣殿だ。名のとおり、釣をするために池に臨のぞんで設けられた建物は、舞まい殿どのほどの広さがある。

　高遠と蘇芳丸と共に釣殿にゆくと、早速、と蘇芳丸は舞い始めた。

「御子」

　少しの距離を空けて座していた高遠が、花菜の傍近くまでやってきた。

「舞えないというが、本当にどこか加減でも悪いのか？」

　高遠の声はいつも平淡で、どんなことを考えているのか読み取りづらい。だが今かけられた言葉には、花菜に対する労りが滲にじんでいた。

「わたしは……怪我はしておりません」

　自分ではなく、匡一郎に火傷やけどを負わせてしまった。

「あ、わたし、高遠殿に謝らなければ……」

「何をだ？」

「三日前の夜のことです。わたし、高遠殿にも攻撃を……。あの、高遠殿こそお怪我は」

「そなたから傷など負わされてはおらぬ。案ずるな」

　よかったと手を胸に当てて、安堵の息をつく。

「大事なければ、なにゆえそのような顔をしている」

「そのような、って……どういう顔ですか？」

「無理して笑っているが、苦しくて辛いという顔だ」

　高遠の声は淀みなく、花菜の不調を言い当てる。

　思わず詰まった花菜は、だがすぐに首を横に振った。

「なんでもありません。ただ、己の力不足を痛感して、少し落ちこんでいるだけです」

「──落ちこんでいるのか」

「……わたしとて落ちこむことくらいあります」

「何事もがんばればいいというものではないだろう」

　高遠はさらりとそんなことを言った。

「……」

「そなたはなんでもかんでも己の内に溜ためこみすぎるのだ。そのように小さく細い身の内に、何もかも押しこんでしまったら、苦しくまた辛くなるのは当然のことだろう」

「……わたしには、力が足りません」

「では誰かを頼ればいい」

「その方の負担になってしまいます……！」

「俺はその負担ごと、そなたを守りたいと思っている」

「……」

　高遠の言葉に、花菜は唇を嚙みしめた。そして静かに首を振る。

「それは俺には守られたくないという拒絶か」

「……わたしは、誰も傷つけたくないだけです」

　花菜を守るため、その者の命が脅おびやかされたらと考えるだけで、ひどく胸苦しくなる。

「生きていれば誰でも傷つくだろう。傷を避けて生きるわけにはいかない」

「……」

　高遠の言葉はいつだって率直だ。だが真まっ直すぐだからこそ心に直接入りこみ、花菜に痛みを与える。

「そなたが黒き龍を傷つけたくないというのなら、少し離れてはどうか」

「離れ、る……？」

「その間俺がそなたを守ろう。猿鬼も我が主も、そなたを傷つけようとする者には容赦しない」

「……高遠殿」

　主をすらはばからぬときっぱり告げる高遠の覚悟に、花菜の胸が俄に騒ぎだした。

「お気持ちは嬉しいのですが、高遠殿の手を煩わずらわせるつもりはありません」

「そなたにならむしろ煩わされたいものだ」

　本音だろうが、その声には笑みも含まれている。真っ直ぐに見つめてくる高遠の視線が少し苦しくて、花菜は蘇芳丸へと目を向けた。

　蘇芳丸は、右舞、左舞に続いて、神かみ結むすび神じん社じやに伝わる舞のひとつ、祝福の舞を舞った。

　くるくると円を描くように動くこの舞は足あし捌さばきが難しい。だが蘇芳丸は見事に舞ってみせた。

「蘇芳丸殿は、本当に舞がお好きなのですね」

　蘇芳丸は齢よわい十にして、大人たちに勝るとも劣らない、素晴らしい才を持っている。

　その舞に誘われたのだろうか、高遠が懐から龍りゆう笛てきを取り出した。

　彼の母の形見である、龍りゆう頭ずを頭かしらに持つ笛だ。

　高遠の笛の音に合わせて、蘇芳丸の足はますます軽やかに動く。

　美しい舞と、美しい音だった。

　その音と舞は、花菜をしみじみと癒いやした。

　蘇芳丸は続けて、寿ことほぎの舞を舞う。

　祝福の舞同様、蘇芳丸はこちらも完璧に舞ってみせた。

　だが舞も終盤に入った頃だ。

　花菜の胸が急にざわめき始めた。何か、とてつもない違和が沸き上がってくる。

「……？」

　その違和の正体がなんなのか分からない。負の言霊の輪に繫がれた獣と相対した時に感じる恐怖によく似ているが、少し違う。

「な、……に？」

　花菜は違和の存在を何いず処こに感じるのか、落ち着きなく周囲を見回した。だがよく晴れた空も、日輪の輝きも、頰ほおに触れる風も、どこにもおかしなところは見つからない。

　だが次の瞬間、晴れ渡った空から、一いつ閃せんの光が、その場に落ちてきた──！

「きゃ……っ」

　あまりの眩まぶしさに、花菜はきつく目を閉じる。だが慌てて目を開けると同時に、背筋が硬く強張った。

　釣殿に面した泉の水が、大きく波打っている。花菜が座りこむ板間もまた小刻みに揺れていた。

「……す、蘇芳丸、殿？」

　目の前にいる蘇芳丸が、直立したまま微動だにせず花菜を見つめていた。蘇芳丸を中心に、光が幾重にも取り巻いている。

「蘇芳丸」

　高遠もまた衝撃から我に返り、己の小姓に向けて足早に近寄りかけた。

【駄目じゃ、高遠、この者に近寄るな──ッ！】

　高遠の内にいた兎執が、金切り声をあげて身体の主ぬしを引き止める。その剣幕に驚いて、高遠の足がぴたりと止まった。

　そっと口角を上げ、微笑む蘇芳丸は、──蘇芳丸ではなかった。

　──何者かに憑つかれている……！

「誰だおまえは。蘇芳丸の内から出てゆけ」

　高遠の低い声に、蘇芳丸に憑かかった者は、悲しげに目を伏せた。やがてス、と視線を上げると、高遠へと深い慈しみの眼差しを向けてくる。

【……】

　何事か言いたげに唇が開くのに、ひと言も声にはならず、やがて閉じてしまう。ただその双そう眸ぼうだけが愁うれいを湛え、それ以上に熱を帯びて、ひたすらに高遠を見つめていた。
















「夜や叉しや丸まる。これはなんだ」

　己の身の内にいる獣──兎執へ問う高遠の声が、いつもと違い変に掠れる。

【あ、……ぁあ、こやつは……】

「千生音」

　いつの間に来ていたのだろう、花菜の背後に立つ匡一郎が、まるで唸るような声でその名を呟いた。

「千生音。白き龍の、女神……？」

　花菜の声が、驚きに引っくり返りそうになる。

　蘇芳丸──に憑いた女神千生音は、名残なごり惜おしそうに高遠から目を離すと、続いて花菜を見据えた。

　視線を向けられただけで、花菜の身にがくがくと震えが走り、かつてないほどに胸が早鐘を打つ。

　黄こ金がね色に包まれたその身は、恐ろしいほどに荘そう厳ごんだった。唯ただ人びとではとても注視できない圧倒的な光に、身体の芯がぐずぐずと溶けていってしまいそうだ。

　神降ろしの舞で、花菜は何度か白き龍の女神を身の内に降ろしたことがある。

　憑より坐ましとなった花菜は、自分では指一本動かすことができなかった。その時とまるで同じだ。

　花菜は千生音を前にして、身み動じろぎひとつできずにいる。

　圧倒的な力が、刺すように花菜の肌に痛みを与えた。

　だが花菜は全身を走る震えを懸命に押さえこみ、蘇芳丸に降りた千生音へと真っ直ぐに目を向けた。

「……千生音。白き龍の女神」

【我が御子。いずれそなたと共に生きよう】

「え？」

　鈴がリンと鳴るような美しい響きの声だった。それは極楽に住むという、妙たえなる鳴き声を持つ迦か陵りよう頻びん伽がを思わせる。

　だが花菜は、千生音の言葉の意味が理解できなかった。

　──何。何を言っているの？

　引きつらせながら、微かに首を傾げた。後ろで花菜を支える匡一郎の手に、不自然なほど力が込められることに気づくこともできない。

「白き龍の女神千生音。わたしはあなたと話がしたい」

　視線を向けられただけで、肌がひりつくようだ。けれど花菜の方からは決して目を逸らそうとしなかった。

【……話】

　千生音の双眸が眇すがめられる。だがそれも一瞬、千生音はゆっくり口こう角かくを上げ、背筋が強張りそうなほど艶あでやかに微笑んだ。

　すう、と千生音が花菜へと手を差し伸べる。

【ではわたしと共に来なさい】

「花菜……っ！」

　背後の匡一郎の鋭い呼び声も振り切って、花菜は千生音へと一歩近づいた。

　と。

　日輪の如ごとく周囲を眩まばゆく照らしていた光が、突如蘇芳丸の身体から失せ、同時に女神の憑坐となった小さな身は、その場にどっと倒れ伏した。

　花菜の身体がぐんっ、と光へと引き寄せられる。

「花菜！」

「あぁ……っ！」

　凄まじい力に腰を摑まれ、花菜は光から無理やり離された。

「あっ！」

　投げ出されるように尻餅をついた花菜の視界に、高遠が蘇芳丸へと駆け寄る姿が映る。

　その刹せつ那な、匡一郎の姿が搔き消された。

「え……」

　釣殿の板の間に座りこんだまま、花菜の目は匡一郎を捜して移動する。

　──いな、い……？

　ぞっと背筋に冷たいものが落ちる。

「匡一郎、さ……？」

　釣殿を、周囲の庭を見回しても、その姿はどこにもない。

「き、匡一郎さま、──匡一郎さまぁ……！」

　だが花菜の悲鳴交じりのその声に、答えてくれる者はいなかった。
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　光の矢となって空高く飛んでゆく千ち生お音ねを、匡きよう一いち郎ろうは追った。

　人の目には到底捉とらえきれないほどの速度だ。

　だが匡一郎は千生音に遅れることなくついてゆく。

【いずれそなたと共に生きよう】

　──猿えん鬼きの言葉は真実だったのだ。

　花はな菜なは、【贄にえ】。

　高たか遠とおは千生音の愛した冠かむ威いの生まれ変わり。

　高遠が生まれたから、花菜も生を受けた。

　千生音が、今こん生じようこそ冠威と添い遂げようと願い、花菜を己おのれの【器】としようとしているのだ。

　すべてのことが本当だった。

　匡一郎は千生音を追いながら、苦く顔を歪ゆがめる。

　たとえ誰の、どのような思惑が絡からんで花菜がこの世に生を受けたのだとしても、決して渡すことはできない。

　匡一郎は千生音に遅れないよう、龍としての性しようを解放してゆく。すると次第にその姿が小さく……幼くなってゆく。

　己の力が一番しっくりくる形で成長を止める神は多い。匡一郎は花菜の傍そばにいるために、成長の速度を人と合わせていた。

　匡一郎──龍りゆう王おうが己を含む十二の神々と共に、地に住む者たちと戦った時、その姿はまだ童わらわだった。

　精神も力も、あの頃の自分は幼かったのだ。

　己の同はら胞からで強大な力を持つ女神千生音が、たかが人ごときに懸け想そうする姿が、龍王はひどく疎うとましかった。

　姉とも母とも慕っていた千生音が、ただひとり、しかも種を異にする者に独占されるのが我慢できなかった。

　龍の性は、心奪われた事物に対し、一ひと方かたならぬ執しゆう着ちやくを見せる。千生音の冠威に対する恋情しかり、匡一郎の花菜に対する想いしかり。

　だがあの頃の己は、千生音のその一途な恋がどうしても認められなかった。

　だから、──地に降りたのだ。

　気に入らない冠威を滅するために。あの男がいなくなれば、千生音はまた天上へ戻ってくるだろう、と。そんな、浅はかで幼いことしか考えていなかった。

　本当に未熟だったのだと、龍王はぎゅっと唇を嚙みしめた。

　今ならば千生音の想いが痛いほど理解できる。己の全身全霊をかけて守りたい、愛したいと願う者ができた今は。

　和にぎ御み魂たまだった千生音が荒あら御み魂たまへと変へん貌ぼうするほどに、彼女は冠威を愛していた。今もだ。

　──だが。

　その想いを理解しても、花菜を渡すわけにはいかなかった。

　もし花菜を失えば、今度は龍王こそが荒ぶる神としてこの世のすべてを叩き壊してしまうだろう。

　龍王はやがて、童の形をとった。

　ちょうど花菜と出会った頃の姿だ。

　幼さの滲にじむ双そう眸ぼうが、天と地の狭はざ間まにいる巨大な白い龍を見下ろした。

【……千生音】

　白き龍の女神。

　龍王が追いかけた光の矢は白い龍の内に吸いこまれてゆく。すると、硬く閉ざされていた瞼まぶたが、ゆっくりと開かれた。

　その瞳は、慈愛に満ちた深い夜の色をしていた。

　荒御魂となる前の、女神の瞳だ。

【千生音】

　龍王の口から零れ落ちる声は、とても幼い。

　白い龍はその声を受けて、微かに目を細めた。

　負ふの言こと霊だまに繫つながれた龍王の姿を見ても、怒り猛たけることはない。──和御魂の千生音だった。

【龍王】

　そう呼ばれるだけで、大波にぶつかったかのように龍王の身がぐらりと揺れた。

　女神はその存在自体が力の塊かたまりだ。対峙するだけでも圧倒されるが、龍王はその場に踏み止とどまり、凜とした声をあげた。

【千生音。おまえの思いが知りたい】

【思い】

【おまえの御み子こである花菜をどうするつもりなのか、を】

　龍王の問いに、白い龍はふ、と息をついた。女神の息を受けて、龍王の身体はそこから五ご反たんほども退ひいてしまった。

【花菜。わたしの御子】

　うっとりと目を細め、龍は確かに笑った。

【あれはわたしが人となるための器】

【……器、か】

【そう。此こ度たびこそわたしはこの重く邪魔な身を捨てて、人として生き、そして死のう。今のわたしにとって刹せつ那なでしかない短い刻ときを、心から愛する者と過ごす。そのための、器】

　歌うような玲れい瓏ろうたる美しい声。だが高遠の龍りゆう笛てきの音のように、その言葉は龍王の胸の奥深くを深々と抉えぐった。

【花菜自身の意思をどう思っている。花菜という存在を消すつもりか、千生音──っ！】

　その瞬間、千生音はカッと目を見開いた。

【あれはわたしの御子。わたしのもの。誰にも渡さぬわ！】

　カッと見開かれた龍の眼が、真紅に染まった。その刹那、雷を落とされたかのような衝撃が、龍王の身を貫つらぬいた。

【……くっ……！】

　凄まじい勢いで下方へ引っ張られる。

　それは圧倒的な力で、龍王はその場に踏み止まることができなかった。

【千生音！】

【龍王、そなたも知るといい。愛する者を失う時に得る恐怖を、怨えん嗟さの想いを。あとを追いたくても追えない苦しみを──】

　胸を突く強い痛みは、物理的な力ではなかった。千生音の、未だ癒いえない深い嘆きを知ったことによる、心への衝撃だった。

　千生音を追った時をさらに上回る速度で、龍王は地へと落ちていった。

　落ちてゆくうちに、その身が再び年を重ねてゆく。

　地に向かいながら、龍王──匡一郎は、遙はるか上空にいる白い龍を見上げた。その眉み間けんには、深い皺しわが寄せられている。

「千生音」

　千生音の望みを聞いても花菜は渡せない。その思いに些いささかの迷いもない。

　花菜が一番なのだ。

　そのためならば、再び千生音を傷つけても構わない。

　──負の言霊の輪に繫がれた獣以上に、俺は獣けだものだ。

　和御魂でも荒御魂でもない。それ以上に醜い獣へと、もうすでに堕おちているのかもしれない。

　行き着く先は何いず処こなのか。

　花菜は、こんな己でもまだ愛してくれるだろうか。

　ほかの誰かを愛することはないだろうか。──例えば同じ〝人〟を選ぶ日が、いつか来るのではないか。

　身体と共に、心までも奈な落らくへ落ちてゆきそうになる。

『約束するわ。わたしもまた貴方あなたのものになりましょう』

　幼い頃に聞いた、花菜の声。

　そなたのものになろうと匡一郎が告げた時、花菜もまた、なんの躊ちゆう躇ちよも見せずにきっぱりとそう言った。

　一生を決める大事な言葉を、そんなにもあっさりと言い放ったその時の花菜は、まだ幼かったのだろう。神の言霊が絶対であることも知らなかったはずだ。

　だがわずか五歳だった娘が、十年経った今も想いを持続させ、一心に慕したってくれている。

　花菜と暮らした十年という年月は、千年以上を生きた己にとって、本当にわずかな日々でしかない。それなのに、その、たった十年が匡一郎にとってなにものにも代えがたい宝となった。

『人でも人でなくても、こうしてお話ができて触ることができて笑うことができるのなら、それは全然かまわないことではないかしら』

　小鳥の囀さえずりのように澄んだ声で、あっけらかんとそんなことを言った。

　人でなくても。

　その言葉が、どれほど匡一郎の胸に染み入ったか、花菜自身は知りもしないだろう。

　匡一郎は、深い吐息を零した。

　堕ちまい、決して。神の名は捨て、人として生きてゆく。その望みを叶えるために、獣でいてはいけない。──花菜の傍にいるために。

　守ろう、そしてどんなことが起きようと、花菜を愛し続けよう。

　それが己が生きてゆくための指針。花菜こそが、匡一郎の心の芯そのものなのだから。

　迷いを捨て、匡一郎は静かに目を閉じた。
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　匡きよう一いち郎ろうが目の前から消えたのは、ほんのわずかな刻ときだった。空から凄まじい勢いで落ちてきた匡一郎が、庭に着地するなり、花はな菜なは真っ青になって彼の元へ走った。途中足がもつれて転びそうになったけれど、その勢いのまま匡一郎に飛びついた。

「匡一郎さま！」

　何いず処こへ行っていたのか、なにゆえ空から落ちてきたのか。訊ねたいのに、匡一郎が消え失せた瞬間を思い出すだけで、花菜は腹の底から震えが起こり声もない。

「……心配をかけた」

　どこか、匡一郎の声はいつもと違った。だがそのことに気づくことができず、花菜はぎゅっと匡一郎にしがみつく。

「ご無事を……！」

　匡一郎は微かに言い淀よどんだが、すぐに目を細めて大事ないと微笑んだ。

「光を追いかけただけだ。何もなかったから、心配は無用だ」

「光、を……ですか？」

　匡一郎はそれだけを言うと、花菜の肩を抱いたまま、釣つり殿どのにいる高たか遠とおへ目をやった。

　高遠もまた、意識のない蘇す芳おう丸まるを抱えながら、こちらをじっと見ている。

「……冠かむ威い、か」

「え？」

　小さな声が、花菜の耳にひっそりと触れた。

　──冠威？

　千ち生お音ねの夫の名だ。

　なぜこの場でその名を匡一郎が口にするのか分からなくて、花菜は奇妙な不安を抱いた。

　匡一郎の横顔が、どうしてか知らない人のようで、なおも不安は募つのる。

「御み子こ」

　匡一郎としばし見合った高遠が、花菜へと視線を向けてきた。

「……はい」

「ひとりで悩むな。黒き龍に言えぬことがあるならば、俺の元へ来い」

　隣にいる匡一郎の気配が、ピリッと尖とがり、花菜は小さく身を竦すくめる。だが高遠はまったく表情を変えず──それどころか微笑を浮かべて、花菜へと手を差し出した。

「まだそのようなことを言うか」

　地を這うかのような匡一郎の低い声に、花菜は慌てて首を振った。

「わたしは参りません……！」

「遠慮は無用だ。黒き龍がいくら人の形を取っていても、所しよ詮せん人ではない。そなたの悩みは、力を持たぬ人ゆえのもの。強き神には理解できないものだ」

「──！」

　高遠の言葉は匡一郎に向けられたものだったが、それは花菜の心をもざらりと擦る。

　高遠の手が花菜へと伸びてくる。だがその手は匡一郎に摑まれ、ぐいと捻り上げられた。

「……っ」

　苦痛を面おもてに滲にじませる高遠だが、匡一郎を見る眼差しに、迷いは一切なかった。

「──、……」

　匡一郎の唇がわずかに動く。声はとても小さく、花菜には聞こえなかった。だが高遠には届いたようだ。静かに瞠どう目もくする。

　匡一郎は投げ捨てるように高遠の腕を離すと、花菜の手を摑み、引きずるようにしてその場から去る。

　高遠は追いかけてはこなかった。

　ただ熱っぽい視線が背に注がれていることは、目を向けなくても分かった。

「御子」

　呼ばれて振り向くと、

「京処みやこに噂が流れている。白い妖あやかしを滅すれば、紅くれないの呪しゆは解ける、と。そして白い妖の血があれば、呪をかけられている者たちが正気づく、という流りゆう言げんもあるようだ」

　白い妖は、匡一郎の話によれば、負ふの言こと霊だまの輪に繫つながれた獣……羊よう魄はくだという。だが、京処みやこ人びとの中には、花菜こそが白い妖だと勘違いをしている者もある。

「血を……」

「御おん身みには十分気をつけられよ。そなたが来ないというのなら、俺が今宵よりそなたの傍そばに侍はべるゆえ」

　高遠の声に、匡一郎は一度も振り返ろうとしなかった。ただ、血があれば、と高遠が言ったところで、ますます繫いだ手に力を込めてきた。

「……き、匡一郎さま」

　摑まれた手が痛い。けれど深く眉間に皺を寄せる匡一郎に、花菜は手を離せとは言えなかった。

「わたしは匡一郎さまのお傍におります」

　きっぱりとした花菜の声に、匡一郎の歩みがぴたりと止まった。そっと視線が花菜に触れてくる。

「匡一郎さまを傷つけてしまうかもしれない。それがわたしはとても怖い。……けれど、わたしはもう、貴方あなたの傍から絶対離れません」

　その刹せつ那な、花菜は匡一郎に搔き抱かれていた。

「──花菜」

　呻くような、苦しげな声。

　何を悩んでいるのだろう、匡一郎は。こんな匡一郎の声を聞くのは初めてだった。

　光を追いかけた先で、何かあったのではないか……。

　匡一郎を癒いやすように、背に回した掌てのひらで何度も擦る。

「……花菜」

　頼るばかりではない。匡一郎が苦しんでいるのなら、花菜の力で守りたかった。
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「白髪の御み子この血を飲めば、呪しゆが解とける？」

　男の言葉にはっきりとした嫌けん悪おを眉み間けんに浮かべた彪ひよう吾ごの声は、自然と棘とげを持つ。

　彪吾にそう伝えたのは、つい先刻獄ごくに入れられた男だった。

　東ひがしの獄ひとやはその獄ごくができて以来、かつてないほどの囚人で溢れ返っていた。

　猿えん鬼きとの戦いで彪吾は天井や内壁を壊してしまったのだが、その穴はそのままになっている。修繕ができるほどの余裕が、今の朝廷にはないからだ。

　しかも、おかしな術を使うと思われたために、ほぼこの牢は放置されている。

　獄に繫つながれた者たちも、彪吾が妖あやかしの仲間ではないかと怯えていたが、その恐怖を逆手に取り、ちょっとばかり脅かせば、彼らはほいほい知っていることを話してくれる。彪吾としては願ったり叶ったりだ。

　矢傷も尊平の手当のお陰で、無理をしなければ痛むこともなくなったし、熱もずいぶんと下がった。

　また、賀か茂も邸ていに押し入った二手の賊の話を聞くこともできた。

　一方は『白髪の巫み女こ』の身を欲した武士の、さらにもう一方は花はな菜なを『白はく妖よう』と誤解して命を狙った貴族の配下だった。

　そもそも白髪の巫女──花菜が賀茂邸にいることを武士が知ったのも、花菜が白妖と誤解されたのも、いずれも賀茂利とし嗣つぐの画策だ。

　あの男は武士方には花菜を攫さらわせ、貴族方には花菜を殺させようとし、結局そのどちらも失しつ脚きやくするように企んだ。

　その面だけを見れば、賀茂にとって目障りな者を、花菜を餌えさに片付けた、というふうに推測できる。

　だが……。

「俺が聞いた話じゃあ、白い妖の血を浴びればってことだったが」

　ほかの男が首を傾げつつ、別の噂を口にした。

「いずれにしても血なのか」

　聞いていてあまり愉しい話ではない。だがそこは堪こらえるとして、彪吾は考えを深めた。

　この噂を流したのが賀茂だったとしたら、再び花菜を中心に据え、謀はかりごとを巡らしているに違いない。

　気に入らない武士や貴族たちを社会的に抹まつ殺さつするだけではなく、むしろそれを隠かくれ蓑みのにして、何事かしようとしている……？

「気味悪ぃ噂じゃねえか」

　彪吾の隣で、派手な着物を纏まとった王虎がくっきりと眉間に皺しわを寄せ、不快だと吐き出した。

　王虎が再び獄に戻ってきたのは、外に出した翌日中のことだった。

　人ひと形がたの時にいつも着けている、ばさらな着物のまま獄舎までやってきた王虎は、目を白黒させている獄卒を睥へい睨げいし、牢の鍵を開けろと脅した。太刀でかかってきた獄卒を腕一本でいなすと中に入りこんでしまった王虎は、結局役人に乱暴をした罪ということで、そのまま囚われることになったのだ。

「おう、彪吾、土産みやげだ」

　そう言って渡された包みの中には、麻ま布ふ製せいの浄じよう衣えがあった。

「……おまえはいったい何ど処こへ行ってきたのだ。匡きよう一いち郎ろうと花菜の元へ行ったのではなかったのか」

「ちゃんと行って、ことづてしてきたぜ。あとこれもだ」

　己おのれの首に下げていたものを、彪吾の首へとかける。

　身に着けるなり、小さな巾着状の袋の中に入っているものに気づいた。

「御ご神しん体たいか」

「そうだよ。それがあれば彪吾も怪我することもなくなンだろ？」

　ニ、と牙を見せて笑う王虎に、彪吾は深々とため息をついた。

「おまえが莫ば迦か虎とらだということを忘れていたわたしが悪かったのか」

　本来の命──匡一郎と共に花菜を守ってほしい──をあっさり反ほ故ごにし、頼まれもしないことに力を注ぐなんて。

「でもよお、絶対これあった方がいいだろ？」

　唇を尖らせて控えめに抗議する王虎に、やれやれと肩を竦めながらも、彪吾は首から下げた御神体を、袋越しにそっと握った。

「……む？」

　触れるなり、微弱な震えを白珠から感じた。

「ああ、言うの忘れてた。それ持ってくる時光っててよお、触ったらビリビリしやがるんだよ。なんか変じゃねえ？」

「そういうことは早く言いなさい」

　彪吾は御神体を袋から取り出し、ためつ眇すがめつじっくりと見据えた。

　触っていても刺激を感じることはないが、ひどく激しく明滅している。

　御神体のこんなさまを、彪吾は初めて見た。

　──何か起こるのか。

　しかもよくないことが。

　彪吾は珠を袋にしまうと、音もなく立ち上がった。

「彪吾？」

「そろそろゆこう」

「出ンのかよ？」

　ああ、と彪吾はうなずいた。

　物ぶつ騒そうな噂が流れている。花菜の身に再び危険が迫っているのだ。

　この上は匡一郎らと合流しておいた方が花菜を守りやすい。幸いなことに体調もほぼ回復した。

　せっかくだからと、王虎が持ってきた浄衣に着替え、獄を出る支度をしていると。

「お待ちください、神かみ結むすびさま……」

　それまで牢の隅で身を丸めていた尊平が、弱々しく立ち上がった。

　尊平は獄へ入って以来、毎晩彪吾に襲いかかってきた。もちろん呪のせいだ。

　その都度彪吾は篆てん書しよの術で眠らせるということを繰り返していた。

　猿鬼の、あるいは紅い珠の呪は、唯ただ人びとの体力を相当消しよう耗もうさせるようだ。

　尊平は呪じゆ縛ばくから逃れた途端意識を失い、日中はぐったりしていた。

　今も会話に参加できなかったのは、尊平が口も聞けないほど体力を奪われているからだ。発動した呪に囚われた者は、本来持つ力をすべて出す。それは彼らにとって、恐ろしいほどの負担なのだろう。

「尊平？」

「その者によれば、外は危険なのではないですか……？　御子の血を求める者たちに襲われたら……っ」

　外に出るのは、今はおやめくださいと、弱々しい口調で尊平は言う。

「俺さまがいるんだから、彪吾には指一本触らせねえよ」

　王虎の言葉だけではとても安心できないのだろう、尊平は浄衣の裾を握り、何度も首を振った。

「……御子の血、か」

　彪吾はふと、猿鬼がこの獄舎にやってきた時言ったことを思い出す。

　白髪の御子の『何か』があれば、と、そう言ったのだ。

　もしやそれが御子の血なのだとしたら。

　試してみる価値はあるだろうか。

　それに、とさらに思い出したのは、王虎が猫の姿から呪を断ち切った時のことだ。

　あの時王虎は彪吾の血を額に受けた。

　──王虎自身の力のみで呪を解いたのかと思っていたが、或あるいは。

　考え及んだその時、尊平が、さらには牢内にいた呪に囚われている者たちが、獣のような低い唸り声をあげた。

「……今宵もまた、か」

　彪吾は苦く呟くと、躊ちゆう躇ちよなく左の指先を嚙んだ。

　じわりと血が滲にじみだす。

「ウアァァァァ──ッ！」

　呪に囚われた者たちは、俊しゆん敏びんな動作で次々に彪吾に飛びかかってきた。

「外谷尊平の呪を祓はらえ。──【解】」

　血の滲む指先で小しよう篆てん文字を描くと、最初に摑みかかってきた尊平の額に、ぐっと指の腹を押しつけた。

「ウ、ウゥ……ッ」

　血が額につくなり、尊平は苦しそうに呻いた。浄衣を摑んでいた手が小刻みに震え、やがて力なく落ちてゆく。

「うぅっ、……かみ、むすびさ……熱、い……！」

　血の触れた額が真っ赤に染まり、尊平は顔を歪めた。だがやがて額から赤の色がうっすらと抜けてゆき……最後には消え失せた。

　──呪を祓うために必要な、御子の『何か』とはやはり血だったか……。

　悪趣味なことをと吐き捨てると、彪吾は王虎の手を借りて、その場にいた者たちすべての呪を祓った。

「櫟あららぎ、ゆこう」

「おう。そいつどうするんだ、置いていくんか？」

　彪吾は意識のない尊平をちらりと見下ろすと、軽く首を振った。

「共に連れて行けば破獄したことになってしまう。尊平には今しばらく我慢してもらおう」

　自分のためにここまで来てくれたのに申し訳ないと思うけれども、連れてゆけば逃走したと見なされ、悪くすれば京処みやこにいられなくなってしまうだろう。

　逆に残していけば白い妖の仲間ではないとの証あかしになり、すぐに牢から出られるはずだ。

「悪いね、尊平」

　彪吾が詫びている間、王虎が牢の鍵を開けた。

　ここに立ち戻ってきた時、鍵を拝借していたのだ。

　騒ぎを聞きつけて、恐る恐る獄卒がやってきた。だが御神体を手に入れた彪吾は、彼らの名をたやすく知ることができる。

「──眠れ。──【睡波】」

　それぞれの名を呼び篆書の術をかけると、あっけなく獄卒らはその場で昏こん倒とうしてしまう。

　彪吾と王虎は、いとも簡単に脱獄したのだった。
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『白い妖あやかし』を滅すれば呪しゆは解ける。

『白い妖』の血があれば、呪を解くことができる。

『白い妖』とは『白髪の御み子こ』である。

　そんな噂があっという間に流る布ふし、京処みやこに住む者たちは白い妖に対する恐怖を募らせながら、同時にその血を求めるようになった。

　毎晩人とは思えない力で暴れ回る、呪に囚われた者たちを見れば、恐れを持つのは当然のことだった。

　そこへ、『白髪の御子』がふたり京処みやこに来ており、ひとりは獄舎、ひとりは賀か茂も邸ていにいると、そこばかりは確かな情報が流されたものだから、人々は色めき立った。

　今宵の月は半月に近い形をしている。夜の闇の中にくっきりと浮かぶ月明かりを受けて、賀茂邸にひとり、またひとりと人が集まってきた。

　それは最初、五指程度だったのに、東と西の両門前にあっという間に人だかりができた。

　白い妖に呪をかけられた者もいれば、その家族もいた。ただ噂に踊らされ、明日は我が身と思ってやってきた輩やからも相当数いた。

　ひとりがドン、と閉められた門もん扉ぴを叩いた。それを機に、集まった者たちは次第に声をあげ、そこら中を叩きだし、騒ぎが一気に大きくなった。

「やはり今宵か」

　物音を聞きつけた匡きよう一いち郎ろうは、ため息をついて起き上がった。

　横になっていたが眠れなかったのだろう、花はな菜なもまた身を起こす。

　先日賊が押し入った時と同様、今日も賀茂とその身内全員が、懇こん意いにしている貴族の宴うたげに招かれ外出していた。

　来るとしたら今夜だろうと匡一郎は言っていたが、正解だった。

　本当は、白髪の巫み女こ……白い妖を目指してやってくる者がいることが分かっているのだから、この邸から出て行ってしまえばいい、とも考えた。

　だが匡一郎が、

「これ以上『白髪の御子』に手を出さぬよう、少々痛い目に遭わせてやろう」

　そんなふうに言ったので、この場に留とどまっていたのだが、匡一郎の言う、『痛い目』がなんなのか、花菜は聞かされていなかった。

　少し不安を覚えながらも、夜を待った。

　寝装束は最初から着けていなかった。小袖と袴姿の花菜は、脇に置いていた刀を腰に佩はくと、次第に近づいてくる怒声に耳を澄ました。

「御子」

　日中傍そばに侍はべると言っていた高たか遠とおは、その約を違たがえることなく廂ひさしに控えていた。御み簾す越ごしの声に、花菜が返事をすると、

「外の様子を見てくるゆえ、しばしこの場を離れる」

　素っ気ない口調でそれだけを言って、気配を消した。

　やがて戻ってきた高遠を母も屋やに誘いざなう。

「庭内にはざっと二百人、外にもまだいるようだ」

　花菜は二百人と聞いて、サッと顔を強こわ張ばらせるが、高遠はその数を告げる時にもずいぶんと平静だった。隣の匡一郎も同様だ。

「いかがするつもりだ、黒き龍よ」

　相手は獣ではない、唯ただ人びとだ。その者たちに向けて、神として戦うのかと問う高遠に、匡一郎の返答はあっさりしたものだった。

「そんな面倒なことはしない。花菜、おいで」

　匡一郎は花菜の手を取ると、用意していた平包みを渡し、無造作に歩きだした。

「あの、……匡一郎さま？」

　花菜はぽんと手渡された包みと匡一郎を交互に見比べる。

「庭に出よう」

「庭に、ですか？　ですが……！」

　外には二百人もいるのに、衣ころもも被かずくことなく出てしまったら、花菜の元へどっと押し寄せてくるではないか。

　だが匡一郎は焦あせる花菜につと目を向けた。

「俺が万が一でもおまえを危険に曝さらすと思うか」

　そう断言して、そのまま渡わた殿どのを進む。

　庭は耳を塞ぎたくなるほどの怒号が乱れ飛んでいた。

「白い妖を出せ……！」

「否いや、白髪の巫女だ。その血をよこせ──！」

　皆目の色を変えて、広い庭を走り回っている。賀茂家に仕える随ずい身じんらが懸命に取り押さえようとしても、数で勝る賊たちは、一斉に飛びかかり、相手の太刀や弓を封じていた。

　中には邸内に押し入り、室しつ礼らいをよってたかってぶち壊す者もいる。美しい調ちよう度どに彩られた寝しん殿でんの母屋は見る影もない有様だった。

「あ、……あぁ」

　目の前で繰り広げられる光景に、花菜は小さく呻いた。

「匡一郎さま……」

「人もまた大事なもののためには命がけになる、ということだ」

　匡一郎はそう呟くと、さらに花菜を引っ張った。

　と、

「白い妖……、白髪の巫女だ！」

　上うわ擦ずった叫び声に、その場にいた者たちの目が一斉に花菜へと向けられた。次の瞬間、どっと押し寄せてくる暴徒を、花菜は声もなくただ見つめていた。

　だが狼ろう藉ぜき者ものは花菜に触れる前に、左右にいた匡一郎と高遠の太刀にあっさり阻はばまれ、その場に倒れ伏した。

「……っ！」

「白い妖が白髪の御子などという噂をよくも鵜う吞のみにしたものだ」

　匡一郎は続いて接近してきた男を刃を返した太刀の峰で躊ちゆう躇ちよなく打ちながら、吐き捨てるように言う。

「な……、それは真実だろう──！」

「どこに目をつけている。この姿が妖に見えるか」

　高遠もまた小太刀を振るいつつ、押し寄せてくる男たちに聞こえるよう、よく透る声で言い放った。

「白はく妖ようめ、覚悟！」

　ふたりの間から数人がまとめて花菜にかかってきた。

　俊巡する間もなく花菜自身も平包みを足元に置くと愛刀を抜く。刃を返すと、打ちかかってきた男と真正面から斬り結んだ。

「わたしは白い妖ではありません！」

　凜りんと張った声で叫ぶと、男の強い力を流し、素早く刀を振った。

「う……っ！」

「白髪の御子は神の子。妖などではない。──その目を大きく開いてよく見よ」

　一際張りのある匡一郎の声が、その場を制した。

　頭に血の上っていた賊たちすらも、その声に従うように一時手を止めてしまう。

　匡一郎は拾い上げた包みと己の太刀を花菜に預けると、その身をぎゅっと抱きしめる。

　そして──。

「う、う、わ……っ」

「なんだ？」

　匡一郎の身が淡い光に包まれた刹せつ那な、圧倒的な質量を持つ巨大な龍がその場に出現した。

「……龍、……？」

「龍だ」

「龍だあぁぁ──っ！」

　賀茂邸の上空に、龍はゆったりと座す。

　現うつつとは思えない光景に、その場にいた者たちは愕がく然ぜんと立ち竦すくむ。

「し、白い妖が龍の上に……」

　邸やしきの敷地内にいた賊だけではなく、築つい地じ塀べいの外にいた輩も、まるで魂が抜けたかのように呆ぼう然ぜんと上空を見上げるばかりだ。

【白髪の御子は神の御子。決して触れてはならぬ。ゆめゆめ忘れるな】

　雷のような低い龍の声が、一帯に響き渡った。暴徒は、皆、へたへたとその場に座りこんでしまう。

　声だけだというのに巨大な力を感じる。心底畏い怖ふをもたらす圧倒的な存在に、人々の意気は根こそぎ奪われた。

　龍王は下方の者たちを睥へい睨げいする。

　──ドン、ドォン……ッ！

　続けざまに空から光の矢が落ちる。

　一矢は庭を、もう一矢は殿舎を直撃した。光の矢が突き刺さった途端、邸はガラガラと崩壊してしまう。

「う、わ……」

「うわああああ──ッ！」

　龍王の力を目まの当あたりにした賊らは脱だつ兎との如ごとき勢いで、賀茂邸から逃げ出した。

　続いて三矢めを落とそうとした龍王へ、花菜は慌てて駄目ですと叫んだ。

「もうおやめください、匡一郎さま！　人が、邸が……っ！」

　花菜の制止を受けた龍王は不服そうだったが、渋々三矢めを放つことは思い止まってくれた。だが龍王は聞き取れないほど低い声で、何事か呟いた。

「……匡一郎さま？」

　ふっくらと円みを帯びた月が黒い雲に隠れたかと思うと、突然矢のような雨が京処みやこ中に降り注いだ。

　それは正しく、水を司つかさどる龍が呼んだ雨雲だった。

　京処みやこ中の黒い澱よどみを押し流すかのような豪雨だ。

　ほんの数寸先すらも見えないほどの凄まじい雨が、人々の上に落ちてゆく。

　龍王はさらに光の矢を空へ向けて何矢も放った。

　雨雲に席せつ巻けんされているというのに、京処みやこは日輪の如き光の矢に照らされて、まるで昼間のように明るくなる。

　光は闇色の龍王と白き髪の御子の姿を、くっきりと浮かび上がらせた。

　その姿を見る者は、最早声もなくただただ震えることしかできずにいた。

【白髪の御子を再び狙う輩がいたら、京処みやこを水で沈めよう。──二度目はないぞ】

　龍王の雷の如き声は、豪雨に負けないほどの大だい音おん声じようだった。

　その声は内だい裏りにまで響いているだろう。
















　龍となった匡一郎の上に乗せられた花菜は、下方をそっと覗いた。

　人々の双そう眸ぼうには恐怖と畏怖、その両方が滲んでいる。

　その中でただひとり、ずぶ濡れになりながらぴんと背筋を伸ばして立つ高遠がいた。

　龍王が再び何事か呟くと、豪雨が一瞬で止んだ。

　それを神の力ではないと疑う者は、京処みやこには最早ひとりもいないだろう。

　花菜はそこで初めて、匡一郎が龍体になった理由を悟った。

　──貴族や武士たちへ、神の力を見せつけたのだわ。

　それはすべて花菜のため、だ。

【このまま父上の許へゆくぞ】

「は、はい……」

　龍王は花菜を乗せたまま、ゆるりと旋回し、そうしてゆっくり空を泳いでいった。

　それが夢ではないことを知らしめるように、賀茂の邸はガラガラと倒壊し、瓦礫の山と化していた。
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　黒き龍。──あの姿を最初に見た時から、何か、言葉では言い表せないもどかしさと、同時に懐かしさを感じていた。

　それは己おのれが白き龍の女神と冠かむ威いの血を引くからだと、高たか遠とおは考えていた。

　だが今、龍に乗る花はな菜なの姿も同時に見た時、そうではないと、胸の内で囁ささやく者がいた。

　龍王。……人を愛した龍。

『人ではないことなど、己が一番承知している』

　御み子こへ、人の悩みは神には理解できないものだと告げた時、匡一郎は低くそう囁いた。

　人と違うこと、人ではないことを、匡一郎自身思い知っているのだ。

　人と違う──種。

「……夜や叉しや丸まる」

　身の内にいる兎う執しつに呼びかける。

【なんじゃ】

　答えるこの存在ではない、何者かがいる。

　己の深い深い場所に、大切な何かが眠っている。

【高遠、どうしたのじゃ？】

　兎執が不審げに問うてくるが、高遠は返事ができなかった。

　ただ、

「俺は何者なのか」

　そうぽつりと呟くと、龍が向かった方へ目を向けた。

　一歩、一歩、その方角へと足を進める。やがて疾走に変わる。

　今一度御子と黒き龍を見れば、この言いようのない違和感の正体を知ることができるだろうか。

　そんな想いを胸に、高遠は走り続けた。
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「ずいぶん派手に壊したものだ。逆鱗に触れたか」

　猿えん鬼きは今にも大笑いしそうに唇を歪める。そんな愉しげな猿鬼とは反対に、賀か茂もは小さく肩を落としていた。

　賀茂の本邸にほど近い花の館で、匡きよう一いち郎ろうが龍体となり、雷のような光を幾矢も落とすさまを、猿鬼と賀茂、そして羊よう魄はくは、見物していた。

「何をそんなにしょげている。匡一郎が龍りゆう王おうになるのを見たがったのはおまえだろう。龍王を怒らせればあの程度の報復、覚悟していただろうに」

「それはまあそうだが、……ああ、気に入っていた螺ら鈿でんの文ふ机づくえも錦にしきの敷物も瑠る璃りの壺も皆粉々、瓦が礫れきの下敷きであろうなあ」

　がっかりだ、と言いつつも、さほどの衝撃は受けていないようだ。

「だが明日には京処みやこは、あの龍の噂で持ちきりだろう。……朝ちよう廷ていも幕ばく府ふも動かずにはいられまい」

　神龍の出現を、京処みやこは見て見ぬふりはできないだろう。

　白き髪の御子を餌えさに、龍が食いついてきた。

　京処みやこの多くの者たちは神の龍の出現に恐れ戦おののき、花菜にはそうおいそれと近づくまいと肝に銘じたことだろう。

　だがこう考える者もいるはずだ。

「白髪の御子は龍をも従えている」

　と。

　絶対の権力を欲しがる者たちは、これまで以上に白髪の御子を手に入れようとするだろう。

　武士も、貴族も。……あるいは帝も。

「御子奪り合戦の始まりというわけだ」

　悦に入る賀茂を、ふん、と笑い、猿鬼は立ち上がった。

「千せん珠じゆ」

「……はい」

「腹の傷ももうすっかり癒いえたし、そろそろゆこうか」

「……」

「おまえが己おのれの仕事をちゃんとしないから、こうして我が足を運ばねばならぬ。まったくもって役立たずな獣よ」

　猿鬼は未だ立ち上がらない羊魄の髪をぐいと摑むと、無理やり上体を引っ張り上げる。

「あ……っ」

「少しは我の役に立ってみよ」

　猿鬼は青ざめた羊魄の頰をそっと撫でた。それは髪を引っ張るのとはまったく逆で、とても優しい仕草だ。

「おまえが欲しがっていた十三番目の御子の眼をひとつやったではないか。それに見合う仕事をしてみせろ」

　目を伏せ、唇を嚙みしめながらも、羊魄は小さくうなずいた。

「では行ってくるぞ、賀茂の。言うまでもなく今宵は外に出ぬ方がよいぞ」

「ああ、気をつけて」

　賀茂の言葉を受けた途端、猿鬼は噴き出した。

「ふはははっ、気をつけてか。ああ、気をつけよう」

　猿鬼は羊魄を伴い、賀茂の別邸からふっつりと姿を消した。
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　泳ぐように空を飛ぶ龍りゆう王おうの鬣たてがみにしがみつきながら、花はな菜なは下方を食い入るように見ていた。

「匡きよう一いち郎ろうさま、下に父上たちが……！」

　勘か解げ柚ゆ小こう路じを疾しつ走そうする姿を目にした途端、花菜は匡一郎──龍王に叫んだ。

　すると龍王は旋回し、ゆっくりと地へ近づいてゆく。

　高さ二に丈じようほどまで近づいたところで、待ちきれず花菜は龍王の背から飛び下りた。

「父上、王おう虎こ……！」

　走る勢いのまま、彪ひよう吾ごに抱きつく。

「父上、父上！」

「花菜、無事で何よりだ」

「はい！　父上もご無事で……」

「ご無事じゃねえんだよ。ちっと離れろ千ち生お音ねの娘。彪吾は怪け我がしてンだぞ！」

「あ、す、すみません！」

　大丈夫ですか、と不安に顔を曇らせる花菜へ、彪吾は安心させるようににっこり微笑んだ。

「大事ない。──匡一郎」

「獄ひとやで養生はできましたか、父上？」

　龍体から人へと戻った匡一郎は、着物を羽織りつつ問う。彪吾は軽く目を瞠みはったが、すぐに笑いだした。

「ああ、神かみ結むすび神じん社じやにいるよりずいぶんと楽をさせてもらったよ」

　そんなふうに軽口を叩く父と、王虎から聞いたことづてを揶や揄ゆする匡一郎を見ていると、心の底から安堵した花菜の目から、じわりと涙が溢れた。

　それに気づいた彪吾が、優しく花菜の髪を撫でる。

「辛い思いをさせたが、用を済ませたら神結島へ帰ろう」

「はい……」

　こくん、とうなずいた次の瞬間、ざわりと鳥肌が立つ。

「ア……、アァ……」

　また、だ。

「花菜？」

「ア、アアアアアァァァ──ッ！」

　また、呪しゆが発動するのだ。

　せっかく彪吾と王虎に再会できたのに、未だに呪を祓はらえないでいる。

　呪に操られるまま、花菜は紅く染まった双そう眸ぼうを、匡一郎へ向けた。

　傍そばにいる彪吾を、ドンと突き飛ばし、

「龍王へと向かえ。──【烈刃】！」

　力任せの篆てん書しよの術を放った。

「……っ！」

　匡一郎は抜刀すると小しよう篆てんの刃を真正面から受け止める。

「匡一郎、花菜は……」

　白くうねる長い髪と紅く染まった瞳。

　あからさまに変化した容貌の花菜を見る彪吾の眼が、驚きに見開かれている。

「呪に囚われているのです」

「呪……、匡一郎」

　彪吾が何かを言いかけた時、第二刃がふたりに向けて繰り出された。

「彪吾！」

　あわや花菜の攻撃が直撃しかけた彪吾を、王虎の腕が庇かばう。

　一瞬の衝撃から我に返った彪吾は、あらためて花菜を見据えた。

　──父上……！

　胸の内でいくら叫んでも、声にならない。そしてその時、四人を取り囲むいくつもの影の存在に、花菜は気づく。

　──あれは……。

「ウ、ウゥ……」

「アアァァァァ──ッ」

　奇妙な唸り声をあげながら、近づいてくるのは、花菜同様呪に囚われた者たちだった。

　その数、ざっと二十人はいようか。

「父上、そちらは任せます」

　匡一郎はそう言うと、花菜に向き合った。
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「匡きよう一いち郎ろう、白髪の御み子この血で呪しゆが解ける」

　彪ひよう吾ごはそうとだけ言うと王おう虎こと共に、額ひたいに紅くれないの呪をつけた者たちと向き合った。

　ひとりひとりに視線を据えると、首にかけた御ご神しん体たいが、その者の名を教えてくれる。

　隣で舌なめずりをし、早くも戦闘態勢を取っている王虎へ、彪吾はひと言告げた。

「櫟あららぎ、おまえは見ていろ」

「はっ？　なんで!?」

「その辺りをうろつかれたら邪魔だ」

「ええ──っ!?」

　そんなと眉まゆ尻じりを下げる王虎をあっさり無視し、彪吾はその場にいる全員の名をしっかりと覚えきった。

「佐さ藤とう忠ただ直なお、結ゆう城き明あき博ひろ、笹ささ倉くら一いち乃の進しんを捕らえろ。──【縛ばく】」

　彪吾は次々と名を呼び、呪に憑つかれた者たちを縛にかけた。繰り返すこと数度。

　全員をあっさり縛にかけると、太刀の切っ先で指先をスッと斬った。

　ジワジワと滲にじみ出す血を刃に擦りつけると、

「──へと向かえ。──【風陣】」

　太刀を振った途端、篆てん書しよの術で巻き起こった風の渦に、彪吾の流した血が舞い上がる。その血は縛をかけた者たちの身にかかる。

　奇声をあげながらのたうち回っていた者たちが、ビクリと震え、口々に熱いと絶叫した。だがその声も次第に掠れ、消えてゆき、皆一斉に動かなくなった。

「見事だなあ、彪吾！」

　上空から陽気な声が降り落ちるなり、彪吾は叫んだ。

「櫟、目を閉じろ」

　前回の失敗は二度と繰り返さない。

　猿えん鬼きの第三の目と視線を合わせないよう、彪吾は瞼まぶたを閉じた。

　気配だけで猿鬼を追う。

　──近い。

　彪吾は落ち着いた声で篆書の術を発動した。

「猿鬼へと向かえ。──【烈破】！」

「おお……っ！」

　少し慌てた猿鬼の声が聞こえた。すかさずもう一度篆書の術を繰り出す。

「猿鬼へと向かえ。──【轟水】！」

「うぅ──」

　凄まじい勢いの水が直撃する音、呻く猿鬼の声。彪吾は視界を開けた。すると想像どおりずぶ濡れになった猿鬼と、女によ人にんの姿が目の前にあった。

　初めて見る女人だが、白しろ御み珠たまが、あれが羊よう魄はくだと教えてくれた。なるほど白い妖あやかしの時とはまるで違う、美しい黒髪と黒い瞳をしている。

「やってくれたな彪吾」

　ニィと笑う猿鬼に、彪吾もまた笑みを返す。

「獄ひとやのように狭い場所ではないからな、思う存分戦おう」

　彪吾の挑発的な声こわ音ねに、喜き色しよく満まん面めん、猿鬼は唇の端を吊り上げて笑った。

「花菜よりは骨があることを望むぞ。ああ【櫟】、そなたにはこの者らの相手をしてもらおうか」

　猿鬼の指先が、まるで舞うかのように優雅に動いた、かと思った刹せつ那な、その場に負ふの言こと霊だまの輪に繫つながれた獣が四体出現した。

「チッ、てめえらかよお。一回倒したんだから寝とけっての」

　完全に猿鬼の支配下にあるのだろう、高たか遠とおの笛が鳴った時にも出現した蛇じや巳みらが、王虎の前に立ち塞がった。

「ではゆこうかあ、十五番目の御子、榊さかき彪吾」

　猿鬼のその言葉をきっかけに、戦いは始まった。
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「匡きよう一いち郎ろう、白髪の御み子この血で呪しゆが解ける」

　彪ひよう吾ごの言葉を聞いた途端、匡一郎の眉み間けんが不快そうに寄せられた。

「花はな菜なに血を流せ、と？」

　冗談ではない、と匡一郎は首を振る。

　──わたしの、血？　あれはただの噂ではなかったということ？

　花菜は彪吾の言葉をしっかりと聞き取っていた。だが呪に囚われている今、指一本動かすことができない。

　もどかしくて悔しくて、たまらなかった。

「龍りゆう王おうへと向かえ。──【烈炎】！」

　まるで怨えん嗟さを吐き出すかのような声で小しよう篆てんの言こと霊だまを叫ぶ。匡一郎は術を避けながら、花菜を決して傷つけないようにという配慮からだろう、篆てん書しよでの反撃をしようとしない。

　──匡一郎さま……！

「アアアァァッ！」

　何度術を繰り出しても当たらないことに焦じれたのか。花菜の意思を置いてゆき、呪に操られた身体は刀を構えて匡一郎へ突っこんだ。

「……ッ！」

　その常とは桁けた違ちがいの強ごう力りきに、匡一郎の足がずるりと後ずさる。

　至近で目と目が合った。

　月光の降り注ぐ中、花菜の紅く染まった目は、匡一郎の双そう眸ぼうを食い入るように睨みつけた。

　──匡一郎さま。どうか血を……！

　必死の願いも、匡一郎に届かない。

　匡一郎もまた苦しげに顔を歪ゆがめながら、それでも花菜を傷つけようとはしなかった。

　──匡一郎さま──！

　ギリギリと刃を交えながら、花菜はただひたすら匡一郎のことだけを考える。

　昔はこんなに優しくなかった。

　まるで優しくするという概がい念ねんを持たないかのように、或あるいは、どうやったら優しくできるのか、その術すべを知らないかのように。

　力の差もあったものだから、花菜は匡一郎に少し小突かれただけでこぶを作り、尻餅をついて座りこんでしまうほど痛い目に遭わされたこともあった。

『兄さまひどい、痛いです──ッ！』

　あまりの痛さにわんわん泣きだした幼い花菜を、匡一郎はどう扱っていいのか分からなかったのだろう、こぶになったところをぶっきらぼうに撫でてきたものだから、さらに泣かされたこともあった。

　それでも、優しくできない……優しさを知らなかった匡一郎が、時を経るごとに人として慈じ愛あいの心を育てていった。彪吾や花菜と共に暮らし、匡一郎は『優しくする』ことを学んでいったのだ。

　だが、そうして匡一郎のものとなった『優しさ』が、今は痛い。

　決して傷つけまいとするその優しさこそが、花菜を傷つけた。

「う、う……っ！」

　斬り結んだ刃を力任せに押すと、花菜の身は背後へと跳んだ。束の間の距離を開け、再び小篆文字を空に描く。

「龍王を滅せ。──【光斬】！」

　その光の斬撃は匡一郎の右腕をざっくりと舐めた。

「──つ、っ！」

　──匡一郎さま──！

　ぽたぽたと滴り落ちる血が、地に小さな血ち溜だまりを作る。

　──あ、あ……。

　ほんのわずかでもいい。己の意思を身体に繫つなげたい。

　──呪を解け。──【解】！

　心の内で、花菜はありったけの思いを込めて叫んだ。

「……っ？　ウ、……ウゥ……」

　すると、ほんの一瞬、己の身体が棒立ちになった。その間かん隙げきを花菜は見逃さなかった。

　渾こん身しんの力を振り絞り、刃を自身の腕に触れさせる。

　小袖の袂たもとがじわりと血に濡れた。だがそこまでこぎつけたところで、再び呪に身体の主導権を握られてしまった花菜は、血を流す匡一郎へ再び刀を振り上げた。

「──っ」

　利き腕を負傷し、匡一郎はたたらを踏んで後ずさった。

　花菜の刀が匡一郎に迫る。──その眉間に、触れる──。

　まさに匡一郎の額を割らんとしたその時、この場にはまるでそぐわない美しい笛の音ねが鳴り響いた。

　──これは。

　自由にならない身体ゆえ、その音を奏でる者の姿を見ることは叶わない。だが誰か、ということはもちろん確信していた。

　──高たか遠とお殿！

　妙たえなる笛の音は、呪に繫がれた花菜の力をほんの少しだけ削そいでくれた。

　──今！

　ぎこちなく己の血を指先に取り、呪の源である額に押しつける。

「あ、……あ、ああ……」

　熱い。呪が発動する時を遙はるかに凌りよう駕がしたその熱に、花菜はうずくまった。身を丸め、額を焼く灼しやく熱ねつを堪こらえる。

　熱は額から全身に渡った。小指の先まで痺れるような火ほ照てりを帯びてゆく。

「花菜」

「御子、大丈夫か」

　匡一郎と高遠の声が、遠い。朦もう朧ろうとしながら、ゆっくりと顔を上げた刹せつ那な。

　全身を駆け巡る熱が、サァッと何いず処こへか去っていった。

「……っ」

　深く熱い呼吸を繰り返してから、花菜は高遠へ目を向けた。

「大丈夫です。……高遠殿、ご助力、感謝します」

　花菜は深く頭を下げると、今度は匡一郎を見つめる。

「匡一郎さま、ごめんなさい……！」

　何度匡一郎に刃を向けただろう。その数を思い返すだけで、胸がじくじくと痛みを発する。

「謝るな。おまえの攻撃など大したことはない」

　匡一郎は、ひどくそっけない声でそうとだけ告げる。大したことないと言われてちょっと膨れた花菜だったが、匡一郎に痛手を負わせなかったのだから力がなくてよかったと、この時ばかりは本気で思った。

　匡一郎は己の血で濡れた花菜の額を、手の甲で無造作に拭ってくれる。手についた血を、匡一郎はぺろりと舐めた。

「な、舐めたらいけません！」

　慌てて胸元の懐かい紙しを取り出そうとする花菜の額に、音を立てて匡一郎の唇が触れる。

「あ……っ」

「おまえはここで少し休んでいなさい」

　匡一郎はそう言って、今なお猿鬼と戦っている彪吾と王おう虎こへ足を進めた。

　匡一郎の口づけに一瞬真っ赤になった花菜だったが、すぐさま気を引き締め直し、父のいる方へ目を向けた。──と同時に、花菜の瞳が大きく見開かれた。

「千せん珠じゆさん……！」

「あれはおまえを攫い、白い妖として京処みやこを騒がせた、負ふの言こと霊だまの輪に繫がれた獣──羊よう魄はくだ」

「──」

　その言葉を受けて、花菜はやはり、と唇を嚙みしめた。

　夢で見たとおり、千珠姫が羊魄だったのだ。

　──わたくしを、助けて。

　瞳を潤うるませて懇こん願がんした羊魄の声が、再び花菜の耳に木こ霊だまする。

　彪吾は羊魄を見向きもせずに、猿鬼と対決している。王虎もだ。蛇じや巳みや妖よう馬ばたちと戦いながらちらりとも羊魄を見ることはない。だがそれも当然だった。

　羊魄は路の隅にうずくまり、がくがくと震えているだけで、戦意がないのは傍はたから見ても明らかだったからだ。

「千珠さん……、羊魄」

「花菜、ここを動くな」

　匡一郎は彪吾と王虎に加勢をするために、一気に走った。

「どうであった？　匡一郎。花菜に刃を向けられた感想は」

「──。猿鬼へと向かえ。──【烈水】！」

　戯ざれ言ごとには耳も貸さず、匡一郎は猿鬼に向けて術を放った。

「……っおっと」

「猿鬼へと向かえ。──【水破】」

　続いて彪吾が篆書の言霊を唱え、同時に匡一郎が猿鬼の背後に回ると羽は交がい締じめにする。

「う、わっ」

　続けざまに水の攻撃を受けて、猿鬼はさすがに疲労したようだ。

　それまで閉じていた第三の目が、じわりと開けられた。

「目を瞑つぶれ」

　彪吾の声を受けて、匡一郎は即座に従った。

　三人の戦いをハラハラと見ながらも、花菜はうずくまる羊魄が気になって仕方がなかった。

「……ゆきたいのではないか、御子」

　高遠は花菜の望みを言い当てたが、

「この場で待つよう、匡一郎さまに言われました」

　今は、三人の戦いの邪魔をすべきではないし、猿鬼はどんな力を隠し持っているか分からないのだから、油断をしてはいけない。匡一郎たちの気を散らす真似だけはしたくなかった。

「では姫に来てもらおう」

「高遠殿、待って！」

　慌てて引き止めたがすでに遅く、足の速い高遠はあっという間に羊魄の傍まで寄ると抱きかかえ、再び花菜の許へと戻ってきた。

「あ──、み、こ……」

　月の蒼白い光が、血の気を失った羊魄の頰を、なおも青く見せる。

「千珠さん、あなたが羊魄だったのですね」

　花菜がそう言うなり、羊魄は深く俯うつむいた。

「わ、わたくしは……」

「戦いたくないのでしょう？」

　花菜は羊魄の両肩を摑むと、軽く揺すってみせた。

　ハッと顔を上げる羊魄の双眸は、今にも涙が溢れそうなほど濡れている。

「以前おっしゃったではありませんか。助けて、と。わたしの夢にも出てきたでしょう？」

　天に帰りたいと、その時申されていたではありませんか。

　花菜の言葉に、羊魄は青ざめた唇をきつく嚙みしめた。

「……戦いたくなど、ない」

　それは小さな声だった。だがひとたび言葉に出した途端、羊魄の胸にドッと熱いものが押し寄せてきたのだろう、涙を溢れさせながら、花菜の手を握りしめた。

「わたくしは誰とも戦いたくなどない。……でもわたくしの力では、何も、何もできない！」

　羊魄は泣き崩れた。その背に掌てのひらを当てながら、花菜は眉を寄せた。

　負の言霊の輪に繫がれた獣の苦しみが、力のない状態が、猿鬼の呪にかけられた花菜には、皮肉なことに痛いほどよく分かった。

　戦いたくないのに、匡一郎に刃を向けなければならなかった瞬間。自分ではどうしようもない、抗えない圧倒的な力に翻ほん弄ろうされ、ただただ惰だ弱じやくな己を嘆くことしかできなかった。

「千珠さん、もし。もし本当に猿鬼から逃れたい、戦いたくないと、そう思っているのなら。……わたしと共にゆきませんか」

　花菜の言葉を聞いた瞬間、羊魄はハッと顔を上げた。

　その顔には隠しようもない喜き色しよくが広がっていた。

「御子、それは」

　だが傍で見守っていた高遠が渋面をつくるのを見て、すぐに羊魄は小さく肩を落とす。

　無茶なことを言っていると、花菜自身も分かっている。獣を負の言霊の輪から外はずすには、御子の身体が必要なのだから。

　それでもどうにかしたい。戦いを終わらせたい。

　花菜が懸命に考えている時、匡一郎と彪吾の篆書の術を唱える声が、同時に聞こえてきた。

「猿鬼を滅せ。──【水刃】！」

　寸分違わぬ言霊の術は、花菜がこれまで見たことがないほど強大だった。

　相対する猿鬼の顔がサッと強こわ張ばる。

　──討てる……！

　花菜は思わず立ち上がり、勝負の行く末を見守った。

「──百さ々さ羅ら！」

　花菜をドン、と突き飛ばし、羊魄が一陣の風の如ごとく匡一郎と彪吾、猿鬼の間に身を滑りこませた。

「ああ──っ！」

　ふたりの術をまともに受けた羊魄は身体中に傷を負いながら、ゆっくりとくずおれた。

　地に倒れかけたその身体を、ぐいと引き寄せたのは猿鬼だ。

「鈍のろ間まのくせに邪魔をするな」

　忌いま々いましそうに呟きながら、それでも猿鬼は羊魄の身を離すことはなかった。

　猿鬼は片頰を歪めながら、一方の手を上げた。

「あれは……」

「御ご神しん体たいじゃねえかっ」

　戦いの最中に、彪吾が持っていた御神体を掠め取ったのだろう、猿鬼の手の中には目まぐるしく明滅する白珠が握られていた。

　猿鬼はポン、ポン、と弄もてあそぶように御神体を放った。

　その場にいる者全員の視線が御神体に集まる。だが、

「返せ！」

　王虎が猿鬼に飛びかかった刹那、それは消え失せていた。

「あ？　どこにやった、返しやがれっ」

「返したよ。あそこ」

　猿鬼の指した場所。全員がその指の先を見た──。

　ぐらりと花菜の身体が、前のめりに倒れる。

「……あ……」

　胸が、痛い。

　その痛む個所へ掌を押し当て、そっと見てみると、紅いものがついていた。

　──血。

　身体を支えてくれたのは誰だろう。

　意識がスウ、と黒く塗り潰され、そしてもう何も分からなくなる。

「花菜──！」
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　──おいで千ち生お音ね。準備万端だ。

　愉たのしげな声が微睡まどろむ千生音を呼ぶ。

　──おまえの御み子こに降りておいで。

　硬く閉じていた目が、ゆっくりと開く。

　深い慈じ愛あいの夜の色をした双そう眸ぼうはぼんやりとしており、未だ夢と現うつつの境目をさまよっているようだった。

　だがその目に、次第に力が宿ってゆく。

　──冠かむ威いも待っているよ。

　──冠威。冠威。冠威……。

　今こそ、ゆこう。いとしい冠威の元へ。

　長い長い刻ときを経へて、千生音は今、覚かく醒せいした。

　己おのれが生まれる際持っていた白い珠たま。その存在をよすがに、千生音は天と地の狭はざ間まから降こう臨りんした。

　白珠は、我が御子の身の内にある。

　真まっ直すぐに千生音は我が御子の内へと滑りこんだ。

「花はな菜な……！」

　呼ぶ声。

　花菜。

　それは誰。

　それは、──わたし。

　人としての、わたしの、名。

　花菜と呼ばれた、白き龍の女神……千生音は、ゆっくりと目を開けた。











了













あとがき






　こんにちは、香こう月づき沙さ耶やです。

『神かみ破やぶりの姫ひめ御み子こ』四巻です。いつも読んでくださっている方も、今回はじめましての方も、お手に取っていただき、本当にありがとうございます。

『神破～』では、実際にある地名などは、大抵当て字にして表記しています。

　たとえば鎌かま倉くら→鎌蔵、勘か解け由ゆ小こう路じ→勘解柚小路など。できるだけ元の漢字の意味もしくは字面を損そこなわないようにと思いつつ変えていますが、中にはこれは……というものもあるかもしれません。

　今回も、検け非び違い使しを検非異使と表記しています。学生の皆さんは、どの字が異なっているか調べてみるのも楽しい……、かも？




　ところでこの本が出る九月は、ビーズログ文庫さんの創刊二周年だそうです。

　ちょうど一年前、創刊一周年に『神破～』の一巻が発売されました。

　いい記念になったと思っていましたら、二周年でも本を発刊していただきました。

　こうして巻数を重ねていけたのは、読んでくださる方々がいらっしゃるからだなあ、と昨年を振り返りながら、しみじみと感謝しています。




　それでは、この辺りでお世話になった方々へお礼とお詫わびを。

　毎回素敵なイラストを描いてくださる凪なぎかすみ先生。

　新しい表紙や挿さし絵えを送っていただくたびに、担当さんときゃあきゃあ盛り上がっています。

　今回、初めて花はな菜な以外の女子をカラーで見ることができて嬉しかったです。

　次巻もどうぞよろしくお願いいたします。

　校閲さま。紙面を拝おがみながら修正作業をおこなっているのですが、時折さり気なく楽しい突っ込みもあって、深夜に噴き出すことも……。いつもありがとうございます。

　担当のＵさま。迷惑をかけないようにと常つね々づね思っているのに、それが果たされないことの方が多いような気がします。すみません。つ、次こそがんばります……！

　また、この本に携わってくださったすべての方に、心からお礼を申し上げます。

　最後に、お手に取ってくださった読者さまへ。

　少しでも楽しんでいただけたら、これに勝る幸せはありません。

　また次巻でお会いできたら嬉うれしいです。


香月　沙耶　拝
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　あの日俺にくれた美しい言葉を、おまえはいつか思い出すだろうか──。




　野に咲く花のような淡あわい色を纏まとった雪ゆき白しろが、匡きよう一いち郎ろうを見つけるなり、パッと顔を綻ほころばせた。

「兄さま」

　呼びかけると同時に走りだし……だが己おのれがいつもと違う格かつ好こうをしていることを思い出したのか、初めて見るようなしとやかな足取りで近づいてきた。

　見上げてくる双そう眸ぼうがいつも以上にキラキラしている。眩まばゆい笑顔を見た匡一郎の目は、そっと眇すがめられた。

「いかがです？」

　雪白は、まるで匡一郎に一番に見せたかったのだというかのように嬉うれしそうに笑うと、くるりと回ってみせた。

　濃こき袴ばかまも腰につけた裳もも引きずるほど長く、雪白の歩みは少々おぼつかない。

　十二となった今日、雪白は裳も着ぎを迎え、その名を花はな菜なとあらためた。

　成人の儀ぎを行う今日の雪白──花菜は、普段の小こ袖そでに切袴姿ではなく、優しい色しき彩さいを幾いく重えにも纏まとっていた。だが装しよう束ぞくや歩き方だけではなく、浮かべる表情もまた、いつもと異なって見える。

　成人の儀を迎えても、精神的な成長がない限り本当の意味で大人おとなとはいえないだろう。そんなふうに匡一郎は考えていた。

　だが『人』の場合は、もしかしたら『形』が大事なのかもしれないと、匡一郎は義妹いもうとを見下ろしながらふと思った。

　己を見つめる眼まな差ざしも、呼ぶ声も、昨日と違う。

「兄さま？」

　綺き麗れいに結い上げた白い髪を揺ゆらしながら、花菜が小首を傾かしげた。

　毎日見てきた愛らしい顔かんばせだというのに、匡一郎はまるで初めて目にする人物であるかのような新鮮な思いを、この瞬間に抱いた。

「想像していたよりも似合っているな」

「それって、馬ま子ごにも衣装という意味でしょう」

　つんとそっぽを向いて唇くちびるを尖とがらせる顔は、まだまだ子供っぽい。

　そんなに何もかもが変わるわけではないのだなと、安あん堵ど半分、惜おしい気持ちも半分というところだろうか。

　大人になったなら──自分は、花菜のすべてを奪ってしまいたくなるから。

「そんなことは言っていないだろう。よく似合っている」

　そう褒ほめてやると、ちらりと目を向けてきた。

　匡一郎は敢あえて生き真ま面じ目めな表情を作ると、花菜に顔を寄せた。

「本当だよ。常つねより可か愛わいらしいと思っていたが、これほど美しかったとは」

「う、美しい、……って」

「もっと間近で見たいな。顔をよこしなさい」

　そっぽを向く頰ほおを両りよう掌てのひらで包みこんで正面に向けさせると、真まっ直すぐにその目を覗のぞいた。

　途端に目の縁ふちを朱しゆに染め、花菜は身を退しりぞけながら視線を外はずそうとする。

「兄さま、手、手をお離しください」

「駄だ目め。ちゃんと見せなさい」

「もう十分ご覧になられたでしょう……、も、兄さまってば……！」

「今日よりおまえは成人なのだな」

　ふと呟いた匡一郎に、花菜は逃げるそぶりを見せながらも律りち儀ぎにうなずいた。

「成人になったということは、祝しゆう言げんを挙げることもできるわけだ」

　祝言という言葉を聞くなり、花菜は、えっ、と大きな声をあげた。

「あの、もしや父上は、わたしを何処いずこへか嫁とつがせようとしているのですか？」

「花菜はもう嫁よめに行きたいのか？　あるいは嫁ぎたい相手がいるとか？」

「違います！」

「父上がそうおいそれと、おまえを外に出すわけがないだろう。むしろおまえがいくつになっても、嫁になどやらないと言いそうだぞ」

　心配するなと言うと、目に見えて花菜の肩から力が抜けた。そして小さく何事か呟く。

「よかった……、とはどういう意味だ？」

「あ、なんでもありません」

　勢いよく首を振る花菜の頰を、匡一郎は再度掌でそっと押さえた。

「に、兄さま」

「まあもし父上の邪魔が入って行き損なったとしても、俺がおまえを貰もらってやるから安心していなさい」

　にっこり笑ってそう言うと、花菜は目をまん丸にし……パァッと顔中に赤の色を散らした。

「なっ、何をおっしゃいますっ!?」

「うん？　おまえは俺のものだよと言っているのだが、通じなかったか？」

「そ……」

　口をパクパクと動かすが、声が出てこない。

　匡一郎はそんな花菜の唇に指先を押し当て、見開かれた双そう眸ぼうを覗きこんだ。

「おまえはあの日告げてくれた言葉を忘れているが」

「あの、日……って」




『貴方あなたのものになりましょう。──克こつ己き王おう』




　思い出さなくてもいい。今はまだ。

　これから共に生きてゆく、その間に思い出してくれれば。

　その美しい宣のりを聞いた時、どれほど嬉しかったか。

　千年を超こえる孤独の中で凝こごっていた心が、ゆるりと解とけていったあの瞬間を、匡一郎は今でもはっきりと思い出せる。

　匡一郎は花菜を腕の中に誘いざなった。

「兄、さま……」

　華きや奢しやな肩がふるりと震ふるえたが、花菜はおとなしく匡一郎の腕の中にいてくれる。

「おまえが俺のものであると同時に、俺もまた、おまえのものだよ」

　名が変わっても、身の丈たけが伸びても、この想いは変わらない。

　命ある限り、誓ちかいの言こと霊だまを囁ささやくだろう。

　己にとって、ただひとりの大切な想い人──花菜へと。


了










著者

香月沙耶

Saya Kohzuki




６月11日生まれ・双子座・Ｂ型・埼玉県在住

『神破の姫御子』４巻です。

香月沙耶名でデビューをさせていただいてから、早いもので１年が経ちました。

去年の今頃、ここまで続きを書かせてもらえるとは、実はまったく思っていませんでした。

本当にありがたいことです。

今巻も既刊本とともに、どうぞ可愛がってやってくださいませ。
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７月27日生まれ・獅子座・ＡＢ型

最近骨董品屋で古い着物を物色するのが楽しいです。

自分ではなかなか着れませんが、眺めてはデザインや色使いにうっとりしています。
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